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財団法人花と緑の銀行



はじめに

近年、市民生活の場や地域社会を、花や緑豊か

な快適で、うるおいのある環境に整備することが強

く望まれます。

当銀行では、さきに県民の皆さんが、家庭や地

域社会で楽しみながら花づくりを進めていただく

ための手引書として、「とやま花づくり」を発刊

したところであります。一方、縁づくりにつきま

しては、本県は、積雪地帯としての厳しい気象条

件下にあり、また、緑化技術も必ずしも十分には

普及していない実情にあります。

そこで、皆さん方に本県の気候、風土に適した

緑化を進めていただくうえでの一助になればと、

このたび、「とやま緑づくり」を発刊し、たしました。

県民の皆さんが、家庭での緑づくりを楽しみ、

地域の緑づくりを進めていただくための手引書と

して、親しみやすく、わかりやすい内容になるよ

う心がけたつもりであります。

本書が、県民の皆さんとともに、「日本一の花と

緑の県づくり」を進めていくうえで、少しでもお

役に立ちますよう心から念願するものであります。

平成 3年 3月

財団法人 花と緑の銀行

理事長 中沖 丘包
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I知っておきたい緑の知識



高岡市大手町
ポケ ットパーク



ヤマモミ ジ(砺波市五鹿屋)

高岡市駅南 (市町村緑化推進事業)





樹木の種類は一般的なものから、特殊なものまで含めるとその数はきわめて多

いが、わが国で一般に造園に使用されている樹稜は、 400種類程度といわれてい

ます。これらを葉の形態、から分けると針葉樹、広葉樹、特殊樹木、タケおよびサ

サ類の 4種類になります。また葉の着生状態から分けると、年間を通じて葉が着

生しているものを常緑樹、冬季に葉をすべて落とすものを落葉樹としています。

区 5.、J 格I 種

常 品表 針 予定 経I アカマツ、イチイ、エゾマツ、カイズカイブキ、クロマツ、

コウヤマキ、コノテガシワ、ゴヨウマツ、サクラ、ヒマラ

ヤスギ、ラカンマキ、スギ、ヒノキなど

落 葉 主十 葉 結Jカラマツ、メタセコイヤなど

常' 緑 広 業 核Jアオキ、アセビ、シラカシ、カクレミノ、カナメモチ、キ

ンモクセイ、ケヤキ、クチナシ、タイザンボク、モチノキ、

ジンチョウゲ、ヒイラギ、ヤツデ、ツゲなど

落 業 広 手結 務I アオギリ、ウメ、ケヤキ、コブシ、サクラ、サルスベリ、

シラカノf、ドウダンツツジ、ネムノキ、ミズキ、モクレン

ヤマブキ、ユリノキなど

特 殊 核J 木 トウシュロ、 ドラセナ、ノfショウ、キミガヨランなど

タ ケ、 サ サ 類 クロタケ、モウソウチク、オカメザサ、クマザサなど
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(1 )樹形

樹木の樹形には、自然に生育した自然樹形と人為的につくった人工樹形の 2

種類があります。
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(2) 樹高

地表から幹の先端までの高さを樹高といいますが、先端が徒長しているとき、

その部分は樹高に合みません。自然に生長した状態で限界点に達した高さで分

けますと、高木・中木・低木の3種類になりますが、 1:1:1*と高木、低木のいず

れかに入れて 2種類とする場合があります。

高木 ケヤキ、ヒマラヤシーダ、シラ

カシなど

中木 サザンカ、イヌツゲ、ツバキ、

サンゴジュなど

低木ユキヤナギ、ナンテン、ハギ、

樹木の寸法規格頂包

ツツジなど
含まない

1割高(汁〕

校張CW)
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(3) 陽樹と路樹

樹木には、陽光が十分ないと衰弱・枯死する陽樹と、陽光が少なくても生育

が可能な陰紛があります。

区 5) 、 相J 種

l湯 1M アカマツ、カイヅカイブキ、ヒマラヤシーダ、クロマツ、

キョウチクトウ、ピラカンサス、エニシダ、カイドウ、ケ

ヤキ、サルスベリ、シラカシ、ムクゲ、レンギョウ、ハナ

ズオウなど

樹 カヤ、コウヤマキ、アオキ、カクレミノ、ツゲ、サンゴジ

ュ、クチナシ、サカキ、ジンチョウゲ、ヒイラギ、ヤツデ、

アジサイ、マサキ、マンリョウなど

(4) 移檀の容易な樹木と屈難な樹木

樹木の移植の不適期に動かすと、移植が容易なものでも失敗する場合があり、

樹木のなかには、移植の容易なものと非常に移捕を嫌うものがありますので、

樹の性質を知り、移植の時期、方法、取扱いに十分注意しなければなりません。

また移植が困難な樹木は、適期に行っても失敗します。しかし事前に根回しを

行えば、容易に移植できます。いずれの場合も校葉をある程度切り込んで、やるこ

とが大切です。苗木は殆どの樹木は容易に移植できます。

移植の容易な樹木 サワラ、アオキ、サンゴジュ、シラカシ、ツツジ類、ツ

バキ、マサキ、アジサイ、ウメ、サルスベリ、トウカエデ、ヤナギ類、シュロ、

ユッカ類など

移植の困難な樹木 イチイ、スギ、トウヒ、モミ類、キョウチクトウ、クス、

ジンチョウゲ、タイサンボク、ピラカンサス、ケヤキ、コブシ、 トチ、ネムノ

キ、ハクモクレン、ホオノキ、ユリノキなど

ア、根回しとは

移植に必要な根の範闘をいちど切断し、細棋を発生させることをいいます。

時期は根が発生しているときならいつでもかまいませんが、樹種、樹令によ

って奥なります。一般には根が発生するまでにおおむね 6ヵ月一 1年かかる

ので、移植の時期を考慮し、逆算して行います。

イ、根回しの方法

・校を落とし、業の量を減らしておく。

・みぞを掘り、樹木をささえる根を数本残して他は直角に切断する O

・残した根は根鉢の外周から15cmの開を、材部に達するまで皮をはぐ(環

状はく皮)。
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(5) 虹葉の美しい樹木

紅葉というと一般的には、秋の紅葉をいいますが、春の新薬の赤いのも美

しいものです。紅葉とは赤いものだけでなく、黄葉、その他の美しい色も含

めます。また、落葉樹の紅葉の美しさが一般的ですが、常緑樹にも紅葉の美

しいものがあります。

区 分 持t 種

秋から冬の紅葉 イロハモミジ、ガマズミ、ドウダンツツジ、ナナカマド、

ナンテン、ハゼ、ニシキギ、ハナミズキ、メギ、ヤマボウ

シ、ヤマモミジ、ハウチワカエデ、マユミなど

春の新葉の美しいもの カエデの一部、カナメモチ、ナンテン、チャンチン、カツ

ラ、ブナなど

黄色の美しいもの イチョウ、イタヤカエデ、カツラ、ザクロ、ケヤキ、マン

サ夕、ヤマブキ、ニレ、フジなど



(6) 実の藁しい樹木

実の観賞は、一般に赤紅色系のものが対象となりますが、この他黄色系、

黒色系、青紫色系のものにも美しいものがあります。

区 分 核t 穏 名

赤 色 アオキ、ウメモドキ、ガマズミ、ザクロ、マンリョウ、ナンテン、ニ

シキギ、ベニシタン、ナナカマド、ヤマボウシ、ハナミズキなど

2者 色 イチョウ、ウメ、カリン、ユズ、ミカン、ピワ

青紫色 ムラサキシキブ、ブドウ

土足 色 キヅ夕、ヤツデ

(?) 花期の長い花木

花木には10日以内で花の咲き終わるものや、 1ヵ月も 2ヵ月も咲き続けて、

日を楽しませてくれるものがあります。この場合、花期は 1個の花の寿命で

はなく、 1倒の花は 1~ 2日で落花しても、つぎつぎと咲いて:長く花が見ら

れる期間をいいます。

区 う土 樹 稜

花期の長い花木lサYキ、シモツゲ、キョウチクトゥ、アベリア、ムクゲ、
サルスベリ、サザンカ、ミヤギノハギ、ノウゼンカズラなど
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(1 ) 実生によるふやし方

・手IJ点 技術的には簡単で、誰でも大量に増殖することができる。

・欠点 母樹と全く同じ形質を備えたものを増やすことはできない。開花結

実に年月がかかる。

ア、種子の取り方

種子は完熟してから採種するのが望ましいが、マツ、スギ、カエデなどは

黄熟したら採種します。

ウメモドキ、ナンテン、ベニシタンなどの果肉のあるものは平日に取り、

小鳥に食べられないようにします。

イ、種子の調整

スギ、マツ、カエデなどの球果実は、陰干しして、不純物を除いて選別し

ます。

ウメモドキ、ナンテンなどの果実は、果肉を取り除き、水洗いします。

イチョウ、クルミなどは、土中に埋め、果肉を腐敗させて水洗いします。

(カブレを起こすので素手で触れない。)

ウ、種子の貯蔵

種子の種類によって貯蔵の仕方が異なります。

問、湿性貯蔵

果肉に覆われている樹種は、極端に乾燥を嫌うため、果肉を取り水洗

い後、播種時まで湿気のある清潔な川砂に~mめておきます。

種子と土 袋入れ 容器のまま

円

U1
 



十イ)、乾燥貯篇

球呆などは、薬包紙で包み、茶簡に入れて冷蔵庫へ入れて保存します。

令+日
薬包紙

工、播種方法(時期別)

問、取りまき

茶筒

一一う

いちばん下の段に
入れる。

採税後、ただちに橋極する方法-で、とくに乾燥を嫌うものや、ヒイラ

ギナンテンのように梅雨期に成熟し、年内に発芽するものについて行う O

げ)、春まき

一般に彼岸すぎに播種を行います。 温性貯蔵したものは、発月三をMiめ

たものもあり、注意が大切です。

問、事~まき

秋に採種し、乾燥すると発茅しないコナラ、ミスナラなどをまきます。

オ、描種の仕方

問、畑へまく場合

精選された様子は、大量の場合や大粒のものは、対!Iに町長作りして橋被

します。

通常は、 IlIlrtJは1m 、1I11~高1O -20cm、よく耕転する O 覆土は、様子の

!厚さの 1-l.5倍くらいとし、よく鎮圧する O その後は乾燥を紡ぐため

敷ワラをします。

十イ)、容器ヘタネをまく場合

大きな種子は、鉢か箱に入れ土中に埋めますが、細かい種子の場合は、

覆土しないで、鉢や箱のまま水槽の中へ入れ下部の穴から吸水し所定の

場所へ置きます。

大きな種子 微細な種子

鉢か穏 β1~?cm !J ガラス 新関紙

‘よ1・ー ιjj手 1~2倍 ム」守T - f! 1 
l ‘ ・ - 、タネ---- 水牛、主 e ・..' 11 

1/-ι5cm以上 一-¥¥:xxy..，.官官官γT刊一一|
さテ弓£込とムムムムdー-=-.:L-ゴ口工 1 「一一一一一 』一一一句 i 

一一一一一一一一7/ C3~4cm) 
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(ウ)、用土

大きな種子は、川i砂または赤玉土の単用でよく、細かい種子は、パー

ミユキュライト、ピートモス、水苔を細かく切ったものを利用します。

冊、播種後の智理

春まきの場合は、暖かい所に置きます。夏の取りまきの場合は、日陰

におき、秋まきの場合は、冬期間凍らせないようにします。

いづれの場合も乾かさないことが大切です。

樹種によって発芽日数が異なりますので、注意深く見守り、少しでも

発芽を見かけたら敷ワラを取り除き、不良苗を間引きし、播種後 1ヶ月

くらいから薄い液肥を散布します。移植は翌年の春に行います。

(2) 挿し木によるふやし方

挿し木は、植物体の一部を切取って、土中に挿して新しい個体を作る方法で、

実生とともに多く使われます。

・利点 母j<!tと同ーのものを一時に多量干写生させることができます。生長が

王手く、誰でも簡単にできます。

実生より着花結実が早い。

・欠点 実生に比べて根が一般に浅く一方に片よる場合が多い。

一般に短命であり、挿し木のできない樹種もあります。

ア、挿し木の時期

春挿し 3月下旬-4月中旬(落葉樹、針葉樹)

梅雨挿し 6月中旬-7月中旬(常縁樹)

土用挿し 7月中旬-8月中旬(常緑樹で梅雨にまだ組織が充実していな

い樹種)

秋挿し 9月中旬-11月上旬(落葉樹)

イ、場所と用土

挿し木を行う場所は、半日陰で風があたらない排水のよい場所がよい。適

当な場所がなく、本数の少ないときは箱や鉢にさして半日陰におきます。

用土は、水はけがよく、空気の流通のよいもので、保水力があり清潔なも

のを用います。

種類は赤王土、川砂、パーミユキュライト、ピートモスなどがよい。畑士

は土壌中に腐敗菌が多いので避けたほうがよい。

ウ、挿し穂の取り方

若い勢いのある樹で、よく充実した、健全な校を用います。一般には、春

挿しは昨年枝の一部を使い、梅雨挿しは、今年枝を用います。

ツツジ類は、昨年枝の一部をつけたほうがよい。

工、挿し穂の長さ、葉の枚数

樹稜や発根の難易によって異なります。葉の枚数は葉の大きいものは少な



く残し、葉の小さいものは多く残します。

針葉樹 ツバキ、 3コジサイ サツキ、ツツジ 3震がないとき

葉
を
と
る

6
1
7校

刊
は

1
句
叩

オ、挿し穂の切り方

挿し穂の切断は、発根を高め、促進するためいろいろな方法が用いられて

います。現在は、木本植物では切返し、斜め切りが多く用いられ、挿し穂の

軟らかい革本植物は、水平切りが多く、天ざし、管ざしは細い校のものが用

いられます。いずれも、よく切れる刃物を使い一気に切るのがコツです。

天ざし 管ざし 水平切り 斜め切り 切返し

カ、挿し穂の処理

挿し穂は、穂作り後、数時間から一昼夜挿し穂の芸部を水に浸漬するのが

常識となっています。

発根阻害物質を除

き、また水分を吸収

してしおれる予防に

も効果がありますが、

長くなると逆に発根

翌九一
ト

i
-
一率が悪くなる場合が多い。

また、発根の悪いものは科学薬品を使う方法もあります。

キ、挿し方

立挿し、斜め挿しが一般に行われ、いずれも、床に案内棒で穴をあけ、挿

し穏を1/3程度土中に入れ、両手で軽く押さえて、その後は濯水をします。

13 
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ク、挿し木後の管理

挿し木後の活着は、なんといってもその後の管埋の善しあしにあります。

いつも適度の湿度を保つようにします。西日のあたるところは避け、日中

はB除けをします。夜露があたるようにします。

(3) 接ぎ木によるふやし方

接ぎ木は、実生、挿し木の倒~1tな樹木の増殖の場合に行います。同種のな

かで生育の弱い種類に、樹勢の強い台木を使って強い木をつくる場合や、病

虫害の抵抗性を高めるため、結実を平めるためや花の咲き分けをさせるため

などに行います。

ア、台木

台木は、実生、挿し木によって根張りのよいものをつくります。一般には、

太さがエンピツ大から人指し指ほどのものが理想的です。

イ、接ぎ穂の採取と貯蔵

張ぎ穂はj士令樹の徒長校か、今年校の生長のよいもの、病虫害に侵されて

いない完熟したものがよい。

接ぎ穂の採取は、通常 1-2月の休眠期に採取し、湿り気のある川砂に入

れて保存するこi二中拠蔵法と、厚みのあるビ、ニール袋に入れて冷暗所に貯蔵す

る諸問法があります(長期間保存できます。)。

ウ、掻ぎ木に必要な吊異

・せん定パサミ 切れ味のよいもの。

・切りだしナイフ よく切れて、刃の浮いもの。

・接ぎ木テープ l隔1.2cm、厚さO.05mmくらい。打-ちワラでもよい0

・接ぎロウ 太い台木の場合、効果が高い。

・ビニール袋 接ぎ木したものにかけ、温度を高める O 芽の{中ぴをみて

徐々にはずす。

工、揺ぎ木の時期

春先に行う休眠校の接ぎ水は、校接ぎのなかでも最も多く使われます。春

先、芽がふくらみ始めたときが適期ですが、植物の種類によって廷がありま

す。

まず、 2月下旬頃に、ウメ、パラ、マツなどで、ナシ、リンゴ、カキなど

がこれに次ぎ、 4月になればスギ、カンキツ類などを行います。

オ、切り接ぎ

例台木の調整と切りこみ方

春に行う場合は、台木を掘り上げ根を切りつめます。

ツバキを夏に接ぐ場合は、鉢植えのまま行います。

何)穂木の調整

よく充実した校で、先端とつけ枚は切り捨てます。穂は 2-3芽を残し



て鋭利なナイフで一気に吉Ijります。

削り耐に凸凹をつくらないように削り、合*の切り込みより松の切り込

みを 5mmほど長く削るとよい。

悪い切り15太い著書合普通の切り込み

木質部を少し切る伎にしてさげる。

G 
V 

ニX3t

懇
い
削
り
方

/ 
台
木
の
皮
部
に
接
選

台
木
の
接
着
箇

② 

(ウ)穂木の挿入

台木と穂木の太さが

同じくらいの場合は同

じくらい削って形成層

を合わせる。台木より

穂が細い場合は片方の

形成層だけを合わせま

す。台木と秘の先端部

を密蒜させることが大

切です。

果

形成慢を必ず合わせる。

同結束

接ぎ*テープ、ラフィヤ、打ちワラなどで結束するが、形成屑がはずれ

ないように十分注意します。

接ぎ終わったら、切口と削り口に接ぎロウを塗り、ビニールの袋をかけ、

業が1cmくらい仲びたとき、袋の先端を一部切ります。
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間接ぎ木後の管理

盛り土をしたあと、さらにビニール袋をかけ、ヨシズをかけておきます。

接ぎ木後、 3週間ほどたったら、朝夕 日光にあて、徐々に日光にあてる

時間を長くします。この頃から、台木の芽がよく伸びるのでかき取ります。

3週間すると芽ガ伸
び芯くても活着の判
明ガ出来る。

檀え込み

Jll〔 k 川
最初は癒|こ土ガあだらぬよ穏木ガ隠れる位まで土寄 J! J， ~II~\ 
うにし、手で静かに穂のとせをする。 。芽の真上lこ輸ガできる。
ころに土寄せをする。 潅水する場合は宅口に水②輔の土ガやや細くなる。

11かからぬよう1:::。

ボタンなど太いものや、 台木が

ぬ) 割り接ぎ

この接ぎ方は、マツ、果樹類、ツバキ、

裂けやすいものに用いられる。

台木の調整は、地上部を 5-lOcmに切ります (マツは20-30cmくらいが

よい。)。

割り接ぎは、幹の中心にl.5-2 cm切り下げます。太い台木、ボタン、

シャクヤク台木は、両側からナイ フを V字形に入れ、クサピ状に残ったも

のははずします。

穂木の調整は、芽を 2芽以上つけ、

ます。

結束、ビ、ニール袋かけは切り接ぎに準じて行います。

取り木によるふやし方

取り木は、親から切り離さずに枝や幹の途中から発根させる方法です。

クサピ状に削りなるべく短くして、

(4) 

16 



O穏木が太い
場合
O台木ガ裂けやすいもの

局
積木の調整

護
国
国
を
ク
サ
ビ
状
に
削
る
。

ア、取り木の碕期

一般に、春から夏にかけて行います。

・落葉樹 新梢の伸びが止まり、硬くなった梅雨期がよい0

・常緑樹 4月上旬の新芽の活動する頃からできます。

イ、取り木する位置

活力旺盛な親木で、 2-3年生の部分を利用します。

皮をはぐとき、皮層の一部を残しますと発根しないので絶対残さないよう

にします。

ウ、切り離しの時期と位置

発根したものは、 9月頃に切植えしますが、その位置は水苔のすぐ下で切

り離します。

水苔のついたまま仮植えを行い、翌春、水苔をきれいに取り除いて植えか

えます。

切り離すときは、根の量に応じて、業をせん定することが大切です。
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庭づくりや公菌、街路の緑化について、いろいろな緑化木が使われていま

す。これらの樹木は、それぞれ樹稜特有の個性があります。その個性をト分

知って、植栽することが大切です。

(1 ) 一般住宅

ア、植栽場所と樹種

和風、洋風、和洋折衷の庭があります。それぞれにふさわしい植栽を考え

ましょう。

区 分 ti直 栽 樹 干重

平日 Jg¥l II1J き 庭の中心に真木をおく。常 クロマツ、アカマツ、ラカンマキ、モ

緑樹が~する。 ツコク、キンモクセイ、シラカシ、モ

チノキ、タイサンボク、コブシ、ウメ

など

洋風向 き 明るい庭づくりで花木が適 アメリカハナミズキ、 ドウダンツツジ、

する。直線的、曲線的に植 アベリア、キャラボ夕、イチョウ、カ

栽し刈込んで美しいものO イズカイブキ、コウヤマキなど

玄関周辺の低木 内生起などで、家の品格を キャラボク、イヌツゲ、サツキ、ヒラ

または{民生垣 表わすための低木を入れる。 トツツジ、オオムラサキ、クチナシ、

アベリア、ヤツデ、ツバキ、サザンカ、

アジサイ、ドウダンツツジ、ハクチョ

ウゲ、ユキヤナギなど

車寄せ周辺の樹 景観を強調し、家の品位を ラカンマキ、クロマツ、イチイ、スイ

出すための樹穫の選定。 リュウヒパ、モチノキ、タイザンボク、

キンモクセイ、ヒイラギなど

18 



イ、和風塵留の樹木

区 jノJ、 植 栽 樹 干重

真木 ('L、) 庭の中に植殺され、前庭を アカマツ、クロマツ、ゴヨウマツ、イ

支配するような主木で雄大 チイ、ラカンマキ、スギ、タイザンボ

な樹勢のものがよい。 夕、ウパメガシ、ユズリハ、モチノキ、

タラヨウ、キンモクセイ、ハクモクレ

ンなど

l~~づミ (制) 真木の1M形を補うための樹 上に同じ

で、真木と同じもので選ぶ。

立す 真、添に相対させるために イロハモミジ、ハウチワカエデ、ウメ、

全く正反対の感じのものを ウメモドキ、コブシ、コナラ、アジサ

入れる。真木が針葉樹なら イ、ウツギ¥シモツケ、ニシキギ¥マ

広葉樹を用いる。 サキ、ドウダンツツジ、サルスベリな

ど

HIJ 付 真、 i示、対が完全でない場 キャラボ夕、ヒイラギナンテン、ツノf

合に欠点を祁iうもの。その キ、サザンカ、ヒサカキ、ジンチョウ

ほとんどが潅水(低水)で、 ゲ、サツキ、ヒラトツツジ、シャクナ

常緑、終業どちらでもよい。 ゲ、クチナシ、ハクチョウゲ、ドウダ

ンツツジなど

~~ 越 し 組栽樹木の背景に不満があ マツ類、スギ、ヒノキ、サワラ、コウ

るときこれを補う植栽。真、 ヤマキ、アラカシ、シラカシ、ウノfメ

添の樹によって異なる。一 ガシ、カナメモチ、モチノキ、ツバキ、

般に常緑広葉で、葉の茂った サザンカ、ボタン、キンモクセイ、サ

もの O ンゴジュ、サクラ、ヤマモミジなど

ウ、洋風庭園の樹木

洋風の庭は面積が大きければ幾何学的な庭が美しいか一般家庭の庭では芝

生をベースにすることが多い。

校内最としては

区 ノ7J、 移I 干重

官i白当'j 木 シュロ、ソテツ、ケヤキ、ユリノキ、プラタナス、エンジュ、タブ

ノキなど

中 木 カイズカイブキ、カシ類、キンモクセイ、サンゴジュ、ゲッケイジ

ユ、サザンカなど

{氏 オミ ツツジ、イヌツゲ、クチナシ、ハクチョウゲ、ドウダンツツジ、ユ

キヤナギ、アベリア、ジンチョウゲなど
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工、和洋折衷の躍の樹木

手口風庭に一般に使う樹種と洋風に使う樹木を合せて庭づくりをしたもので、

最近は花壊などを加えた庭づくりが多い。

(2) 都市公圏

都市公園の緑化の重要性

経済の高度成長がもたらした、人口、産業の集積化により、都市及び都市

近郊は自然破壊、大気汚染、水質汚濁、騒音などにより生活環境が悪化し、

そのため緑の必要性が高まっている O 公共団体は児童公園、近隣公園、普通

公園、運動公園などの多様な公聞を造成し管理しているO

公闘樹木の条件

・市街地の土地的、気候的環境条件に強いもの0

・樹形が美しく、移植の容易なもの0

・病虫筈に強く、植栽後の保護管理の容易なもの0

.大きな緑陰を与えるもの。

-樹体に有刺、有毒性の成分あるいは悪臭を発生しないもの0

.美しい花を咲かせる花木類。

下さい。

A、サツキの花の咲くころは、梅雨時期で悶の日が多いので、せっかく咲

いた花も雨にあった後、強い直射5光を受けると、菌核病にかかり花が長も

ちしません。室内の観賞もよい方法だと思います。ただし、あまり暗い室内

におくと生育上よくありません。日当たりのよい縁側などに置きましょう。

水を与えましょう。

水は鉢土に静かに与え、花にかからないようにします。しかし、葉にして

ーとくに…刺ま町毎朝山てたっぷりと;

みれば湿度が必要ですから、夜間だけ軒下に出しておき、夜露にあわせた方

が樹のためになります。

室内におくのも一週間くらいです。あまり長く楽しもうとすると樹が衰弱

し、芽吹きが悪くなったり、校枯れを起こすことがあります。



公園の穣類と植栽樹種

公隊!の磁類 植 栽 私I 種

児!P-:公園 問閣の植込みと保護者の休 (高)シラカシ、シイ、ケヤキ、 トウ

忠、の総11会樹の税込み。?討議 カエデ、イチョウ、プラタナス、アオ

樹7、落葉樹3で;有刺、有 ギリ、(中)サンゴジュ、ユズリハ、

萄:な樹稜は避ける O カイズカイプキ、(低)サツキ、ヒラ

トツツジ、イヌツゲ、クチナシ、アベ

(O.2ha以上) リア、ハクチョウゲ、ユキヤナギなど

近隣公園 老若を関わず、一般の人の (高)イチョウ、メタセコイヤ、シラ

保健と憩いの場としての植 カシ、モチノキ、タイサンボク、プラ

込み。緑陰樹、風致闘など。 タナス、ケヤキ、ユリノキ、カツラ、

シラカパ、(中)カイズカイブキ、キ

ンモクセイ、ツバキ、サザ、ンカ、カナ

メモチ、ヤマモミジ、ナナカマド、(低)

サツキ、ヒラトツツジ、オオムラサキ、

(5.0ha以上) アオキ、アジサイ、ヤマブキなど

普通公 l認 都市のなかの公園で緑陰樹、 近隣公函に準ずるが、国禁稜より、自

並木、林間歩道、!町玄関、 然樹の植栽を重点的に行う。

(30ha以上) 樹木闘など。

運動公園 各種競技場の局辺の防風林、 (高)シラカシ、アラカシ、タブノキ、

紡J9tU:g、施設の緑化。でき ケヤキ、プラタナス、ユリノキ、エン

るだけ常緑の広葉樹。 ジュ、(中)カイズカイブキ、サンゴ

ジi、ツバキ、キンモクセイ、ネズミ

モチ、(低)サツキ、ヒラトツツジ、

オオムラサキ、アオキ、ヤツデなど

(3) 街路樹の整備

都市及びその周辺の景観の整備、環境の美化をもたらし、住民の憧れを充

足するとともに防火、防煙、防慶、防暑、防風など、住民の生活、健康の保

全のため街路の植栽は重要です。
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ア.高木

道路条件、地域条件を考慮すると、表のとおりとなる。

代表的な樹種

地 f或 !五 l隔 民 狭 手{

市 m 地 アキニレ、イチョウ、クロガネモ アメリカハナミズキ、アラカシ、
チ、ケヤキ、シンジュ、スズカケ エンジュ、カツラ、サトザ、クラ、

ノキ、タイワンフウ、タフーノキ、 サルスベリ、シラカシ、タイサン

トウカエデ、 トチノキ、モミジパ ボク、ネグンドカエデ、ハクウン

フウ、ユリノキなど ボクなど

交[1 タト アオギ l人アカマツ、アキニレ、 イロハモミジ、エゴノキ、オオシ

エノキ、クロマツ、ケヤキ、シダ マザクラ、 トネリコ、ナッツバキ

レヤナギ、スズカケノキ、ニセア ナナカマド、ヤマボウシなど

カシア、メタセコイアなど

イ.中木

樹秘 主として常緑樹を使用する O

樹 事[[Iウパメガシ、カイズカイブキ、キンモクセイ、サザンカ、サンゴジュ、

ウ.低木

トウネズミモチ、ネズミモチ、ヒイラギモクセイ、モッコク、ヤブツ

バキなど

樹税 主として常緑低水を使用する O

樹 極|アベリア、オオムラサキ、カンツバキ、キンシパイ、コデマリ、サツ

22 

キ、シモツケ、ジンチョウゲ、 ドウダンツツジ、ハクチョウゲ、マメ

ツゲ、ヤマツツジ、ハギなど

(4) 工場とその周辺の鰻化

工場とその周辺へ造問施設や、緑化木の植栽を行うことにより、地域の環

境改善と美化に寄与するとともに、工場に働く人々の憩いと|計らんの場を提

供する。



場所 者自 栽 松j 4最

工場内の緑化 四季折々の季節の変化を感じさせ アジサイ、サザンカ、サツキ、ヒ

る花木を中心とした植栽。 ラトツツジ、 ドウダンツツジ、フ

ジ、パラ、ボケ、ライラァク、エ

ニシダ、ムクゲ、アベリア、シモ

ツケなど

工場内の道路 資材の搬入、搬出や従業員のi並行 (高)プラタナス、ユリノキ、イ

j合いの緑化 の支障のない椴栽。掛焼、媒!長な チョウ、 トウカエデ、アオギリ、

どの公害に強い樹。 オオシマザクラ、キョウチクトウ、

シダレヤナギ、 トネリコ、(低)

サザンカ、ツバキ、シャリンパイ、

イヌツゲ、アオキなど

工場周辺の総化 工場内の道路沿いの場合と同様の

植栽でよし、。
ト

(5) 学校の緑化

地域の中心的施設である学校の緑化は、防風、|坊!昼、防音など学校環境や、

さらに池域の環境の向ヒを回るとともに、児童・生徒に教材や憩いの場を提供

するなど情操教育にも重要です。

場所 植 殺 格I 種

学校の緑化|学校本館を引立たせるため、明る I(車寄せ)トウシュロ、アカマツ、

い芝を中心にするのが一般的。正|クロマツ、ラカンマキ、カイズカ

顕(事寄せ)は学校の象徴的な場 lイプキなど

所として、できるだけ絡調の高い I(校舎母辺)ポプラ、プラタナス、

植栽に配慮する。本館、校長案、 |ユリノキ、コブシ、カエデ類、ア

会議案などの前は、針葉樹またはいリカハナミズキ、トチノキ、ケ

?ii'緑の広葉樹がよい。教室前は落|ヤキ、カイヅカイブキ、コウヤマ

1t~の広葉樹が適している。 I キ、モッコク、ゲッケイジュ、サ

ザンカ、ツバキ、サツキ、クチナ

シ、ヒラトツツジ、ジンチョウゲ、

ハクチョウゲ、ユキヤナギなど

(伎垣)キャラボク、イヌツゲ、

サザンカ、 ドウダンツツジ、カナ

メモチ、マサキ、サンゴジュ、シ

ラカシなとマ
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(6) 記念樹

企業、 111;1人などを問わず、社会生活または例人生活の一つの節Bに樹を梢え

る背わしがあるが、その植樹の日的から永く残るように樹を選びます。

場 j好 植 栽 樹 種

言己 今d 也、 移I 大木になるもの。発育が盛んなも (針)イチョウ、コウヤマキ、ヒ

の。病虫害の少ないもの。管理が マラヤシーダ、スギ、クロマツ、

平子易なものO 美しいものO (広)キンモクセイ、ゲッケイジ

ュ、タイサンボ夕、ウメ、エンジ

ュ、カツラ、ケヤキ、サクラi賞、

ハクモクレン、ハナミズキなど

(?)閉~樹

火災11寺に、 f主宅などの類焼を防ぐのに、樹木の植栽は大きな効果を発揮しま

す。

一般に、針葉樹より常緑広葉樹が効果が高い。

場所 f直 栽 樹 干重

防 火 桔f 火の粉を防ぐのを除き、車高射熱を (針)イチョウ、イヌマキ、コウ

紡ぐ場合をあげる。樹体が直接火 ヤマキ、ラカンマキ、(広)アオキ

焔に接しなければ発火しないよう カシ類、キョウチクトウ、サカキ

な樹穏で葉が密生し、業が多肉で サザンカ、サンゴジュ、シイ、ツ

水分が多いもの、常緑で葉の細い パキ、モクセイ、シイノキ、ヤツ

ものO デ、ユズリハなど

(8) 告陸棚用樹

つる性植物をはわせて8陰用棚をつくり、庭に憩いと潤いのある場所を創り

出す。樹種は果実のなるものがよい。

場所 守護 栽 務I 干重

日陰棚用樹 夏に枝葉が密生し、十分に緑陰を フジ、ブドウ、アケピ、ツルパ:ラ、

与え、できれば花、果実のつくも ノウゼンカズラ、ヒョウタン、へ

のか望ましい。冬は落葉するもの。 チマなど
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(9) 緯陰樹

道端や人の集まるl易所に梢栽された樹は、人々にやすらぎやiI}¥Jし、を与え、と

くに夏は日i除をつくり休息場所となります。

ii占所 4重 栽 樹 種

1r，ぷ'" 樹 夏は涼しい陰を、冬は暖かい日光 イチョウ、アオギリ、フウ、エン

を妨げない樹種がよい。また大木 ジュ、カエデ、カツラ、ケヤキ、

になり、生育が盛んで、多少絞元 サクラ類、シダレヤナギ、プラタ

を踏まれでもいいもの。 ナス、 トウカエデ、 トチノキ、ホ

オノキ、ニセアカシヤなど

知) 神社に多く使われる樹

jみ!; Blr 布立 士長 初t 位:

千11咋tに多く使 千111=1'1:は雰閉気が静寂、荘厳のなか (針)スギ、イチイ、アカマツ、

われる樹 でネ111々 しさがあり、明るさよりむ クロマツ、イチョウ、コウヤマキ、

しろ重厚な階さ、神秘なものがよ ゴヨウマツ、カヤ、モミ、ラカン

い。本股周辺は常緑樹とする。落 マキ、(Jよ)アカガシ、イヌツゲ、

葉樹や花木は避ける。 ヒサカキ、サカキ、サザンカ、シ

イ、シヤリンパイ、シラカシ、ソ

ヨゴ、モ yコク、ウメ、サクラ、

カエデ、ケヤキ、フジなど

(11) 有護憲植物

干重 類 告[¥ JノJ¥ H文 ノ)J¥ 

キョウチクトウ ~ 

ン キ 、、、 実 アニザチン

コ フ ン 来実 エゴサボニン
合

ドクウツギ‘ 実、種子 コリアミルチン、ツチン

レンゲツツジ 菜、葉 コリアミルチン

ア オ キ 実 アウクピン
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側小鳥食間樹

小鳥は蜜を求めるもの(メジロ、ヒヨドリ)、花粉を求めるもの(メジロ)、

突を求めるもの(殆どの小鳥)などがある。

書揚 月rr 申書す 1車

小 1誌の好む樹 イヌツゲ、グミ、サンゴジュ、ソヨゴ、ナンテン、ヒサカキ、

ウメモドキ、エゴノキ、ガマガミ、エノキ、コナラ、コブシ

サクラ、ナナカマド、ミズキ、ノブドウ、ムラサキシキブ、

ノイノfラなど

買ってきたら日当たりのよい場所におきます。水やりは鉢土が乾いたら鉢

底から流れ出るくらいたっぷり与えて下さい。

4 ~ 9月まで枝が伸びますから、株の弱らないうちに月 I悶油粕を表面に



(1 ) 檀え方

ア、植え穴の準儀

楠え穴は、前もって植える木の種類や大きさ、場所が分かっていれば、 5

~7 白前頃に準備しておきたいものです。植え場所を除草し、根鉢の大きさ

より深く掘り返し、さらに 2~ 3倍の広さによく耕して通気性や保水性をよ

くしておきます。とくに通気、排水の悪い粘土~YA{の場所に、椀え穴の分だけ

小さく掘りますと、降雨量の多いときに穴に水がi留まることになります。 i!ul

気を嫌う花木類などは根ぐされの原因になりますので、このような場所は、

JO'iJ I却を広く耕し、浅めに広く縫り土状に植えて排水をよくするようにします。

*根鉢の大きさと
檎え穴の大きさ

だい疋い
a x1.5~2倍
ぐらいがよい。

櫨え穴のEまを中高にしておくとよ
い。木の向きを変えるのにぐあい
がよい。

・植え穴の大きさ

植え穴の大きさは、捕え方のi江古

と同様に、その後の生長に大きく影

響します。植え穴は直径、 j奈さとも

に、恨鉢または十艮張りの約1.5倍ぐ

らいの余裕をもった大きさにtf.Hりま
す。また、水の種類によって浅fR性

のもの、深根性のものがあります。

i長根性のものは i支く Jよく抜i り、 j栄fl~

性のものは深めに振ります。

・表土と心土を分けておく

植え穴を掘るときに討1意したいこ

とは、表土には肥料分を多く含んだ

肥えた土を用います。 深くなるにつれて肥料分が少なくなるのが普通です。

地え付け時にややもすると、表土が穴の底に埋め反され、逆に心土が、新根

が伸びようとする周回に戻されることになりがちです。そこで掠るときは表

土と心土を植え穴間

四に区別しておくこ
-表土とJ白土を分けておく

とが大切です。また、 肥料分を多く含む土

生脊の障害となるが

れきなども取り除き

ます。

イ、元肥の準備

一般に庭の土は山

m~料分の少ない主
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砂を入れることが多く有機質が少ないので、植え穴には肥料を入れて立派に

育つようにします。元肥として、堆肥、腐葉土、 y[11粕、骨粉などの有機質肥

料を心土に混ぜて埋め民します。 2m 前後の甫木ではバケツ 2 杯程度のj:jf~肥

を混ぜたいものです。

ウ、箇木の根ごしらえ

植え付けする前には、根ごしらえといって、

根鉢の外に出て枯れている根や傷んだ根先を切

り戻したり、切り口の古い根も切り直すことに

よって根の腐りを防ぎ、たくさんの新十f~ を半く

発生させることができます。またJjIi先で根が乾

いていたものは、いったん水の中に30分程度浸

してから揃えます。

中央を重苦りj二げる。

鉢植えのものを植えるときは、鉢まわりの細根をほぐし、少し切りつめま

す。また、庭の土と全く違う用土(鹿沼土やピートモス)で育てられていた

株は、その用土をていねいに帯として植えると生育がよくなります。

工、植え込み

植え込みの深さは、元の場所にあった状態と同じように植えることが大切

です。浅すぎたり、深すぎたりしないようにします。根鉢の大きさに応じて

植え穴の中央に躍り上げるように土を入れます。

ti1!え付け当時は浅く捕えたつもりでも、 H寺が経つにつれて植え穴が沈み、

逆に深植えの状態になります。“深植えが一番悪い"ため、元の地面より少

し高く操り土状になるようにします。

オ、水ぎめ法と土ぎめ法

植え込み方には、水ぎめ法と土ぎめ法の二つの方法があります0

.水ぎめ法

植え穴の中に根鉢を入れ終わったら、根巻きのワラなどを根鉢をくずさな

いようにていねいに取り除きます。根鉢の周聞に穴の深さの1/2-2/3程度土

を入れその tに水を十分注ぎ、水が吸わないうちに、度経3cmぐらいの棒で

根鉢のまわりをよく突きます。よく突かないと底に水がたまり根から腐った

りします。また、この時根鉢が割れない程度に幹を少しゅり動かし、どろど

ろの土がむらなく根のまわりに行きわたるようにします。 泥水が吸収された

らまた細土を入れ、水を注ぎ、棒で突く作業をくり返して地表まで埋め、根

鉢の上をさけて軽く踏みます。このように水を使って植える方法を「水ぎめ

法」と呼んでいます。



*水ぎめ法

二七を1/2くらい
入れる。

-土ぎめ法

水え151い疋ら更に土
そ入れて潅水する。

鼠静

植えつけ後、悶りの
土を少し渇く盛って
水鉢を作る。

土ぎめ法は;j(を注がず、高HI土を俸で突きながら 2~3 田に分けて埋め戻す

方法で、最後まで、水を使わないのが「土ぎめ法」です。 一名「からぎめJ と

も呼ばれています。この方法は水ぎめで植えると葉が落ちてしまうナンテン

や、水を嫌うマツ類、ジンチョウゲなどに行います。

なお、ツツジ類のように棋が特に細い種類に対しては、根に付いている土

をよく落としてから植えた方が生育がよくなります。

大土ぎめ法

之を1/3くらい入れる。

カ、水鉢

3窃くらいに分けて土
を入れ議後に表箇にか
るく進水する。

いずれの方法で植えても、最後に根鉢の外周に沿って適当な隔で浅いi蒋を

掘るか、あるいは木の根元を平らにしながら根鉢の外周に沿って円形に土を

践り上げて、十分に潅水をします。このように溝をつくることを水鉢を切る

といい、雨水や潅水が集まり、浸透しやすく根の吸水を助けます。この水鉢

は活着するまでの 1年間はつくっておきます。
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キ、支柱

1'[1[栽された木が強風などでゆり動かされたり、倒れたりしないように支柱

を取り付けます。植え付け当時は、ゆれ動いて根と土が離れたり、新しい根

が切れたりしますので支柱で固定してやります。 1TI水のときは根元にしきわ

らをして保護をしてやります。また、支柱と幹との間に傷がつかないように

割り縄をするか、杉皮をはさんで結ぶようにします。

(2) 整枝、せん定

ア、整枝、せん定の目的

庭木;は実用または観賞に供するために庭に植えられるもので、放任すると

茂りすぎて、 1M形が乱れたり、病虫害にかかりやすくなったりしますので、
人為的整枝・せん定が必要となります。整枝・せん定は、主として校を切り

取る作業で、次の二つの目的のために行います。

-美しい樹形をつくる

庭に値えられた時の木は、まだ完成された美しい樹形になっていないので、

こみすぎた校など不必要な枝葉を切り取り、今後健全な生育をするようにし

ます。

・美しい樹形を保つ

ある程度の大きさに生育し、その木の美しさが十分発揮されるようになれ

ば、生長を抑制し、美しい樹形をいつまでも維持するようにします。

イ、せん定の時期と花芽分化

わが国のように四季のあるところでは、庭木の生育状態が気候に応じて違

います。一般に 3-4月頃から生長がはじまり、 6-7月頃に最も盛んとな

り、秋一冬にかけて生長が停止します。ところで、せん定は葉という光合成

に必要な大切な栄養器官を切り取ってしまいますので、この生育状態に合わ

せて行わないと、樹勢を弱め、ついには枯らしてしまうことにもなりかねま



せん。つまり、せん定には行ってよい時期があるわけです。

しかし、厳衝には各樹種によって生育が違うので、せん定の適期も少しず

つ違うはずですが、実際の作業では、最も共通した適期を選んで、行うように

しています。

.針

冬期をさけたi時i時寺期。

・常緑広葉樹は、泰から伸びた芽が固まる梅雨時期と、夏になって生育をは

じめた茅(土用芽)が周まる 9-10月頃。

・落葉樹は、落葉した後の11月から翌年 3月までの休眠中と、新芽が掴まり

葉の生育が一段落した 7-8月頃。

以上がそれぞれの適期になりますが、花を主に観賞する花木では、放任し

ますと花のよく咲かない年があったりします。そこで花木のせん定時期は、

花芽の分化時期がいつ頃であるかを知り、栄養生長と生殖生長とのバランス

をコントロールすることが大切な条件になります。

ウ、基本的にせん定すべき枝

せん定に当たっては、各樹穂に共通してせん定しなければならない基本が

あり、次のような校は原則的に取り除くものです。

せん定すべき枝

.平行枝…どちらか片方を切り戻します。

・交差校…主要な校と交悲している枝は切ります。

・幹ぶき校・ひこばえ…放任すると幹先が弱るので元から切ります。

・逆校…腹切り枚ともいい、マツ、ウメなどを除いて普通は切ります。

除去する必要のある枝

羅病枝

理想的な枝の配霞

引いハキ
平面

半キ半半
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-車校…数を少なくしてすっきりさせます。

・かんぬき校…樹種によって一方を切ることもあります。

・さし校…自の高さより正面に長く突き出した校をいい、切り戻して方向を

変えます0

・枯れ校…ウメ、ウメモドキなどと風情のある木はほどほどに残します。

・立ち枝・徒長校…不用なときは元から切り、必要なときは切り戻します0

.下垂校…切ります。

・その他…枯れ枝、病気の枚、折れた校は切ります。

工、せん定とその後の技の出方

せん定するということは、せん定直後の樹形、校ぶり、花つきを決定する

と同時に、その後の萌芽として生じる新しい校の出万、方向、長さ、太さ、

つまり樹形、枝ぶり、花っきにも強い影響があります。このように木のもっ

ている基本的性質を理解して、いつも現在と将来の校の姿を伺時に考えでせ

ん定しなければなりません。
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オ、強いせん定と弱いせん定

強いせん定の場合には、つぎのような点を考慮しなければなりません。

・必ず反発して勢いのよい校が出るので(樹勢の回復につながる。)、ヤナギ、

カエデなどのように柔らかい感じの樹形を望むものはできるだけ避けます0

・広葉樹類は、時期を誤らなければ、 1枚の葉も残さずにせん定しでも不定

芽が出て回復しますが、針葉樹類は、不定芽が大変出にくいので、必ず各

校に葉を残すようにしなければなりません。

O太い枝の切り万の頗j事

F 
-紛い絞から細い新梢がでる。

/ 

力、主な樹木のせん定例

花芽のつくられる時期を「花芽分化期」といい、年によってさほど変化

するものではありません。主として早春から初夏にかけて開花する花木は

前年の夏に花芽がつくられ、また、夏から秋にかけて開花する花木は春か

ら伸びた新校に花芽がつくられます。花木のせん定は、花芽が、いつ、ど

のような校に、どの位置につくられるかという着花習性を知っていないと、

せん定の時期や方法を誤り、花芽のついた校を切ってしまったりしますの

で注意が必要です。
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キ、基本樹形例

・前年校の先端に花芽がつき、開花し、先端に花をつけて、開花直後にせん

定します(アジサイ、ハコネウツギなど)。

・今年の新校に花芽をつけ、年内のうちに開花するものは、秋から翌春のM

J手前までにせん定します(サルスベリ、ムクゲ、キンモクセイ、キョウチ

クトウ、ナッツバキ、アベリア、ハギなど)。

・今年の新校の先端が花芽になり、翌年の春に開花するものは、 fj丹花直後に

せん定します(ツツジ類、モクレン、コブシ、ハナミズキなど)。

・今年の新枚の先端からつけ根近くまでの葉肢に多くの花芽をつけ、翌年そ

の位置で開花するものは、開花i直後に長い校を選んで切り戻すようにせん

定します(ウメ、ハナモモ、レンギョウなど)。
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ク、花芽の分化

花は、咲く時期がくれば必ず咲くものではなく、開花以前の花芽があることが

必要です。花芽の分化には臼照時間の長短や気温が関係しています。樹種によっ

て異なるので、熟知して整枚、せん定をします。

主な樹種については、下記の表のとおりです。

主要花木の花芽分化期と着花習性

種 類 花芽分化期 着花習性 開花期

ハクチョウゲ 3月下 新柏、頂芽、短い側校の頂芽 同年5-6月

ザ、クロ 4月中 新:fI与の側芽のI負芽 ク 7-8月

アベリア 4月下 新梢の頂~::とこれに次ぐ1I夜芳三 ク 7-9Jl

ムクゲ ペシ 新柏、の服芽 。7-9月
ノ、クモクレン 5月中 新梢の]賞芽 翌年3-4月

カリン 5月下一6月上 新梢の1夜芽 ク 4月

フジ 5月下-6月下 新梢のIl夜芽開花枝の基部 。4-5月
ヒイラギ、モチ 6月中 新柏、の中音[¥以下の肢芽 。4月
ヒュウ方、ミズキ イシ 新梢の服芽 ク 3-4月

サクラ類 6月下一7月下 新梢の朕芽花束状短校 。4-5月
シャクナゲ 6月下-7月下 新柏、の頂茅とこれに次ぐ絞芽 ク 4-5月

サザンカ 6月下一 8月上 イシ 同年10-12月

ツツジ類 6月下一 8月中 新:wiの頂芽 翌年3月一4月

ツノTキ 6月上一 9月上 イシ とこれに次ぐ版芽 ク 3-5月

レンギョウ 6月下 新柏、の阪芸F ク 3-4月

ジンチョウゲ 7月上 新柏、の頂芽 ク 3-4月

ハナズオウ 7月上 新梢の肢芽 。4月
ウメ 7月上一8月上 ク イシ ク

ボ‘タン 7月下 開花直下の版茅 ク 4月

カイドウ 7月下-9上 新柏、の1夜芽 。4月
クチナシ 。 イシ 新粉、の頂芽 。5-6月
キンモクセイ 8月上 新棋の1夜芽 同年9月-10月

ドウダンツツジ 。 新橋、の頂芽とこれに次ぐ肢芽 翌年3-4月

アセビ 8月中 イ少 イシ 。
ボケ 9月上 2年枝の紋芽 ク 2月-3月

ユキヤナギ 9月一10よ 新橋の1夜芽 。3月一4月
アジサイ 10月上・中 新梢の頂芽とこれに次ぐ1夜茅 。6-7月
コデマリ 10月上 新梢の短い側校の頂芽 。4月一 5月
エニシダ 10月下 新稿、の紋芽 ク 4月
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(3) 病虫害の発生と妨除

冬が過ぎ、日中気温が上昇し、新芽が動きはじめると、越冬中であった病原菌

や害虫類が休眠からさめて一斉に活動を開始しますので、これら病害虫の被害を

最小限度に食い止めることが大切です。

ア、樹木の異常を阜く発見しよう

日常庭木をみて、「どうもおかしいなJ と気づいたら、その樹が病虫害に侵さ

れていると診断してよいと思います。

閉症状別の主な病害

症 ~犬 病 名

葉の変色や斑点のできるもの 褐点病、褐斑J向、もざいく病、さび樹、業枯病など

落 ま誌 す る も 。〉 葉ふるい病、洛業病など

葉が変形する もの もち病、うどんこ病、とうそう病、ビロード病など

校や幹が枯れるもの 校卒古摘、腕枯病など

校や幹から樹脂が流出するもの 樹脂病、樹脂肪l枯病、樹脂ì1剖'h~:Jl内など

校か幹が変形するもの こぶ病、こうやく病、がんしゅ病、帯化病、てんぐ

す病など

十良 の J同 rメ-句 自紋羽病、紫紋羽病、ならたけ病など

菌 床 。〉 千丙 気 立枯病、根くされ線虫病など

37 



ツノロウカイカラムシ マツノザイセンチュウ

モンシロドクガ チャドクガ

マイマイガ ハタニ
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すす病 やどりぎ病

こぶ病 マツ葉ふるい病

もち病 赤星病
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(イ)加害部分と主な審虫

区 う子 盆三 土l~ 名

葉 を 食 つ 虫 ケムシ、イモムシ、アオムシ、イラムシ、ハムシ、

ミノムシ、コガネムシ、ハパチなど

tパeι、 を てコ づ る 虫 ハマキガ

;菜から樹液を吸う虫 アフ。ラムシ、カイガラムシ、グンノfイムシ、ハダニ

当さ を 潜 る 虫 ハモグリガ、ハモグリタマパエ

業 を 縮 ま せ る 虫 アブラムシ

業にコブをつくる虫 タマパエ、タマパチ、アブラムシ

新柏、や芽に i替る虫 シンクイムシ、キクイムシ、メムシガ、タマパエ、

ハムシ

新柏、や ~r をかじる虫 コガネムシ、カミキリムシ、ゾウムシ

新柏、や業から樹液を吸う虫 アフゃラムシ、カイカゃラムシ、キジラミ

(ウ)担、積、幹などに害を加えるもの

区 7) 、 笠三 !長 名

校 や 事宇 i詳 る 虫 キクイムシ、ナガキクイムシ、カミキリムシ、ゾウ

ムシ、タマムシ、キパチ、コウモリガ、コスカシパ、

カワモグリガ

校や幹から樹液を吸う~ アフ守ラムシ、カイガラムシ

+只 を か じ る 主主 コガネムシ、ヨトウムシ

十長 潜 る 虫 キクイムシ、カミキリムシ

根から樹液を吸う虫 ワタムシ、ネカイガラムシ

根にコブをつくる虫 ネコブセンチュウ
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イ、摘虫害の簡除

防除という言葉ーには予防と駆除の意味があり、被害をなくすということには

予防も駆除も違いはありませんが、防除の考え方として、二つの言葉ーの意味を

知っておくことが被害防除に役立ちます。

病虫害が発生したらなんでも薬をかけるというのは誤りで、例えば、伝染源

となる病苗、病株、病葉などの焼却。 2種類の植物の問を往復するさび病では、

中間宿主を除去する。また、ケムシなどは地上に落として踏みつぶしたり、卵

塊やマユなどを集めて焼いたり、マツムケムシの越冬幼虫を集めるためのワラ

巻きなどは、薬をつかわない防除方法であります。しかし、病虫害の大発生や

被害の多い樹木には薬剤による紡除が必要です。

薬剤には、殺虫剤、殺繭剤、殺そ斉IJ、除草剤、忌避剤、 1漬物成長調整剤など

の種類があり、乳剤、液剤、水和剤、粉剤、粒剤、 rrll剤など形態も異なってお
りますので、目的にあった使い方が必要です。殺菌剤の多くは予防効果をねら

ったもので、治療効果をもつものが少なく、殺虫剤は駆徐ということに重点、が

おかれています。

薬剤の使用にあたっては、谷器などに表示してある適用病虫害、濃度、散布

量などの使用基携を守るとともに、人音に接する場所での使用が多いので持通

物か劇物を用い、来1.毒性についても Aか8ランクの薬剤を使用することが基本

です。

また、植物に対する薬害は、高温の時の散布、新芳:が開く n寺の散布などによ
って発生しますので注意することが必要です。
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主な病虫害の特徴と防除法

病主祭名 被害の特徴 発生期 r¥方 J去
うどんこ病 マサキ、カエデ類、ハナミズキ、 5 -10月 通j乱、日当たりを良くする。カ

サルスベリなどの業や新梢に白 ラセン水平日剤、マンネブダイセ
い粉状のカビが発生する。 ンM水利剤、 トリファミン水平[J

剤などを月 1-2回散布する。

さび病 一般に業の表、裏面あるいは針 4月一 6月 多くのさび病菌は、異なる一つ
主主上に黄色かさぴ色の粉を吹く。 の捕物のi旬を往復して完成するc
また、校幹にこぶをつくるもの、 したカfって、どちらかをJ友きと
;茶色あるいは飴色のもの、寒天 る。たとえ11、マツとブナ宇十の
4犬に膨らむものなどさまざまで 樹木、ナシとピャクシンとのfilJ
ある。 を往復。ダイセン水和剤、マン

ネブダイセンM水利剤、石氏硫
2者合斉リなどを散布する。

すす病 モチノキ、クチナシ、カエデ類、 7-10月 通風、日H官を良くする、菜、校
サルスベリなどの業や茎校が主主 ではブラシなどで菌体をこすり
色すす状物で、夜われる。アブラ 務とす。アブラムシやカイガラ
ムシやカイガラムシなどの排せ ムシを防除する。
つ物により発生する場合が多い。

もち病 ツバキ、サザンカ、ツツジ類の 5-10月 11有楽など見つけしだい徐去し、
菜、花、表芽全体もしくは一部 ，ll.J!.めるか焼却する o Zボルド一、
が膨らんで、その表而ーが白粉に オキシボウルドウ、クリーング
夜われ、もちが膨らんだ状態に ラス水和剤などを散布する。
なる。

こうやく病 ウメ、サクラ、マサキ、モクセ 通年 通風、日H百りを良くする。カイ
イなどの校や幹に燭色のビロー ガラムシの掛せつ物に依存して
ド状の厚いカピの肢ができ、こ 繁殖するので、カイガラムシを
うやくを結ったようになる。 駆除する。樹皮に傷を付けない

ようにワイヤーブラシで菌の系
膜をそぎ落とし、跡にトップジ
ンMベーストを塗布する。

てんぐす病 サクラに特に被等が多く、マツ 通iド 冬期から早春にかけて、被~J千枚
類、ツツジ類、キリなど多くの の基古r;より下の健全部カ、ら切り
樹種の枝の…部から小校を叢生 取り、切口にトソプジンMベー
し、てんぐす状になる。 ストを塗布する。被答校は焼却!

する。

がんしゅ病 校の墓古1;や2粁し性急:虫の食等痕 通年 校の場合は忠音目の下で切り取り、
と紅粒がん などの傷口から発生し、 1易を中 切口にトソプジンMベーストを
しゅ病 心に樹l支が縦長の紡すい形に佼 設布する。この処斑は開業期frl!:

され、足、部は年とともに凹み、 前から直後にかけて行う。
j可様に小さい紅色の頼粒状の強
f本を形成し、春から夏には淡桃
白色の塊状になる O 多くの樹穏
に発生する。

紫紋羽病 多くの樹種に発生する。根や地 j単年 坊!取りや移捕時に土中の根片を
際郊の樹皮表j訴に褐色の糸状か 残さぬようにする。発病枯死樹
ひも状の菌系束か網目状にから もていねいに塀1り取り焼却する
みつき、紫褐色に変わるととも 跡地はカーバム、ブラシサイド、
にフェルトj伏になる O ユブトールなどを散布し、土と

よく混和する。紋のー部が佼さ
れたときは病根を切り取り、切
口にトップジンMベーストを塗
り、土壊消毒し.!!llめ戻す。
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病:~:名 被害の特徴 発生!明 I坊 I!j主 j去

アフAラムシ ほとんどの樹木の業や新梢に集 4月一 9月 少最であれば消iなどでつぶす。
類 日!で付精し、樹液を吸収する。 エストック乳剤、デナポン水平日

巻紫、虫こぶのj京凶にもなる。 剤50などのほか、スミチオン乳
斉IJ、マラソン乳剤などを散布す
るo

カイカホラム ほとんどの樹木につき、主とし 5月一 9fl 少量であれば、ハブラシ等でか
ン ま良 て白色で、体表がロウ状物質や、 き務とす。発生初期にカルホス

粉状、ワタ状の物質でj変われて 乳剤、スプラサイド乳斉IJ40、ス
いる虫で、幹枚、楽に付着して ミチオン乳剤などを数1げする。
いる。樹液を吸収し、すす病の 冬期には機械iUI乳剤を散布する。
}}j(凶になりやすい。

ケムシ・イ 業を食う答虫で、ほとんどの樹 5月一10月 効果のある殺虫剤の種類が多い。
モムシ~!~ 木に発生する。長い毛で、夜われ なかでもデイプテレックス、ス
(燦・蛾の ているもの、毛のないもの、局 ミチオン、カルホス、オルトラ
yJJ 虫) jiJという突起カfあるものなど、 ンなどの乳剤、水利斉IJまたは粉

穏炉、が多い。アメリカシロヒト 剤が有効である。
リの幼虫は年2-3凶発生する。

ハダニ類 ほとんどの樹木につき、主とし 4月一10月 エストアク乳剤、ケルセン乳剤、
て赤色のダニが架から樹液を1J!，t アカール粉斉IJ、DN粉郁などを
収する。禁色があせる。また l 散布する O 低水の場合には、ダ
年に数回程度の発生を繰り返す イジストン粒剤、エカチンTD
様類が多い。 粒斉IJを土小に混入する方法もあ

るo

ハマキムシ 小型の蛾類の幼虫で、ほとんど 5月一10月 業をつづった虫を締殺する。デ
~ri の樹木につき、業をJをいたり、 ナポン水手11剤50、デイプテレッ

経H校の11¥1に糸を張って葉を食う クス乳斉IJ、カルホス乳剤、スミ
ものなど種々の加持形態がある。 チオン乳剤などを散布する。

グンノfイム ツツジ類、サクラ、ヒメリンゴ 5月一 9月 成んに力11#している 5-6月に、
ン ~H などにつき、成虫は軍配形で、 スミチオン字L剤、マラソン字L剤、

幼虫はH青色で体にトゲがある。 デス75などを散布する。
被告i:~はカスリ状に白く斑点状
の火があき、裏jffiに黒いフンが
1>1殺している。

カミキリム 多くの樹木につき、幼虫は樹皮 5月-9月 幼虫がふ化した直後に、スミチ
ン 1兵 下を食~Jj:し、成熟すると材中に オン手L剤、パークサイドRを樹

入り、樹皮にあけた火からは、 幹に散布する。 *J討を見つけた
長い繊維状の木屑を11¥す。 ら穴に、スミチオン乳剤、

DDVP~し烈なとPの il民!字、波を没し
た綿をつめ、あとを土で、ふたを
する。

コウモリガ 多くの樹木の斡や太校に潜り、 6月一 9月 5月中旬頃までに、幼虫がi沿っ
類 胤!iijを輪状に食害し、フンと本 ているヨモギなどの純平をl玖り

!育を糸で綴って穴から出す。 除き、その痕にデイプテレァク
ス、スミチオンなどの粉斉IJを散
布する o :;tミ}奇をえつけたら、カ
ミキリムシと同様に馬区i除する。

コガネムシ 幼虫は椴物の紋を食い(ネキリ 6月一10月 幼虫には、ダイアジノン微粒剤
類 ムシ)、成虫は否定を食う。成虫 F、トクチオン微粒斉IJFを土壊

は主として、夜間に活動するの 混和する。成虫には、スミチオ
で、被告:の割りに虫が自につき ン、デナボンなどの粉剤、水平日
にくい。 斉IJを散布する。
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(4) 杷料のやり方

ア、施加の方法

一般に樹木に施杷が必要な場合は、高木の頃、花や実のつく時期の前後、整

校やせん定や刈り込み後、そして移植後などです。しかし、不用意な施肥を行

うとかえって栄養バランスが乱れ崩れ、樹勢が衰えたり、病気の発生を助長す

ることになります。したがって、樹木の成長の具合いや葉色などから判断して

施肥することが大切です。

通常は“寒肥"か“お札肥"程度にとどめておくのが無難です。寒肥とは、

晩秋から冬にかけての成長休止期に行う施肥で元JJ巴のことです。この時;切です

と多少濃いめの肥料を施しても根を痛めることが少なく、雪解けの春になって

から徐々に効き始めるという利点があります。寒肥として使用する肥料は、土

や樹木によっても考慮する必要がありますが、 tjtll~ゃ tlil かす、魚、かす、骨粉な

どの有機質肥料がよく用いられます。化学把料は堆肥と混ぜて施します。お礼

肥は、花や突をつけたあとの樹木に、元気のよい花芽をつかせてやるための追

肥のことをいいます。

施肥のやり方は、幹の直筏の 3-51背離れた枝先の位置に円閣の棋を掘って

与える方法が一般的で“輸肥"とn手んでいます。このように土を堀り返して行
う施肥法には、幹のまわりに放射状に行う“車肥"、枝先の位置の数カ所に穴

を揃って行う“つぽJJ巴"

があります。また、穴

を掘らずに幹から枝先

までの全両に撒くやり

方を“置肥"といいま

す。このように施肥に

はいろいろな方法があ

りますが、土の状態や

樹種や樹木の大きさ、

成長の具合などを考慮

して適当な方法を選択

します。

糊。

いろいろな施胞のやり方

つl刻芭

山
町
内
山

イ、担料の要素

植物が必要とする要素のうち、チッ素、リン酸、カリは多量に吸収され、土

中では不足しやすい。このことから肥料の三要素と呼び、カルシュームを加え

て四要素とも呼ばれます。

鉄、マンガン、ホウソなどの微量要素は自然にある最でまにあいますので、

一般には施す必要はありません。
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ウ、肥料の種類

含有成分、形態、性質などにより、肥料はいろいろに分類されます。

有機質肥料は、動・柄物が原料となっている肥料で、堆JJe;、鶏糞、牛糞、 rUI

粕などがあります。これらは、土中で腐敗分解して土中に吸収されるので、)]日

効のでるのが遅いが肥効期間が長い。

多少施用量が多くても根を痛めるようなことはない。土壌の凶粒化に効果が

あります。

無機質肥料は、化学肥料とも呼ばれ、チッ索、リン酸、カリの…つの成分の

みを含む単肥と 2成分以上含む複合肥料とに分けられます。

また複合肥料には 3要素によるものと、 3要素と微量要素を加えたものがあ

ります。また、そのほかに葉面散布肥料があります。
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-市販されている主な肥料

肥料名
成分合有率(弘)

特徴 と 使い方
NIP K 

il!1 本自 5 2 1 リン酸肥料、カリ肥料を併合する。未熟なもの

有
は使用不可。

F長 糞4 4 2 1 元肥とする場合は植付け 1週間前までに施す。
機 石灰との混合不可。

質 米 糠 214 1 チッ;素肥料、カリ肥料を併合する。施用前に水

月2 を加えておくとよい。

ギi 1J' 粉 4 1 20 チッ素肥料、カリ肥料を併合する。
f白 中自 813 れ!1粕と!可じ。

発酵 irtl 粕 4 6 2 I U!1粕と同じ。多少使いすぎても無答。

硫 'f，と. 21 アルカリ性肥料と混用しない。大量使用すると

i障害がでるので注意。
b長 素 46 大量使用は不可。葉樹散布に用いてもよい。

単 過リン駿石灰 17 J:jtH巴などに混ぜて施す。尿素、草木灰、消石灰
との混用は不可 O

:ll1E 熔成リン肥 20 火山氏土のリン酸補給に好適。アンモニアを含

Il巴
む肥料との混用不可。

硫酸カ 50 カリ分の少ない有機質肥料と併合する。大量使
用は不iJ[。

機 与主 木 五反 3 6 酸性土壌改良によしミ。アンモニアを含む!肥料と
は混用しない。

イヒ ファミリー化!お 15 15 15 高度化成肥料 O 草花、野菜に。微量要素は含まない。

成 エードボール 12 12 12 高度化成肥料。草花、野菜、鉢物に。日巴効期間
質

IJ~ 
は2-3か月。

マグアンプ K 6 40 6 f足度化成肥料。鉢物の元胞に好適。 )l~効期間は
本! 2-3か月 O

)J巴 1内平/11己込2 l 
ハイポネックス 6.5 6 19 10001青くらいに薄めたものをil矧巴として鉢物に。
フ。ラントフッド 12 12 16 ハイポネックスと同じ。

体}液j巴

コ二 、一 ド 10 12 8 草花、植木、花木、芝生に。

エード F 5 5 5 業凶散布肥料 O 草花、観葉植物に。

ギト 料 ローンフラワ-s 8 6 6 観葉植物、野菜、楠木、花木、果樹、芝生に。

ガーデンキングSB 6 5 5 主Z炭状。植木、花木に。

1? リピ ト 5 30 20 俸状。鉢物専用。 IJ~効期間は約 2 か月。

正zk15t 111 i 1 

苦-上布灰 酸性ゴニ;を中和する場合に使用する。楠付け1:il選

河までに施すこと O

れli 石灰 苦土石氏と同じ。

孟車
イ一布.む却 の 友 6 6 6 草花、野菜に。元IJ巴とするときは堆肥や腐葉土

に混ぜて用いる。

有機園芸肥料 9 9 9 草花、野菜に。鉢様には追肥として壁肥する。

完全配合肥料 7 6 5 草花、野菜に。肥効期間は 2か月。
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(5) 庭木の防寒と雪囲い、雷串り

ア、雪害防除の自的

庭木の防寒、雪囲い、雪吊りは、冬の寒さや雪害から大切な庭木を守るため

に行うものです。

北陸地方知自の冬の風物詩として、人に見せるための防寒や雪囲い、需品り

があります。代表的なのが金沢の兼六公園です。

しかし、最近ではどこの家庭でも素晴らしい雪屈いや、雪吊りを見ることが

できますが、これには多くの材料費や労力が必要となります。

イ、防寒

防寒は寒さに弱い植物を、冷たい寒気から守るために行われるものです。主

として、ソテツ、ドラセナ、ユッカランなどの特殊樹木、クチナシ、柑橘類な

ど比較的寒さに弱い横物に対して行います。また、サザンカやベニカナメなど

秋に植え付けた場合は、その年の冬だけでしっかりと防寒をしてやる必要があ

ります。

寒ボタンやツバキの開花株でも向様に防寒をしてやります。

ウ、雪国い

雲間いは、比較的背丈の低い庭水に対して行われるもので、数本の支柱を添

えたり、あるいは枝葉をそのまま抱え込むようにして、結びつける方法があり

ます。

多くの荒縄を使って素晴らしい雪聞いの仕方がありますが、雪の|怒る前のわ

ずかな期間しか観賞することができませんので、早いうちに手がけて北陸なら

ではの情緒を楽しみたいものです。

工、需吊り

雪吊りは、クロマツ、アカマツ、ラカンマキなどの樹高の大きいものについ

て行う方法です。支柱に丸太などを使い、荒縄を放射状に広げて校を吊り上げ

て雪の重みから枝折れを防ぎます。

オ、必要資材

(ア)支柱……丸太、メL竹、割り竹、カラー鋼管

(イ)縄...・H ・..荒縄(2分、 2.5分、 3分)、シュロナワ、ピ、ニール紐

(ゥ)防寒具…荒ムシロ、寒冷紗、ススキ、ヨシ、稲ワラ

(エ)その他…三脚、脚立、木づち、テコパール (1.5m位のもの)楠木ハサミ、

せん定ハサミ、刈り込みハサミ
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カ、樹種目日の防寒、雪囲い、雪吊りの仕方

(ア)合掌型 サツキ、玉イチイなどを列植した場合に用いられる方法で、骨支

十主はメL竹を利用し、横縄で枝葉の垂れ下がるのを防ぐと何日寺に、工夫を凝

らして見た目に美しいものとする。

(イ)護保温囲い ソテツ、ヤシなどの防寒の必要な樹積を篠竹か割竹を 4-5 

本添え、まとめてからワラで覆う。最初下部を地際で折rl1lげて円形に敷き

つめ、基部をシュロ縄で結ぶ。その上部を 1カ所結び、それが見えない税

度に次のワラを重ねて結ぶ。以後同様に繰り返し、最後に傘状に縦みこん

だワラボッチをかぶせる。

(ゥ)韮保温囲い モッコク、ベニカナメの商木や、クチナシ、柑橘類など初冬

に植え付けたような庭木の保護のため、三脚を組み、その周期に荒ムシロ

などを巻く。特にモッコクの苗木などは、冬期校に弾力がなくなり、わず

かな積雪でも枝折れがする O

(エ)円錐型 三胸jをMlみ、さらに縄で縛るのはタギョウショウ、コニファ一、
アオキなどに多く用いられる方法です。

(オ)縄締付 コノテガシワ、ヒムロスギ、ヒパ類などの 2-3mの高さの庭木

に対して多く用いられる方法で、縄でグルグル巻きあげる場合と、 3-4

カ所を結わえる場合とあります。比較的横11I話のある木に適します。

(カ)小しぼり アオキ、コデマリ、シモツケ、ヤツデ、ドウダンツツジなど低

オミ類に用いる最も簡単な方法です。

(キ)三又締付 3本の支柱を添えたものです。やや背の高い常緑樹に用いられ

る方法で、積雪の重みから倒伏するのを防いでくれます。

(ク)添しぼり 横幅のあるものに対して行われますが、この方法は細長いもの

について行います。支柱を 1本土中にしっかり差し込み、縄で数カ所縛る

かグルグル巻にします。



ロヰ合 理量 裂

休1縦約{寸

(.;，)MJ;1l芸i銀協い

合
(:7)添しぼり

同小しぼり
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(ケ)竹支柱、縄しばり 公園、公共総地などで玉物、低木類を数本寄せて植え

付けられている場合に、まとめて寄関いをするのに用いられる方法です。

株冗は、縄で 2巻ほどするか、割竹でi遡むとよし、

(コ)欄縄吊り 械えますや、石垣の上に列植したサツキ、イチイ、マメツゲな

どの玉物によくわ:われる方法です。美観的にも大変よいものです。

(サ)四ツ目垣 サツキ、イチイ、ツゲ、ハクチョウゲなどの大型の玉物や、7jIJ

摘しである物に対し、四つ日援で阻む方法です。見た自にも美しく、効果

も大きいですが時間と費用を多く必要とします。

(シ)竹じめ 常総樹で、生けi廷をつくった場合、丸竹で両側IJから挟む簡単な方法

もあります。ただし、葉l隔の狭い場合に有効です。

(ス)護保温聞い ボタン、ツバキなどの防寒に用いる方法です。とくに寒中に

咲く寒ボタン、早咲きツバキの開花株を寒さから守りながら、花を観賞す

ることができます。

(セ)リンゴ吊 クロマツ等の主木に、美しい三角$J!却状に雪吊りを施したもので、

中心に丸太か丸竹を立て、頂部から必要な本数の荒縄をiJlいて、校を吊り

上げる方法です。背丈が高くて、適当な丸太などが入手できない場合は、

支柱を用いないでしっかりと結わえるか、支柱を用いないで直接幹に純を

縛りつけ、下部の校を吊り上げることもあります。



tワj竹支柱、絡しl;tり

口鶴縄FTlり

(サ!llllつ白垣

(対3童保温囲い

ポ..... 

(セ)リンゴ吊
幹用
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E とやまで多く使われている樹木
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アメ リカフヨ ウ コテeマリ

サルスベリ ツノてキ



とやまで多く使われている樹

i凸“6 木 中 水 1n: 水 つる性植物ほか

カシ類 カクレミノ アオキ ソテツ

シイノキ キンモクセイ イヌツゲ パラ

主11主; 
タイザンボク ゲッケイジュ キョウチクトウ ブン

タブノキ サザンカ クチナシ

3樹:ii 
ツノfキ ネズミモチ シャクナゲ

モチノキ ヒイラギ、 ジンチョウゲ

モッコク ヒサカキ マサキ

ユズリハ ヤツデ

イチイ コノテガシワ ハイピヤクシン

カイズカイブキ

緑
スギ

ツガ

針樹葉 ヒノキ
ヒマラヤシーダー

マキ類

マツ類

アオギリ ウツギ、 アジサイ

アキニレ ウメモドキ アベリア

ウメ オオデマリ エニシダ

カエデ類 ハナカイドウ キンシノfイ

ケヤキ ハナズオウ コデマリ

コブシ マユミ ツツジ

サクラ類 ムクゲ シジミノfナ

サルスベリ シモツケ

務
シラカノf シヤリンノfイ

シダレヤナギ ドウダ、ンツツジ、

立さ トチノキ ナンテン

ナッツノfキ ニシキギ

広 ナナカマド ハギ

ニセアカシヤ ハクチョウゲ
業 ハナミズキ ボケ

fM 
ハルニレ ボタン

フウノキ ラカンマキ

プラタナス ヤマブキ

ホオノキ ユキヤナギ

ポプラ ライラック

エンジュ レンキ、ョウ

モクレン

ヤナギ類
ヤマボウシ

ユリノキ

終業
イチョウ

枯長業t | 

メタセコイヤ
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1 注入手類
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層重シラカシ

@別名クロガシ

@本ナ1'1中部以I打、九州、四国、朝鮮に分布する。

@常緑広業高木樹高15m0 

材ーが自いからシラカシといわれる。

(特徴)

1針1支は黒総褐色で平滑で枝葉がよくW;'生する、業は長だ円形長さ 5-12cm、縁

に小さな鎖的があります。果実は10月にドングリがつきます。

若いうちは日陰に耐え、適湿地をなfみ、生育が王手い。刈りこみに耐えるが大気

汚染に弱い。移梢やや関空jf:、;煙害、潮害、 }K¥1.害に強い。

(扱い方の要点)

植え付けは 5月が適期で、秋植えは寒さに向かつてよくない。場所は、ややi!1品

i問で粘質なIl巴沃地がよく、半日陰でもよい。崩芽力もあり、刈込みも容易です。

(管理と手入)

広い庭では放任仕立とし、狭い庭はズン

ドウ仕立、ボウガシ仕立とします。刈り込

みは、 11月または 4JJに強く切り、 6月一

7月は、従長校を務理する程度の軽い勇定

をします。

(病虫害)

夏から秋にかけて黒い大きいアブラムシ

が発生するので、デープテレックス乳剤か

エカチン乳剤で駆除します。
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(育て方のポイント)

実生前は直根性でlWJ根が少ないので、[直根を切って側根を出させるようにする。

刈り込みは、よく広長するので年 2回は行いたい。

(利用)

庭木としては太い幹を 4-5mで切りつめ、太い枝を 4-5本切りつめ、小校

をださせてズンドウ仕立とします。

列植してlNiJ[iuを平たくメIjりこんだ生起も上品です。その他i山武垣として表日本

でよく使われています。

翻アカガシ

(特徴)

(オオパガシ、アカガシ)

富山県が北|浪です。

葉はカシ類で最も大きく、先端に鋸歯があります。業は!日五く光沢があり、業の

裏は粉白色が特徴的です。耐寒性はシラカシよりややあります。|陰樹。生長はカ

シ類で最もよく生長する O 萌芽力もあり刈込みに耐える O 移植はやや凶到1です。

材が赤いのでアカガシといいます。

(扱い方の要点〉

腐植貿に詰んだ適i間性の土撲でよく育ちます。

乾燥地でも育ち、生長が早く、刈り込みに耐えるので、関凶以南で生組、|山政

lIiによくf吏われている O

(病虫害)

シラガシにI¥主ず、る O

(湾て方のポイント)

シラガシに準ずる O

(利用)

庭園、公闘用に使われる O 様ガシに多く使われます。

醒アラカシ(ク口ガシ)

(特徴)

アラカシは、シラカシに似る。葉の上半分は鋸|おが大きく葉脈も目立つ。葉は

丸i床がある。

日本海側では新潟県が北限となっています。業はJ5Zい。

幼時は耐陰性が強いが、成木になると陽光を必要とします。移楠はやや困難で

す。

(管理と手入)

適潤な肥沃な土壌を好みますが乾燥地でもある程度育ちます。生長も早く、努

定にも耐えます。
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〈病虫害〉

シラカシに準ずる。

(笥て方のポイント)

シラカシに準ずる O

(利用)

公問、庭関に使われ、耐溺jに優れ、枝葉が稼集しているので防風、!坊i手;)J林とし

てもよし、。パイ煙や、大気汚染には強いので公害樹としても利用されます。

ウラジロガシ

葉の形はシラカシに似て、葉裏に粉白色の伏毛があります。葉は他に比してや

や薄く縁が波打っています。

シラカシより寒い地方に分布し、積雪にもよく耐えて生育しています。

この木の材は硬く、木炭として品質のよい品が生産されています。

〈管理と手入)

(病虫害)シラカシに準ずる O

(育て方のポイント)J 
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@別名 スダジイ、シイノキ

@ブナ科

⑧本州日本海側では佐渡以南、盟国、九州

などに分布する。

⑧常緑広葉高木高さ30m

(特徴)

樹は広だf11形となる O 業は卵状で先がやや尖り全緑で11~生し、:葉はよく茂る。

表面は淡掲色。果実は翌年の秋に熟しドングリとなる o ~t長が王手く、適 ìl宅地によ

く育つ。 潮風、坂寄にも強い。刈り込みにも耐えます。ややi詮樹。

(扱い方の要点)

植え付けは、サクラの終わった頃から 9月までがよい。寒さに弱いが、とくに

樹冠が大きくなり降雪を受け易いのであまり雪の多いところは不向きである o jjjJ 

芽力もあり、移植も容易です。

(管理と手入)

放っておくと、樹冠が大きくなり、狭い庭なら 1本で覆ってしまいます。校す

かし、散らし玉、生垣もおもしろい。手入れは校抜きと、刈り込みだけでよい。

刈り込みは、 5月には強く、 7月、

10-11月も刈り込みができます。

(病虫審)

うどんこ病にはカラセン水

干11剤、カミキリムシ、テッポ

ウムシにはスミチオン字L剤、

アブラムシによるすす病はマ

ラソン剤かスミチオン斉IJで駆

除します。

(笥て方のポイント)

とくにない。

(利用)

枝の切り万 刈り込み仕立て

t、
①庭木には太い伎を何本か残してズンド
ウ切りにし、そこから芽を吹かして丸く
刈り込む。
②校を切る場合には必ず茎部の棄を2~
3枚残して切る。
③古木!こ見せる1三め、幹の一部(こ{努をつ
ける場合がある。

ーγ
一一
一

Y
札一一

この樹はあらあらしさがあり、小枝がよく密生するので、庭の主木にもト分使

える。禁裏が褐色で、表がiJr:k緑色のところの渋さが大正時代から好まれている O

公関、庭閥、景観樹としてよく使われる O 庭にはズンドウ切物として 5mくら

いで頭を切ったものが使われる。

・高悶市の古城公園の体育館周辺に大木が多く育っています。
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|タイザンボク

@別名ハクレンボク

@モクレン科

@北アメリカ南部地方原産で、東北地方南

部以爵に植栽されている。

@常緑広葉高木高さ10~20m

(特徴)

5 -6月頃、卵白色の洋杯形の香りのよい大型(I0-15cm)の花をつけます。

花弁 6枚、業はだ、円形で'10-20cm互生し、革質で硬い。裳miには茶褐色の毛が発

生する O

(扱い方の要点)

寒さをあまり好まないが、富山の平野部では十分に育ちます。北風のあまりあ

たらない日当りの良い場所がよい。楠え付けは、 4月一 9月がよく、新梓jの伸び

る時期と真夏を避けたほうがよい。この樹は樹冠が重いので植え付け後は校抜き

をします。

〈管理と手入〉

掠定を好まない。また整校の必要もない。

狭い縫では、切らなければならない枝は途中から切らずつけ棋から切ります。

時期は10月一11月か、 3月がよい。

(花つきをよくするコツ)

やせ地や、地下水位の高いところは花つきが悪くなるので、客土するかIl~沃土

に構え直すようにします。

また、 8-9月に翌年の花芽ができるので枝先を切らないようにします。校を

切ったあとの切口がふさがりにくいので、切り口につぎロウを塗っておきます。

(病虫審)

カイガラムシが発生する程度で、病虫害の被害は少ない。カイガラムシが発生

した場合は、冬期に機械油乳剤か石灰硫黄合剤を散布します。

(利用)

広い庭では主木として使ってもよい。一般には関側の日かくし用の植栽が多い。

(その他の種類)

・ホソパタイザンボ、ク 葉が細く、下而の毛が少ない。

・ヒメタイザンボク 落葉性で、下面に帯白色の紛|毛がある。
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|ツバキ類
@ツバキ科

⑧日本、中圏、東甫アジアに分布する。

@常隷の高木~低木

@冬期に咲く代表的花木

騒ヤブツバキ

@別名 ヤマツバキ

@日本原産で北海道南部以南に植栽されている O

⑧常総広業高木古さ15mo

(特徴〉

極陰樹。生長遅し、o jjfj芽:J)があり刈り込みにも耐える O

煙害、 ì~JJ害、大気汚染に強い。

2~4 月に赤色の五弁の花が半開きに咲く、ツバキの原様。

iHiJli会t!:で、すが日当たりでもよく育ちます。肥沃で混i閏な土撲を好む。

(扱い方の要点〉

営通の庭なら十分育ちます。午前中日が当たって曲目の当たらないところがよ

い。 1iff.え付けて活着し元気になるまで2年はかかります。構え付け後、十艮がまだ

十分土になじんでいないと苦が多くっき枝葉は伸びない。もし全てに花を咲かせ

ると樹が枯れたりします。日J!なりを半分にすると校も伸び、適当に苦がつき、き

れいな花が咲きます。

(管理と手入)

植え付けは、 i暖地では校の生長期を除いて、いつでも植えられるが、;的11では

3月下旬から花の咲いている間と、 8月中旬ー10月ヒ旬がよいo 1iQえ込みは感土

して高植えとします。

施肥は、元日目は施さない。花が終わったらお礼肥を、雪間いの終わったあとで

寒肥として、 yfllカスと骨粉を混ぜたものを株元へ施します。

整校は花後がよい。強い勢定は 7 月中旬 ~9 刃上旬がよい。

乾燥を嫌うので、ワラや落ち葉なととで、マルチング(土淡被覆)をしてやるとよ

しミO

6、7、8月に施肥はしない(夏芽が伸び、その校が枯れ、古:は飛んでしまう)。

(病虫害〉

新#:が{中び始め、軟らかい校にアブラムシがつくので、速効性のマラソンか、

スミチオン乳斉IJを散布します。
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初夏に発生するカイガラムシには、速効性のカルホスかオルトランを散布しま

す。

葉巻虫には浸透移行性のダイヂストンかオルトラン1000倍液を散布します。

(花つきをよくするコツ)

ツバキはよく菅をつけますが、咲かずに落ちてしまうことがあります。冬期の

乾燥の場合に多い。富山では積雪であまりみられないが、少雪のときに注意が必

要で潅水をしてやります。

窒素の過多、やせ地は菅のつきが惑い。

(ふやし方)

自主主、挿し木、接ぎ木ができるが、一般に挿し木を行う O

7月中旬-8月中旬に新梢を10-15cm切り、赤玉か鹿沼土に挿しつけ 2-3年そ

のままにしておけばよし、

(利用)

庭の植え込み、日当たりのよくない裏庭、池の端などさまざまに構えられる O

積雪で淋しい冬の庭に赤やピンクの色彩の花と、葉の濃い緑は富山の冬には欠

かせない樹です。

(ツバキの古木、発祥地の紹介)

.日本一のユキツバキの大株

婦負郡山田村今山田(4月中、下旬開花)

.日本一のヤブツバキ在樹

氷見市老谷 ( 4月上~下旬陽花)

.日本一のユキツバキの群生地

下新川君s宇奈月町僧ヶ岳 (500-1000m5月上、中旬開花)

・ユキツバキの群住地

八尾町桐谷の赤倉の池、白木峰。山悶村牛岳。城端町細尾峠、縄ヶ池。福光

町医ミELUなど。
(その他の樹種)

・ユキツバキ

日本海側の多雪地帯のLiJ地に自生する。本県では海抜500m以上のところに分

布する O 高さはヤブツバキより低く 1-3mくらいであり、根元から多く分校し

て株立状となります。基本的には花は赤色で五弁の一重咲きですが、非常に多く

の民芸種がつくられています。
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(タブノキ
@郡名イヌグス、タブ

⑧クスノキ科

⑧本舛|中部以階、四園、九州、台湾、中国

iこ分布。

⑧常繰広葉高木高さ20m

⑧常緑広葉樹の代表的な木

(特徴)

自然樹形にしても、こんもりと美しく、紅控色の茅出しもすばらしい。クスノ

キ科の仲間としては寒さに強く、日本海側では山形県まで分布している O 本県で

は、朝日IIfj'鹿島樹叢、氷見市朝日格i叢などに古木を見ることができます。

樹皮は灰褐色で枝葉太く、小枝は緑色、葉は柄があり互生し校の先に集まり、

長だ円形で大きい。企業質は、なめし皮のようで緑色で光沢があります。移植やや

国難。刈り込みに耐えるO 風害、潮害に強い。

〈管理と手入)

自然樹形で胤格がでる木で、刈り込みの必要はない。とくに土質を選ばないが

Il~沃な適潤な土壊がよい。

(癒虫警)

とくにみられない。

(利用)

大きい庭に自然樹形のままでよいが、公開などに単植すると見ごたえがありま

す。公園、神社、仏関などによい。

庭の自つぶし、防風、防砂i林にもよい。
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lモチノキ
@モチノキ科

@本州(宮城県以南〉、四国、九州、沖縄、

中島に分布する。

@常鰻広葉高木高さ 6~10m

⑧樹皮からトリモチをつくったことからモ

チノキという。

(特徴)

業は互生し、倒卵形で全縁、やや硬い革質で、上Tifiは深緑色、雌雄巽株、 4月

に黄緑色の小花が集まって咲く O 果実は球形で径 1Cffio 秋に赤く熟します。

適j泉地を好み、やや日陰にも耐えるが、生長はやや遅い。勢定、移植がしやす

く、潮害、大気汚染にも強い。

(扱い方の要点)

暖地系の樹であるが東北地方まで植栽がI可能です。

植え付けは 5-10月中旬にできますが、 6-7月、 9月がとくによい。穴を大

きく堀り堆肥などを入れ、木の表裏をきめ、やや高梢えとします。

(管理と手入)

五仕立てがよい、太い校を数本のこし、小枝をださせて大きな玉とします。そ

の後は玉仕京の基本に沿って芽摘みをします。

法いうちは、胴吹き、徒長校がよくでるのでかきとります。整枝、男定は 6-

7月と11月の 2回行う O

(病虫害)

すす病、カイガラムシが発生しやすいので、 6-7月にスミチオン乳剤かデナ

ポンを10日おきに 2-3回散布します。

ハマキムシも 6-7月ころ発生するが、カイカ、、ラムシの防除と同じ方法でよい。

(膏て方のポイント)

やせ池を嫌うので士撲改良して植えます。若いときあまり刈り込まないで大き

くなってから形をつくりま、す。

庭に植えるときは、実のなる雌木を植えます。

(利用)

強い努定に耐え、移植が容易であり、庭木としては欠くことのできない主木の

一つです。生垣にもよく、また日陰にも耐えるので北側の結え込みによい。

公園、庭園、景観樹として使用されます。
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|ユズリハ
@タカトウダイ科

@本側の福島以南、四国、九州、沖縄、中

国に分布する。

@常緯広葉高木高さ10~15m

(特徴)

新業がでると古葉が落ちて業をゆずることから縁起木として正月に使用される。

葉は大きな葉が枝先に集まって付き、古い葉は垂れドがるO 葉柄が赤く、とくに

若葉の頃が美しい。業質は傾く、革質で全縁、袋町は粉白色。校は太い。

(扱い方の要点)

適混地を好み、耐陰性があるが生育は遅い。大気汚染に強い。土質は粘質の湿

潤地を好み、日陰にも強く日当たりのよい場所は美しく仕上る O やせj也、乾燥地

を嫌い、努定しでも萌芽しにくい。樹形を整える尊定は8月の生長休11二期lに少し

ずつ行う O

〈痛虫審)

ほとんどなし、。

(育て方のポイント)

冬の乾燥した風を嫌うので風が直接あ

たらないような場所を選ぶ。生育の悪い

ものは春先堆肥、鶏糞などの寒肥をやれ

ばよい。窓素分の多い肥料をやると校が

まばらになるので避ける。

(利用)

縁起木で、庭の主木にもなり、日陰にも

強いので建物の北側の植栽や日つぶしに

利用されます。

枝鍛き: ~\tlヂ
-).箆みすぎだ場合立縮、 v
かい校、弱い授を抜き W 
臼当だり、 i遺産主者をよく ノメ1d
する。しかし伸びすぎ/ア ， 

た授は途中から切ξ。/γ

グ 4
切り込み

.8陰地で校ガ{申びすぎだときや、
狭い庭に梅えだいときには、校を
1/2か2/3切り怒とし、総かい校を
出させる。

新芽は赤いものと緑色のものがあり、赤芽は:葉柄も赤く美しいので庭植にこれ

を選びたい。

(その他の種類)

・エゾユズリハ 高さは 1~3.5m と低く日本海の多雪地に自生するユズリハの

低木性のもの0

・ヒメユズリハ 菜がままれずピンとのびる O 高さは10mくらいになって海岸近く

に自生すし潮風に強いが寒さに弱い。
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.~tl名アララギ、オンコ

⑧イチイ科

⑧北海道、本州、四国、九州ほか

アジア東北部に自生し、飛車撃地方にみら

れるが本県には自生がみられない。

⑧常隷針葉高木高さ10~15m

(特徴〉

5 - 6 月の新緑は美しい。板I~会樹。

~I三長が遅いが、耐寒性に強く、寒地でもよく生育する。樹皮は赤褐色、 ùtito 封印己

株、 3-4月に開花し、秋には赤色の実が美しい。

変離のキャラボクは、日本海側の山地に自生し、庭木に多く用いられる。樹形

は広卵形で下校が長く保つ。刈り込みに耐える。移植はやや岡空Ji'。

(扱い方の要点)

イチイは寒い地方の庭に多く用いられ、キャラボクは低木で、幹が立たず、暖かい

地方でもよく生育するので、庭木として多く用いられる O また、いろいろの形に

f上JLてることカfできる O

(管理と手入)

根が粗大で細根が少ないので、植え付けは、 3月下旬-7月、 10月-11月がよ

い。仕立て方は、イチイは円錐状。キャラボクは玉仕立てが多い。刈り込みは 7

月と11月に行うが、校を発生させるためにできるだけ回数を多くするほうが仕上

りがよい。

菊定は徒長枚、 トピ枝はできるだけ早く切ります。

施肥は芽の出る前に、有機宜を多く入れると葉が美しくなります。

(病虫害)

樹勢が弱まってくると、カイガラムシ、ハダニ、ヒパノキクイムシが発生する

ので早期防!なをします。

(利用〉

イチイは庭の主木や生垣に、キャラボクは狭い庭の主木や石づき、池の端に多

く使われ、萌芽力が旺盛なのでトピアリー(いろんな形に刈り込むこと。)など

の利用ができます。

気品のあるl.M種です。
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|カイズカイブキ
@別名 カイズカピヤクシン

⑬ヒノキ科

⑧圏芸種。北海道、本州、四国、九州Hこ植
栽されている。

⑧常緑針葉高木高さ 5~8m

(特徴)

防総で潮風、大気汚染に強い。耐乾性もあるが生育は遅い。樹形は狭円錐形で、

枝葉はやや太く直立する。倒IJ枝は旋回して伸び火炎状となり葉先は丸!床を持って

いる。葉はil!ii平型で先は丸!床がある O

(扱い方の饗点)

植え付けは 3~4 月、 9 ~lO月がよい。場所は日当たりのよい肥沃な乾燥気味

のところがよく、日陰は避けたほうがよい。

冬JtJJは葉先が変色しやすい。耐寒性もあります。

植え付けは、深植えにしないで、~土をして植える O 拍子の場合、根が少ないの

で、校先をつめたり、枚すきして植えます。

仕立て方は、円錐形、円筒形にするが、玉仕立てでもできる。芽摘みを刃物で

切ると、tJJ口が枯れたように見苦しくなるので、平日平日に指で摘む。摘む時期j

は何時でもよし、。

〈病虫審)

さぴ病、ハダニの発生があるが、ナシの代表的な病気であるさぴ病の中間寄生

をするので、高山iI1呉羽のナシ地荷では植えないほうがよい。

(嘗て方のポイント)

日当たりのよい場所に植えることを第-とし、地下水位の高いところは盛土し、

初水をよくする O 仕立て方はより正しい芽つみを行う O 肥料ぎれがすると校が貧

弱になるので肥培しながら茅摘みを繰り返す。

〈利用)

いろんな仕立て方ができ、キ[l風の建築にも合い、列植、援など利用が多い。洋

風の庭や、公園には欠かせない樹です。

69 



@スギ科

@本側、四国、九州|に分布する日本特産で、

全国で用材生産を目的に多く植栽されて

います。

@常緑針葉高木高さ30m

@富山県の木として、タテヤマスギが指定

されています。

(特徴)

業は湾[111し先が尖り、脳Uffo同株、雄花は淡黄色の花粉をだす(スギ花粉症のも

と。)。球果は、秋に球状で長さ 1-2 cmの大きさになります。幹は通直で褐色の

!日しとなります。

陽樹で、、適当に湿気のあるところを好み、生育がよい。刈り込みに耐えるが大

気汚染には弱い。

(扱い方の要点)

閑芸品種も多いが、庭木として利用されるものは数種しかない。植え付けの時

期は 3-5月、 9-11月がよい。陽樹であるが、根元に日が当たるのを嫌う。排

水のよい湿潤地に適する。

(管理と手入〉

自然の樹形では、よほどの!よさがないと無理なので刈り込みを行う。時期は 3

月萌芽前と新梢の固まった 7月にはil透く、 12月に強く整校します。最初に基本に
沿って形をつくり、その後は形を考えて整校を続けます。

(病虫害)

苗木のときは、赤枯病、立枯病が発生しやすい。マンネブ剤を10日おきに散布

します。

害虫はアカダニが発生するのでジメートエイト乳斉IJか、ケルセン乳斉IJを散布し

ます。

(育て方のポイント)

幼時は日陰を嫌うが成木になればそれ程でもない。十分に日が当たり根元に日

が当たらないところを好みます。

(利用)

京都の北山ダイスギは日本的な庭には欠かせない樹であり、数本の寄せ柏、列

植もよい。富山の平野部では、屋敷林の主要樹木として南風を防ぐために南1111Jに

多く植えられています。このほか、盆栽、鉢植えなどにも利用されています。
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@別名 ホンツガ、トガ

@マツ科

@本州関東以南、臨盟、九州の亜高山帝下

部にかけて分布している。氷毘の尾根筋

にみられる。

@常緑針葉高木高さ30m

(特徴)

樹形は整って円~jt71~ をなし、高さ 40m に達するものもあります。幹は通i夜、以

褐色をなし深い縦i誌ができる O 樹皮は硬く I~互い。

葉は先端がやや凹み葉裏は白色の 2列羽状の気孔荷があります。

適度に湿った土壌がよい。幼時は耐陰性があるが成木になって日当たりを好みます。

(管理と手入)

自然な形がすばらしく風格があります。刈り込みは萌芽力が弱いので行わない。

校も太く、高!IIい枚は少ない。

施肥は、植え付けに油粕や化成肥料を十分入れて、初期生長をよくするように

します。

老木になると、材に腐りが入ったり、 によって校が雪折れなどにあい見苦

しくなるので、校の整理が必要となります。

(病虫害)

カイガラムシの発生があるので、 6月下旬ころから、ディプテレックスを10日

おきに 2~3 即散布して駆除します。

(利用)

木が大木になり、狭い庭には不向きで、大きい庭、公!湖、寺院の境内によく植

栽されています。

上市町I1長自の立山寺の参道はツガの並木で有名です。
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⑧別名ホンヒ、ヒパ

⑧ヒノキ科

@ヒノキは、本州繕患以高、盟国、九州に

分布する。

⑧常緑針葉高木高さ25m。本県の自生は

ごく稀である。

(特徴)

私I形は広だ円形となる。幹はi直幹、校は紺!く水平にでる。葉は鱗状で対生して
いる。幼時は耐陰性があり、乾 .i星中ばのところを好み、丈夫で育てやすいが、
寒さにやや弱い。生長は早く、刈込みに耐えます。

(扱い方の要点)

植え付けは、 3-4月と 9-11月がよい。植え付けは表土の深い肥沃な適潤地

がよい。耐陰性もあるが日当たりのよいところが葉が美しくなります。

(椅虫審)

庭木の場合は、さび病とハダニの発生を見るくらいですが、さぴ病はナシ、ボ

ケ、カイドウに中間寄生をするため一緒に植えないようにする。春先ポリオキシ

ンAL水和剤を 2-3回散布する O ハダニはジメートエイト乳剤を 2-3閤散布

します。

(宵て方のポイント)

円錐形に刈り込まれることが多い。ヒノキの仲間のヒムロスギも、ヒパ類など

も一緒であるが、刈り込みを校を伸ばしてから刈ると校枯れを起こしやすいので

少し早めに少しずつ刈る。

小枝が密生してくると、通風が悪くなり枝枯れを起こしやすいので、整校をし

て防ぎます。

(利用)

公園、庭盟、列植、生損などに利用されます。

育てやすく安価である O 背景林などにも利用します。
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(特徴)

校を水平に伸ばし全体として広だ円形の美しい樹形になる。その雄大な姿はi止

界三大公凶樹の…つに数えられます。

i場樹で生長が早い。幼木は、半日陰を好み!真木は日当たりを好みます。土壌は

適ポ!なIl~沃地を好む。雪には強いが、寒さや強風にはあまり強くない。

メリり込みに強いが大気汚染にやや弱い。

(扱い方の要点)

広い公園などに自然樹形で大きくのびのびと育てるのが最もよい。植え付けは

春先の3月-4月、 9月下旬ー11月中旬までがよい。 浅線性のため風に対して弱

い -1爾をもっています。

(病虫審〉

とくにない。

(宵て方のポイント)

育て方は、実生と挿し木でできるが、実生は日

本では不稔生のものが多く、種子は輸入し、 3-

4月に播けばその年に30cmくらいになる。挿し木

は成木しでも根曲がりするので一般には行われな

し、。

自然形はよいが、庭などに入れる場合は刈り込

みをして円柱形または、散らし玉づくりにする。

生援などにも利用できるが、年2-3自の刈り込 叡らし去仕立て円筒形仕立て

みと小枝抜きをして通風をよくしてやります。

(利用〉

この樹は、公開、学校など広い場所に使いやすく、家庭の庭には諺定ができま

すが不向きです。
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lマキ類
@マキは音から庭木としてマツとともに針

葉樹の双壁とされてきた。

生産は関東以躍に隈られ、生育が遅いこ

とから庭木の横綱とされてきました。

圏イヌマキ

@別名マキ、クサマキ

@本州南部、九州、四国に分布、本県にも

一部樟栽されている。

@常繰針葉高木高さ20~25m

(特徴)

葉はラカンマキより業の幅がJLく長くてJf*い、JllUlt呉株、Jltlg樹は秋に赤い実を

つけ後には紫色となります。

(扱い方の要点)

寒さに弱いので、宮山では寒風の当たらないところで利用される O 植え付けは

4-9月下旬ころまでは可能で、あるが、 5-6月が最もよし、。根があまりよくな

いものは元Jl日を入れないで追肥にしたほうがよい。

(病虫書)

ハマキムシ、カイガラムシ、アブラムシが発生します。ハマキムシにはスミチ

オン乳剤、アブラムシにはエストックかデープデレックス O カイガラムシはふ化

期にスミチオン乳剤を散布します。

(膏て方のポイント)

寒さや寒風に弱いので、!孔の当たらない場所に植えて、よく肥培をしましょう。

刈り込みも可能です。

(利用)

庭の主木として最適である。マツと違ってミドリ摘みなどの手間がいらない。

内筒形、-~対直などにもよい。

(その他の樹種)

ラカンマキ

原産は不明ですが、関東以西に植栽されている O イヌマキより葉が密生し、 '1'話

が狭し、。

寒さに弱く i暖地向きの樹木である。とくに幼樹は弱い。 混った土壌を好み、乾

燥地では衰弱する。樹陰性はよい。
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|マツ類
@マツは、日本で造富木として昔から重要

視されてきた。

@日本にも多くの種類があり、地はい状の

ものから高木までさまざまのものがある。

瞳クロマツ

@別名オマツ

@マツ科

@本州i海岸沿い、九州、四国に分布している。
@常緯鈴葉高木高さ30m

(特徴)

樹皮が灰黒色で老木では亀甲状に割れます。針葉は剛直で男松ともいい紫先は

さわると痛い。新芽は毛に包まれています。極|湯樹、 jjjj芽がない。土地を選ばず

乾燥にもi耐えるO

(扱い方の要点)

植え付けは、畑で養成されたものは

一年中取扱いできるが、とくに 3-4 

月、 10月一11月がよい。楠え場所は肥

沃な砂質土壌がよい。

マツ類は、手入れを怠ると全く値打

ちのない水になるので、 5-6月のミ

ドリ摘みと暮れのモミアゲは必ず毎年

行います。また、葉のないところから

芽吹きをしないので、業のあるところ

で切ります。肥料はいらない。

(病虫害)
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病害では、葉ふるい病、すす病が発生する O 葉ふるい病にはマンネブ剤を春か

ら数鴎かけるO すす病はカイガラムシを防除すればよい。虫害としてはマックイ

ムシ、マツケムシ、ハダニ、アブラムシが発生するO マックイムシ、マツケムシ

は、スミチオン乳剤を散布する。

〈利用)

公園、和風庭閥、景観樹、防風、防湖、神社、寺院などに多く利用されている O

凶季変わらぬ緑と雄大な樹形が楽しめる。日本式庭園の主木として品位と貫禄
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は絶品であり古くから多く使われているO

アカマツ

@自Ij名メマツ

曜塁本州、四国、九州まで[IJ地に広く分布している。

⑧常緑針業高木高さ30mo

信審本県ではihH1z500m以 Fに多く分布しています。
(特徴)

i樹j支が赤く、老木では下部からiu.rド状に割れる O 葉はクロマツよりキIHくt経くし
なやかである O 全体としてクロマツよりおだやかな姿をしています。女松といわ

れています。

|場樹で生長は平く鮒乾性が強く、やせ地でも育つが、 i初容や大気汚染にやや弱

い。級協樹。前芽がない。

(扱い方の饗点)

+直えイミjけなどは、クロマツにY¥I'じて行:えlまよい。

胞ではクロマツほど多く使われないが、赤い)JILと姿のやさしさから、独立木、

寄せ植えに使われ、品のよい明るさがあり、アカマツは女性的な優しい樹71~ を I:t

かしたイjコ.'Lて形にします。 !;i宇を素i直に伸ばし、校を強くはらないようにミドリ摘

みを強く行わないようにします。冬期には雪吊りを必ず行うようにします。

(痛虫害〉

クロマツにi手じて行う O

(膏て方のポイント)

水はけを良くするため高植えにします。クロマツと同様、ミドリ摘みとモミア

ゲは欠かすことはできない。

(利用)

公i羽、庭(主木、円かぶり)神社、寺院、記念樹などによい。

また防)!ft~;j;本などにも使われる O

霊童ゴヨウマツ

⑧別名 キタゴヨウ

⑧マツ科

⑧本州、九州、四国に分布している。

⑧常緑針葉高木高さ25m。

(特徴)

葉はクロマツ、アカマツより短く 5本束生する。樹形は円錐形で、モミ属によ

く似た形となる。樹形が美しい、樹皮は沈んだ感じの陪灰色で華やかさに乏しい

が落着いた雰囲気があるO
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(扱い方の要点)

生長が遅く、胞子十三に使えるものはかなり年月を安ーする O 他のマツ鎖より日除に

強い。日当たりのよい所を好み、校が日陰になると校枯れを起こすので一本立が

望ましい。植え付けは排水が悪いと桜ぐされを起こすのでi'，'ii;fil(えにします。 5J:I 

のミドリ摘みと11月のそミアゲは欠かせない。他のマツに比べて葉が短いので強

く摘む必要はない。

小校が常生するので、弱い枚、フトコロ校は抜いて全{本に枝葉バランスに配娠

します。

(病虫

クロマツにi\~ じる O

(育て方の要点)

混気と日i容をきらうため、場所を選んで1ft!えることが大切です。マツ士fiは弱っ

てもすぐに枯れることがなく、じわじわと弱杭れてくるので見てわかるころでは

すでに遅すぎます。

(利用)

自然樹形では、洋風の庭関や公開にも似合う O 庭では主木をはじめ、門かぶり

などにも使えますが、生長が遅いため庭植えより、鉢植えなどに多く使われます。

その他のマツ

・タギョウショウ(多行松)アカマツの変穏で、恨元近くで幹が多数分岐し、傘

7杉の枯Bf~になる O 私I高は 2~3rn にしかならない。

・チョウセンマツ(チョウセンゴヨウ) 日本のゴヨウマツに似る O

・ハイマツ 高地に自生し寒さに強く、日本庭閑の石付き、ロックガーデン

に使われます0

・ダイオウマツ 業の長さが20~40cmになります。 3 葉京生、移植倒雑です0

・リキダーマツ 高さ 20~30rn で、 3 ~震で、校っきはまばらです。

・テーダマツ 葉は 3 葉で長さ 15~25cm と長く乗れる。樹高40rn 0 

・パンクスマツ 2葉で茎が短く阿IJj直で、校や幹が[UJがり業が少ない 0

・カリプマツ 高さ 25~30rn 0 3葉。生長平く枚ぶりが良い。

など他にも多くの種類があります。
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|アオギリ

@アオギリ科

@中国、台湾、インドシナ、沖縄に分布し

ている。我が国全土に植栽されている。

⑧落葉広葉高木高さ15m

(特徴)

葉は長く、葉柄があり互生し、掌状に浅く 3-5裂で校先に集まってつく。 6

-7 刀に大型の Ig~jt花房をだし多数の淡黄色の花がi咲く。果実は、未熟のまま舟

形状に耳目し、て緑の球状の種子がつきます。樹皮は幼・中木は緑色、老木は灰白色

となります。

(扱い方の要点)

樹勢は強健で、、土を選ばず、 i車ilJ害、大気汚染にやや強い。 j出芽力が強く、強い

努定にもl耐えます。樹皮は傷つきやすいので移植時に注意しましょう。

(管理と手入)

この木は放任しでも良い樹形をつくるので管理はしやすい、できれば自然形で

育てたいが狭いところでは校を1J日りつめてもよい。

(病虫害〉

!1~得としてはワタノメイガ、マイマイガによって葉が食害されますので、デー

プデレックスまたはスミチオン乳剤を散布して駆除します。また病害では、褐斑

病が発生し葉に小さな褐色の斑点ができて全葉が枯死するので、 7月に発生した

らダイセン水干11斉IJ500倍液を数回散布します。

(利用)

この木は、庭木よりも、公園、学校、街路など広いところに列植すると見ごた

えがあります。
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⑧J'¥ラ科

@中国原産で古くから日本人に愛され、阜

春を告げる花として診重され、北海道か

ら沖縄まで槙栽され鑑寵されている。

⑧落葉広葉高木高さ 5~10m 

(特徴)

2~3 月ごろ、業がでる前に自または桃色の五弁花が聞き花柄がt\l し、。業は:TI~

生し、卵形、長さ 4~ 8 cmで、先が尖り、縁の紛1かい鋸l*Iがあり、業の1{[は軟らか

い。果実は 6月に黄熟する。

寒さに強く、性質も強健で、、日当たりのよい腐楠貨に寓んだ肥沃土がよい。

(管理と手入)

ウメは、腐楠質の肥料を十分与えないと徒長校がでやすい。栽培は比較的符易

だが、美しい関心自然、形に{bl:てるためには碍定が必要で、12~ 1月に長すぎる枚

を切りつめ、ふところ校を除いて陽光を入れるようにします。

「サクラ切るパカ、ウメ切らぬパカJ という言一某があるように、ウメは強い弗

定に耐え、 I涜芽力も強い。庭木としてのウメや、採果用のウメは、 12月下旬~ 1 

月に行うが、鉢植のウメは花の終わった直後に強く切り込みます。

庭木でも、枚数をできるだけ少なくするように仕立てると、樹令があまりたた

なくても、木の感じをつくることができます。

ウメは、 7~ 8月に花芽ができる。花芽のつきにくい徒長校は 6月でも生長が

ILまらない。花茅がつくと、業が内側に湾tlllするので、わかります。

施肥は、 12~ 1月に寒肥として堆杷、鶏糞など有機質肥料と化成肥料をすきこ

みます。

(病虫書)

病害としてこうやく病があり、幹や校に灰白色または沃褐色のビロード状のm
点を生じます。発生部分をナイフで削り取り、石灰硫黄合剤を 1~ 2閤塗布する

とよい。

縮業病は 4~ 5月に新薬が絡みます。炭癒病は業と実が佼される O この防除は

4~6 月にベンレートまたはマンネブダイセンを 10 日おきに散布します。

!U容は、ウメケムシが4月に発生し、校の又に天幕状の巣を張って業を食害し

ます。カルホス乳斉IJを10日おきに 2回ほとず散布します。

カイガラムシは、 12~ 1月にマシンirll乳剤を散布します。

4月に、スミチオン乳斉IJを2隠i程散布するとアブラムシの発生を防j除すること
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ができます。

(花つきそょくするコツ)

日l岳地や湿地はまず避けなくてはならない。花芽の形成が8月ころなので、森

に伸びた校は絶対に切らないことです。夏芽、秋芽をのばさないようにします。

(利用)

庭問、公圏、景観樹、添景樹、社寺境内などに利用されている O

鑑賞用として梅林が多くあり、庭にも主木として使われています。盆:栽も人気

があり、生花材料としても利用されます。

J手果用としての植栽も多い。

(ウメの種類)

ヤエシラウメ 花は白色か赤色で八重。

コウバイ 花は一震で赤い。幹も赤い。

リョウガクパイ 葉は緑で花は白色。

コウメ (シナノウメ)花も実も小形、花は白色一章。

キパナウメ

ザロンウメ

シダレウメ

花が淡黄色O

花が白色八章、突が集まってつく。

校が長く垂れるO

ガリュウパイ 幹や校が地面にはう O

ブンゴウウメ ウメとアンズの雑種、花は平八:m:で淡紅色、実が大きい。

このほか、関芸種が300品種以上になるといわれています。系統的には、野梅位、

豊後性、紅梅性、杏性の四つに区分されます。
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@マメ科

@中雷原産、北海道から沖縄まで檀栽され

ている。

⑧落葉広葉高木高さ15m

(特徴)

樹形は主幹から広く張った円形に近い形をつくります。樹皮は緑がかった褐

色、若枝は緑色、葉は立生し奇数羽状複葉、長さ15-20cmで、小葉は 9-15枚で

卵形をし先が尖り全縁。 7-8月に小校の先にI資生円ijt花序で黄白色の蝶形花を

多くっくります。実はジュズ状のくびれた果実をぶら下げる O

暑さ、寒さに強い。日のよく当たる、水はけのよい肥沃土がよい。前茅力は強

いが、努定は~~j し、方がよい。

(管理と手入〉

強健で、校がi'tlであり、柏栽後数年はそのまま育ててから樹形をつくる O 校を

整理したあと小枝をださせるため弱いせん定を繰り返すとよい。

移tilU土、小さいときはよいが、成水になると根巻きをしてから行います。

(癒虫害)

さび病が発生し、校や葉が褐変する O また枝や幹がコブ状になりマツなどの中

間寄生をする。

(利用)

葉が明るい!惑じで緑陰木としてよい。萌芽力が旺盛で形を繋えやすいところか

ら公問、街路、並水緑陰樹としては明るくて爽やかな感じのする木です。

中国では瑞祥木とされ門前に 3株植えれば、その家庭に瑞祥があらわれ富貴、

栄達に近づくといわれている。
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|カエデ類

@カエデ類は、北半球の温宇野を中心に150
~200種自生する。日本では約25種が自

生しています。モミジの形をしたものば

かりでなくいろいろな形をしているもの

があります。

カエデ類は概して寒冷な気候を好み、都

市環境に耐えられないものが多い。春は新芽、璽の若芽、秋の紅葉、落

葉後の枝撮りなど、さまざまな姿を楽しませてくれるモミジ、カエデは

欠くことができない。

カエデは蛙手の意掠で、葉先の裂け異合が蛙の手を連想させます。

関イロハモミジ

(タカオモミジ、イロハカエデ)

・九州、問国本州市部(太平洋側)に自生する 0

・搭業広葉高木 高さ10m0 

(特徴)

秋の紅葉ーが美しい。葉は対生、さま状に 5~ 7に深裂け、重鎖的、葉柄は長く淡

泊:色。崩芽力はあり、潮風に弱い。東北地方南部から九州、|まで分布し、なかでも

京都の高雄111の紅葉が有名です。日本でモミジといえばこれをきす程ポピュラー

な樹です。

(扱い方の要点)

排水がよい適潤な風当たりが少なく、空中温度の高い7J<.辺地が良い。

風当たりの強いところは、葉が傷みやすいので保護が必要です。

樹は l本1本個性をだすため努定をしないで育てたい。

(病虫害)

日ざしが強かったり、乾燥がひどいときに籾皮病、がんしゅ病がでます。直射

日光が当たらないよう配慮します。

うどんこ病がでやすい。また樹液に糖分が多いのでテッポウ虫の被害が多い。

そのほか、アブラムシ、カイガラムシも発生します。

(育て方のポイン卜)

昼夜の気温差のある空中j昆度の高いところがよい。一日中日ざしの強いところ

は紅葉aはキレイにならない。
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(利用)

公園、和風)定間、風致樹、添景樹とし使われています。

現t~趣を震んじる日本庭闘には、欠くことのできない樹種の一つであり。 I 本 1

本個性があるので規則的な配列は避ければよい。

この仲間に臼本海世[IJに多く分布しているイロハモミジの変穣で、葉がやや大き

く、 7~ 9開裂しているヤマモミジがあり、また、北海南道から九州までに分布す

るヤマモミジに似て、業が大きく、鋸lむが小さいオオモミジがあります。

関ハウチワカエデ

(メイゲッカエデ)

・北海道、本ナ1'1と四国のー音11に自生する O

・落葉広葉小高木 高さ10m。

(特徴)

業が大きく、天狗のうちわに見立てたものでこの名がつく。

葉は同心形で、径 7~12cm、掌状に浅く 9~1l裂し、縁はÆ鋸i宮、若葉は白い

綿毛が密生する o 4 ~ 5月に暗紅葉色の小花が咲く O

秋の紅葉ーはi!1!k紅色で、非常に目立つ。樹形は I本立では横に張ります。

乾燥地、尾根筋にも生えています。

(扱い方の要点)

イロハモミジぷ準ずる O 植え付けは、落葉後3日以内または春3月中がよい。

カエデ類は落葉中でも樹液の活動が激しく、校を切ったり、i'Rを薪Hったりすると
樹勢が弱くなります。

(痛虫審〉

イロハモミジに準ずるO

(湾て方のポイント)

イロハモミジ同様程度の温度のl高いところが生脊がよし、。

夏の乾燥期には、たっぷり水をかけてやり校を十分に伸ばすようにします。校

;葉がよく伸びないと秋の紅葉もくすんでしまいます。

霊童トウカエデ

(サンカクカエデ)

.中国原産で我が国に広く椴栽されている O

-落葉広葉高木高さ15m0 

(特徴)

主幹がまっすぐに伸び、校はカエデ類には珍しく水平に四方にでる O 大木にな

り、薬は浅く 3裂し、寒冷な地方‘では紅葉はきれいになります。 r場樹で生長が早

し、 O
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(管理と手入〉

カエデ類には珍しく、刈り込みに強い。根元に務葉を積んだり二i二待せすること

は嫌います。

〈病虫害〉

イロハカエデに準じる O

(利用〉

樹勢は強健で、都市の悲環境に耐えて育ち、 i釘芳三力も!在長年なのでfl、し、場所にtiIi

栽するとよい。 街路樹としてもよく使われている樹種の…つです。

関その他の種類

イタヤカエデ、ヒトツパカエデ、コミネカエデ、ミネカエデ、ミツデカエデ、

チドリノキ、ハナノキなどがある。
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私達は、葉の色は緑色だと思っていますが、正しくは縁色十黄色なので

す。つまり、緑の色素クロロフィルと黄色の色素カロチノイド(ニンジン

やカボチャの色素と同じ。)のものが混じっています。

秋に気協が下がってくると、クロロフィルが分解しでなくなってしまい

ますが、黄色はそのまま残っていることによるものです。



@別名ツキノキ

⑧二レ科

⑧本州、四盟、九州iや一部東北アジアに分

布する。

⑧落葉広葉高木 高さ30m

(特徴)

幹はi直立して、!よだ円形の樹話となるO 業は互生し狭卵形で先が尖り表はざら

つく o 1¥品樹。Ile;i天地を好み成背は速い。強い暫定にも耐え、 j駄に強いが大気的染

に弱く夏期に搭葉することがある O 潮風に弱い。

(扱い方の要点)

植え{寸けは、新葉がi出るr:ìíJ と lO~ll月が適

期である。場所を選ばないが排水のよい胞沃

地がよい。刈り込みは、ケヤキ本来の良さが

失われます。

(病虫害〉

l:ji木の場合は必要ないが、公圏、街路など

の多いところは、うどんこ病、褐斑病、紋羽

病などの被害があるので 4-4式ボルド-i夜

を散布する O

〈管理と手入)

とくに努定、整校の必要はないが、からみ枝、車校など樹形をみだす校は抜く。

施肥は、とくに必要なし、。成脊の悪いJ)Jj合は根の国りに講を掘り、有機質や化成

}肥料を施します。

(宵て方のポイント)

ケヤキの美しさは、樹冠は細い校がホウキ状が最もよい。そのためにも植栽場

所は広いところに植えたい。若齢のとき、よく徒長校を出すので、つけ根から切

り取る O また、夏の乾燥に弱く葉が褐変して落葉するので、潅水して敷ワラをして

やればよい。

(利用)

富山県ーでは屋敷林や山地に多く自主主しているし、よく植えられている O ケヤキ

は高く雄大な木であり、広い場所や公園、緑地などによい。街路樹にも多く取り

入れられている。

・ケヤキは、富山市の木として指定されている。
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lコブシ
@別名ヤマモクレン

@コブシ科

@北海道、本州、九州、四国の出地に自生

する。

@落葉広葉高木高さ10~20m

(特徴)

早春の3-4月に葉に先立って白い花をいっぱいに開く、モクレンに似ている

が、花がやや小さくて清楚な感じを抱かせます。花弁は 6枚で、ガクの下に必ず

1枚の葉をつけるのが特徴です。校はまばらで折ると芳香を放つ。秋には果実は

コブ状の塊となり長さ 7-10cmo中から赤い種子を長れます。

(扱い方の要点)

樹勢の強い木で、耐寒、耐暑性もあり、大低のところで植栽できる O しかしゃ

せ地や乾燥の激しいところでは十分な生育が崇めない。腐植質に富む肥沃でiii'Eil型

地がよい。日当たりのよいところは花づきがよい。移植は根が少なくあまり好ま

ない。

(管理と手入)

楠え付けは 4-6月、 10-11月がよい。腐植質の土を十分入れて高植えにしま

す。

とくに、整校の必要はなく放任

する場合が多い。狭い庭では小さ

く仕立てることもできる。整校は

花が終わった直後がよく、切り口

は接ぎロウかセメダインを塗って

腐敗蔚を防ぐ。施肥はとくに必要

ない。

(花つきをよくするコツ)

コブシは大きくなると隔年開花

になりやすい。花芽の多くついた

*狭い庭に適しだ仕立て方 /. 

秋は花芽を半分くらいに減らしてやれば、その後は毎年花をつけるようになりま

す。

〈病虫害)

うどんこ病が発生するので、 6-7月頃カラセン水手[J斉IJを2-3回散布すると

よい。害虫はカイガラムシとテッポウムシが発生するので、カイガラムシは 6月
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下旬頃にデナポン水干IJ斉IJ50またはスミチオン乳剤を 2回くらい散布します。テッ

ポウムシはマラソン乳剤などの原液を穴に注入すればよい。

(利用)

樹形は特徴的で単植でも十分鑑賞できるし、芝庭に合い、庭木としても十分に

使えます。鉢植盆栽にも利用できます。

(その他の種類〉

・シデコブシ(ヒメコブシ)庭木に広く使われ、自花で花びらが12~18枚つく O

花びらが少しよじれます。

・ベニコブシ シデコブシの花が淡紅色になったもの。

・タムシパ 山地に自生し、春、真っ先に白い花をつける。
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⑧JXラ科

⑧花木、落葉性高木、低木、北半球の暖帯、

温稽に広く分布している。

⑧花の美しいものは、 B本、朝鮮、台湾、

中層、ヒマラヤ地方に多い。

(扱い方の要点)

品種は非常に多く、大木になるものから小さいものまであるので、植える場所

によって品種を選ぶことが大切です。

理想的な場所は、日当たりで水はけがよい腐植費に寓んだ肥沃で耕土の深い場

所がよい。

植え付けは10月下旬 ~ll月、 3 月 ~4 月がよい。本県では春先がよし、。有機質

を十分入れ高植えとします。

層建ヤマザクラ

最も種額が豊富で、古くから日本人に親しまれていて、丘陵地の尾棋筋など陽

光の当たる場所に自生する o 4月上旬に、黄緑色、赤茶色の若芽とともに、淡白

色の五弁花をつける O

塁審エドヒガン群

本州、四国、九州、lに分布し、葉の出る前に淡紅白色の花を開く。ガク筒の下部が

ふくらみ、花柱、花柄ともに毛があり、小枝は車IHく、葉は長だ円形の毛があります。

これを母樹に小彼岸、十月桜、八重紅枝垂などがあります。

関カンヒザクラ群

寒桜、緋寒桜など紅色鏡状の花をつける、 j'll組、台湾などに自生します。

関ミヤマザクラ群

総の葉のなかに純白色の花を総状につけます。ガクの裂片が開花11寺に反曲するO

我が国全土の深山に分布します。一般にあまり栽培されていない。

・ソメイヨシノは、オオシマザクラとエドヒガンからできたもので、業に先立っ

て花が開き、淡挑色五弁花で、我が国で最も多く使われています(富山市松川

沿い。)0 
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(管理と手入)

「サクラ切るパカ、ウメ切らぬパカ」といわれるように、サクラは切口がふさ

がりにくいのでクレオソート、接ぎロウを塗る。

整校時期は12月から翌年2月までに行う。樹形は自然形がよい。

施肥はとくに必要ないが、弱ったり、やせ地では寒IJ担として有機質肥料を入れ

てやるのもよい。

(花つきをよくするコツ)

日陰や湿地を避けることが最も大切です。校を切ると樹勢が弱くなり花つきが

悲くなることがある。

(掲審)

・紋羽病 雑木や荒地あとに植栽すると発生しやすい。病苗は抜取る。ピ

ロールピクソンで土壌消毒してから植えるO

・こうやく病 幹や校に灰自色の斑紋状のこうやくが発生する O ナイフで忠部

を削り取り石灰硫黄合剤を塗布します。

・てんぐす病 細枝が密生して発生し、ホウキ状となり花が咲かなくなる O 病

校は切り取り焼却します。

(害虫)

アメリカシロヒトリ 5月下旬ー 7月上旬、 8月中旬-9月中旬の 2回発生し

ます。幼虫が葉裏にかたまっている間に切り取って焼くかデー

プデレックス乳剤で駆除します。

アブラムシ エストック乳剤で駆除します。

カイガラムシ 冬期間に機械油乳剤または石灰硫黄合剤を散布する。 6月下旬

一7月上旬頃にスミチオン乳斉Ijを散布しでもよい。

(ふやし方)

ヤマザクラ、オオシマザクラは実生による O 他の品種はほとんど接ぎ木でふ

やします。

フジザクラは挿し木でも活着する O

接ぎ木は、 3月下旬ごろに切接ぎをし、 8月一 9月中旬は芽接ぎを行う O

(移植)

あまり移植を好まない。もし行う場合は、 1年程前に根回しをして移植する

ようにします。

目通り 10cm以上のものは移しでも成果はあまりよくない。

惜しいようだが切り倒し、小苗を被えた方がよい。

(利用〉

庭木には、あまり使われないが、もし入れる場合は中型以下の水を選ぶこと

が大切です。

街路、公開、堤防などの公共繰化に多く使われます。また一歳ザクラや、小
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12!のサクラは鉢柄、盆栽にも仕立てられます。

(その他の種類)

・オオヤマザクラ 本州中古11以北、北海道、サハリン等に分布し、ヤマザクラよ

り寒地で育ち、花は紅色0

・ヵスミザクラ 葉柄や葉裳に毛があり、裏而に白味がない。サクラで、最も古

い閤芸税 0

・ォォシマザクラ 伊豆半島、大島などに分析liし、花は白色で赤I床がなく、ガク

(その他)

も緑色で鋭的がある。樹勢Lが板めてfI王盛。業は桜餅を包む楽

に利用される O

この種を母樹に多くの開芸種がっくり出されています。

イチョウ、フゲンゾウなど200稜。

・花色 サクラは紅色系(しミわゆるサクラ色)が大部分であり、白色がそれに続く

黄綜色ここ穆金、街j衣黄など。

紛1:紅色=台湾が1:絞、琉球緋桜、祭料1:桜などがあります。

・花弁数 サクラは普通は 5枚であるが、半八王立、八重等で、 8~120枚くらい

と多い。

兼六回菊桜は一つの花で200枚以上の花弁がつきます。

・花の香り ヤマザクラ系のものは、ほのかな花の匂いを持つ。駿河台句、滝匂

はよく匂う O

業も干すと香りがします。

・桜湯に浮かべる花 フゲンゾウ、松月なととの八重桜の花を使います。
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|サルスベリ
@別名 ヒャクジツコウ

@ミツハギ科

@中国南部原産で本州、四国、九州、沖縄

に横栽されている。

@落葉広葉高木高さ?~12m 

(特徴〉

つやのある木肌が美しい。 7月-9月ころ淡紅色、白色などの花がつぎつぎに

今年伸びた校の先端に集めて大型の円錐花房をつける O 葉は互生し、だ円形、長

さ3-6 cmで、柄がない。

(扱い方の要点)

i暖地性の木だが耐寒性があり、本州、l全体が椴栽可能です。やせ地や白陰以外な

らよく生育します。適地は有機質に富む肥沃な視il現地がよい。

(響理と手入)

植え付けは、一般にサクラの咲く頃から 5月中旬までがよい。高植えにします。

大きくなると自然に樹形をつくるが、整校する場合は冬期がよい。太校を短く切

りそこから新梢を出させると花つきが多くなります。施肥は寒肥として冬期間に

堆Jj~，落菜、鶏糞などを根元にやればよい。

(花つきをよくするコツ)

日当たりの思いところや、やせ地でも花が咲かないことはないが、花房が小さ

くなります。整校は12月から翌年 3月までに小枝や 3cmくらいの枝まで切りつめ

ると花が大きくなります。

(病虫害)

春から夏にかけてうどんこ病にはカラセン水和剤を106おきに 2-3閤散布す

るO また 6月下旬ー 7月上旬にデナポン水和斉IJを2-3回を散布すればすす病も

あわせて防げます。アブラムシにはデイプテレックスを散布します。

(利用)

庭木、公開樹、街路樹、鉢植、盆栽などにも利用できます。

(その他の種類)

シロサルスベリ

ムラサキサルスベリ

白色の花をつけます。

淡紫色の花をつけます。
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|シラカバ
一

@別名シラカンパ

⑧カバノキ科

@北海道、本州の中部以北に分布する。

@自本海側では富山は南限。

@落葉広葉高木高さ15~20m

(特徴)

樹皮は白く美しい。光沢がある明るい緑色葉。 1(~1二し、先が尖ったJtだ円形が

多い。防樹。土地を選ばないが、乾燥または向陽地によく生育する O 生長が速い

が大気汚染に弱い。算定を好まない。

(扱い方の要点)

寒さには強いが暑さに弱い。本県では海抜400m以ヒでは育てやすいが平野部

では生理障害がでやすく育てにくい。

植え付けは、新茅のでないころか、秋は10月一11月がよし、。用土としては腐植

質にliYむi自治!な土が適しています。
(管理と手入)

枝を切ることを嫌う O どうしても切る場合は、校の途中で切

らず校の元から切り落とし、セメダイン又は接ぎロウを塗って

腐敗T!iiの佼入を防ぐ。また夏期jの根元の日射を紡ぐため、数き

わらなどのマルチングをします。

(癒虫書〉

根元にテッポウムシが穴をあけるので恨元にゴミなどをi泣か

ないようにする O もし穴をあけていたら針金で突き殺すか、ス

ミチオン乳剤を入れて穴を土でふさぐとよい。

(利用)

授の切り万

l:iifi(fでも群椛でもそれぞれのよさがあり、幹の自さは庭の主木ともなる。自然

抄j形で育てるのがよい。芝庭にもよし、。
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トチノキ

@別名クリトチ

@トチノキ科

@北海道、本州、四菌、九州の山地に自生

する。

@落葉広葉高木高さ35m

@本禦利賀村に冨指定の天然記念物が2本

あります。

(特徴)

L1Jへ入って沢治いに大きな木と大きな葉を茂らせているトチをみると、安らぎ

を感じます。

iifr芽は褐色で、ねばねばしたものに覆われている O 業は対生で大型の掌状複葉

で5-6枚あります。若校の先端に長さ20cmくらいのドj錐状の白い 5弁でやや紅

!床を帯びた大きな花をつけます。 I~会樹。 ょ!:長速い。努定はできるが、移植困難。

果実は丸く、 10月に熟し、クリ大の実をつけます(食用)。

(管理と手入〉

土は、やや湿気のある深い土擦を好み、やせ地、乾燥地を嫌う。

除樹で、小さいうちは日陰でも育つが、花つきをよくするためには臼当たりがよい。

耐寒、耐雪性は大きい。初期生長はよくないが壮令期はよい。萌芽力は強い。

(利用)

一般家庭の庭は不向きですが、もし入れる場合は、刈り込みをして育てます。

公園、学校、並木、街路樹にもよい。

(その他の種類)

・マロニエ(西洋トチノキ) ヨーロッパで庭問、公闘、街路などによく植えら
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直竺切干
⑧別名シャラノキ

⑧ツバキ科

⑧本州の関東以南、西国、九州lの山地に自
生する。

@落葉広葉高木高さ10~15m 。

(特徴)

6月一 7月ころツバキとよく似た白い五弁の小さな花をつける O れな楚で、美しい

が花期jが短い。樹皮はつるつるした灰赤褐色で、全体として品がよい。表1mには
綿毛がtfX~ドーする O

(扱い方の要点)

樹勢が強く、とくに注意することはないが、乾燥の激しいやせ地は好まなし、

!街地質に富んだ混潤で空中温度の高いところがよい。群績や混紡をし、 fl~元に

射白光カf当たらないようにしたい。

(管理と手入)

植え付けは落葉期間!ドがよいo j:jUl巴や腐葉土とト分すき込んで土壊温度を高め

てやる o1:1二、工てる場合枝先をつめないで、付け根から切って自然樹形をくずさな
いようにします。

(病虫害)

とくにない。

(花つきをよくするコツ)

小さいときは花をつけないが、ある程度の大きさに達すれば花をつけるように

なります。花はiIIi年生校の短校の先端につくので、冬期間に枝先を切ると花芽を

切ることになります。

また、隣接木の日陰になると花つきが悪くなるので日が当たるように燐接木の

校切りをしてやればよい。

(利用)

やさしい優雅な木であり、庭木として多く利用されています。また、落葉樹の

なかではブナとともに盆栽にも適した木です。

また、茶花としても使われ、茶庭には最適です。

(その他の種類〉

・ヒメシャラ ナッツバキより花や業が小さく、佳2cmくらいの白い花をつけま

す。樹皮が'Jlt褐色で光沢があり、秋の紅葉が美しい。
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直切り
@パラ科

⑧北海道から九州までに分布する。

⑧落葉広葉高木高さ 9~10m

(特徴)

ナナカマドの緑は淡く軟らかい感じがあり、庭問樹としてよく利用されていま

す。来実は球形、 5万一 7月に小さな五弁花をつけ、:葉は立生し奇数状複葉で 9

~15枚あり長だ円形で、長さ 3 ~ 7 cm 、縁に鋸1~があり、秋の紅葉は美しい。

(扱い方の要点)

ナナカマドはi高山性のものとされているが、平地でも大木をみかける O 樹勢も

強く生長も早い。土壌を.~ばないが、腐植に富んだ混潤地で日当たりを好む。耐

袋、耐雪性にも優れている。

植え付けは、落葉期間中がよいが春先芽がでる直前が最もよい。域:把などを入

れ土壌温度を高めて植えます。

(管理と手入〉

放任して自然の樹形で育てるのが最もよい。枝を切りつめず不用枝を付け根か

ら抜くようにします。整校は落葉期間中に行います。

〈実つきをよくするコツ)

やせ地や日陰でないかぎり一定の時期がくれば結実します。実生で、育てると十

年あまりかかります。

ナンキンナナカマドは 3~ 4年で実をつけます。

(錆虫害)

平地では病虫害がよくつく木で、平地で育てにくいのもこのためです。

うどんこ病、黒斑点病は、カラセン水和斉IJなどで防除します。

アブラムシ、ハマキムシ、ミノムシはスミチオン宇L斉IJなどを昔士;(fiします。カミ

キリムシの幼虫は、スミチオン乳剤の原液を 1~ 2滴注入して土でふさいで殺虫

します。

(利用〉

庭木にはナンキンナナカマドがよい。洋種ナナカマドは実つきがよく栽培しや

すい。芝庭、洋風の建物によく調和します。最近街路樹としてよく使われていま

す。実がよくつくので小鳥の給餌木になります。
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ニセアカシヤ

@別名ハ1)工ンシ'ュ、アカシヤ

⑧マメ科

@北アメリカ原産で、北海道から沖縄まで

広く樟栽されている。

@落葉広葉高木高さ15m

(特徴)

生長が早く、やせ地でもよく育ち砂防用、肥料水として植栽されている O 日当

たりのよいところを好みます。 Wi芽力も強く弾定も可能です。校にはトゲがあり

ます。

主幹が通直で狭長な樹形になりやすい。羽状複葉の小業は小さく開いて軽くて

iltiく、さわやかな感じを受けるO 花は白い房状の花が下垂する O 香気があり、輩、

源植物としても震要です。

(病虫害)

比較的病虫害が多い。若いときはあまりなくテッポウムシの幼虫くらいである

が、成木になると校枯れや根に腐食菌がつき倒伏したりしま-90 新しい校をださ

せたり、土壌消毒したらよいでしょう O アブラムシも 7月ころ発生するのでマラ

ソン乳斉JJを2~ 3悶散布します。

(利用)

新葉のさわやかさや香りのよい花がついてよいのですが、木のもろさ、 トゲが

あり管理が容易でない。しかし街路樹として多く利用されている O 早期に緑化し

ようとする場合によい樹です。

(その他の種類)

・トゲナシニセアカシヤ ニセアカシヤをやや小型にした形の樹木でトゲがごく

小さい。 潮風に強く、傷ついても回復が速く、海岸の

風致木として使われている O 街路樹としてもよい。

・パラソルニセアカシヤ 樹高が 3~5mで、自然に円形の形をつくり、小校が

多く:京が密生する O トゲがなく、花が咲かない。
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lハナミズキ コ
⑧別名 アメ 1)カヤマボウシ

@ミズキ科

@北アメリカ原産で、尾崎元東京市長が明

治45年サクラを寄贈した返礼として、大

正4年渡来した。

@薄葉広葉高木高さ 5~10m 

(特徴〉

4 ~ 5月頃、小枝の先に自または赤色の花弁状をした 4枚の大きな総高をつけ

中心部に黄緑色の小花が集まって咲きます。

果実は秋に深紅色に熟し、葉の紅葉とともに美しい。

葉は対生し、だ円形で鋸歯がなく裏面は白色をしています。 誼!貯・横張型で臼

本人好みの樹姿である。最近人気の高い樹木です。

(扱い方の要点)

耐寒性があり、平日陰でも~t:.宥しますが、土質はJm;植質に寓んだ'l~沃な湿潤地

によく育ちます。生育やや遅く、移植は四百ltです。

(管理の手入)

植え付けは、落葉期間中がよい。新:芽がでてからの植え付けはやめたい。整校

はとくに行わなくてもよい。こみすぎた校を抜く程度でよい。樹木自体が自然に

樹姿を整えます。

施肥は、寒肥として根元へ化成肥料を 3握りくらい施す。

(病虫審)

うどんこ病が発生するので、発生したらカラセン水和斉IJか水和硫黄斉IJを10日お

きに 2~ 3国散布します。

(花つきをよくするコツ)

やせ地、日陰地は花つきが悲い。一般によく花をつけるが樹勢が弱ると隔年結

果をおこしやすい。

実生で開花まで 5~ 7年かかります。

(利用)

庭木のほか、公菌、学校、街路樹などに広く利用されています。秋の紅葉も美

しい、鉢植えは花つきが悪いので不向きです。

(その他の種類〉

・ベニバナハナミズキ(チェロッキーチーフ)紅色の花をつけます0

・シダレハナミズキ 枝が垂れ、花は白色。
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lハルニレ
@別名コブニレ

@ニレ科

@北海道、本鮒、四園、九州に分布する。

⑧落葉広葉高木高さ20~30m

@北海道大学の構内のエルムの*は、この

木です。

富山でも細入村稔原の神社に大木が数本

あります。

(特徴)

葉は互生し、長さ 3~12cmの倒卵形またはだ円形で先が尖っている O 表i白i は|情

緑色てざらつく。縁に重鋸I者があります。

寒さには強く、強健な木です。若いときは樹形は乱れやすいが老木になると堂々

とした風格がでる木ですから広いところで育てるとよい。

幹や枝にニシキギのような翼ができます。|場樹。移植やや悶難。

(管理と手入)

普通の土壌でよく育ちます。樹勢も強く、 I潟芽力もあり、せん定にも耐えます

が、自然形に育てるのがよい。

植え付けは、春3月一 4月上旬ころがよい。繁殖は実生です。

(病虫害)

とくにない。

(利用)

ケヤキと同様、街路樹、公聞、並木などと緑陰樹として適した樹木であり、北

陸地方ではあまり使われていないがもっと使ってもよい木であろう O
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@日目名 タイワンフウ

@マンサク科

⑧中盤中南部、台湾原産で、本州(中部以萄)

四国、九州などに多く植えられている。

@薄葉広葉高木高さ20~25m

(特徴)

円錐形にや)1ぴる樹形が美しく、端正で、品のよい大木となります。

木却しもよく、王子滑で灰褐色で老木では黒褐色になり紅葉が美しし、。特別な乾燥地

以外はよく育つ。

生長が速く、萌芽力も強い。土壌は肥沃のところを好み、潮風に弱い。移梢は

成木になるとややむずかしい。

(管理と手入)

この木は広いスペースで自然形で育てると美しい。しかし、狭いところでもせ

ん定が容易なので利用することが7可能です。せん定は弱自の方がよい。

(病虫審)

とくにない。

(利用)

寒さに弱い木であり、平野部で育つがLL!r淘部では生長が劣ります。公図、街路、

景観樹、椴木などに使われています。

弱いせん定で整った姿に仕立てられます。

公開や広場に単植や、芝生にもよく合う O

(その他の種類)

・モミジパフウ 葉がモミジに似て 5裂し、樹形はタイワンフウによく似ます。

大木になり、長だ円形の直立した端正な形をとります。晩秋は

桂→赤→赤紫色と色変わりします。若い校はコルク質の稜がで

きます。

B当たりのよい肥沃で適i切な土壌を好み、乾燥に弱い。

(病虫害)

とくにない。

(利用)

広い芝生広場で単植するとすばらしい。また群植でもよい。遠くから眺められ

るようなところがよい。せん定によって樹形をコントロールできるので狭いとこ

ろでも使用できる。街路樹としてよい木です。
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|プラタナス
@落葉広葉高木

スズカケノキ、モミジパスズカケノキ、

アメリカスズカケノキの 3種類があり、

何れも日本に櫨えられ大木になっていま

す。

覇軍プラタナス

@別名 スズカケノキ

@西方アジア、高欧原産。広く我が固に槌栽されている。

@落葉広葉高木高さ 20~50m

(特徴)

樹皮は大きくはがれる O 白と緑のマダラ模様となる O 葉は有柄掌状で 5-7深

裂ーする。

(管理と手入)

防総で生長が早い。崩芽力が大きく刈り込みができます。

植栽は容易です。煙害に強いが、潮風で一菓先が赤禍色になる O また、アメリカ

シロヒトリが発生すればスミチオン乳剤を散布し、カミキリムシの幼虫はスミチ

オン乳剤の原液を患部に塗布する。

(利用)

公悶や街路によい。我が国の街路で最も多く使われています。

(その他の種類)

翻モミジパスズカケノキ

アメリカスズカケノキとスズカケノキの雑種で樹勢が強く、土壌はとくに選ば

ないが極端な乾燥地や湿気は避けた方がよい。日当たりを好み、大気汚染に強い。

せん定にも耐えます。

盤アメリカスズカケノキ

樹皮は、下部でも皮がはげない資自色。大木はユリノキ状の肌になる O 大気汚

染にあまり強くないので都市の街路樹に向かない。

葉裏に細毛が多く、幼葉から成葉になるにつれて落毛し、風などで飛散した毛

を吸い込んでアレルギーを起こすことがある O アメリカスズカケノキにとくにこ

の害が多い。
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|ホオノキ
@別名ホオ、ホウパノキ

@モクレン科

@北海道から九州まで分布している。

@落葉広葉高木高さ20m

(特徴)

校は太くてあらい、枝先につく新芽は太い。花はタイザンボクに匹敵する大き

さで芳香があり、上向きに咲きます。果実はパイナップル状で熟すと赤い突が飛

びだす。業が大きく長さ30cmを超す。大きな葉と白い業裳が特徴的です。

(管理と手入)

111地に自生している場合は樹誼I隔が狭いが、孤立木にすると円形に近い形とな

り、校は太く、崩芳三力もあるがこの木の幹や太い校を切ると、樹形がアンバラン

スになるので自然に育てたい。土質は肥沃な適湿地がよい。

(病虫害)

すす病にかかり易いので、その朕国であるカイガラムシを駆除すれば回復する O

冬期なら石灰硫黄合剤又は機械油乳剤を 2-3回散布します。夏の、ふ化期の6

月下旬-7月上旬にスミチオン乳斉IJを散布します。

(利用)

この木のように大きな葉で大きな樹木は少ないので独特の雰囲気があるが、デ

ザイン的に使い難い木である。逆に上手に使えばおもしろい。

公聞や緑陰樹に使用されます。
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|ポプラ
@ヤナギ科

@原産地は不明。北半球に30種以上が分布

していて、日本全土に多く植えられてい

る。

@落葉広葉高木高さ40m

瞳口ンパJレディポプラ(イタリアヤマナラシ)

一般にポプラといわれているのはこの木です。

(特徴)

高I!Iい円柱状に空高く伸びる樹形と明るい紫色で人気がある O 新緑と秋の黄葉が

美しし、。短命。風害に弱いo D目Ujt異株。

(管理と手入)

適地は肥沃で適潤な土地を好み、乾燥地や湿地では衰弱する O 風に対しては崩

そうであるが、土撲のょいところでは倒伏しにくい。しかし、校は老令に達する

と折れやすく、「ドカ雪」で大被害を受けることがあります。

(病虫害)

病虫害の多い木であり、根元へのテッポウムシの幼虫に注意し、発生したら針

金で殺すか、スミチオン乳剤原液を注入し土でふさぎます。

褐.fhE病、業さび病には、ダイセンステンレス500倍液を発生期から 2週間おき

に散布します。うどんこ病はカラセン水和剤、すす病は原因のカイガラムシを防

除します。

(利用)

細く長い高木として単木でも使えるし、列植、並木様、小群落植しでもよい。

平地における水平的なへだたりをもって植えるとよい。根元には、低いものに

よるカバーリングをすれば美しい。公園、街路樹、水辺植栽などによい。

(その他の種類)

掴アメリカヤマナラシ

イタリアヤマナラシの原種で性質もよく似ている O 高さが25~30m に達し、直

径は 1mに達する O 横への広がりは他より大きい。樹形が乱れる O 北海道大学の

ポプラ汲水は、この木です。

103 



層調カロリナポプラ

アメリカヤマナラシとヒロパハコヤナギの自然交雑種で、校は横に張り中広の

樹形になります。 !t長が早いので、急速な緑化をする場合はよく使われる。問日本

に多く使われています。

瞳ギンドロ〈ウラジ口ハコヤナギ)

若葉、芽の白い綿毛、葉裏が風によってひるがえると美しい。葉は普通のポプ

ラより切りこみがあります。病気は暖地では発生しやすく育ちにくい。幹はi在jj:

せず屈曲しやすい。

Q 、商洋アジサイ(ハイドランジャー)の花色をきれいにするためにどう

したらよいか。

A、アジサイは花色が変わりやすい。さえたきれいな色を出すためには、

青色種は一株当たり、ピートモス、バケツに 3杯、硫酸アルミニュームかミ

i ヨウパン100gを土と封、て植え込むとよいo _ ， • • ， • . ，，_  •.•. ， _ ， ~ ~ 
i …一場合は ~~E~6e~~tl<ì~~M~るとき j
れいな花になります。

持n'"世<fn匂n%Th均n%Th均百均四均百均百町田有百均百句百勾百有町%Th均百持宮古均百句百均百~町勾百持田町百%百句官官均百均百有田町羽町，，9

川
出



⑬別名シモクレン

⑧モクレン科

⑧中露原産で古くから北海道から沖縄まで

植栽される。

⑧庭に撞えられる代表的な花木です。

@落葉広葉中高木高さ 4~5m

(特徴)

4 -5月ころ葉に先立って、暗紅紫色の筒形の半開きした長さ 8-lOcmの花が

枝先に上を向いて咲きます。花弁は 6枚。業は互生し広倒卵形長さ 8-ZOcmで、業

先の尖りは短い。少し芳香があります。 i湯t~j 。

(扱い方の要点)

丈夫で大低のところで育ちます。土質はあまり選ばない。半日陰でも育つが、

日当たりのよい腐植質に寓んだ把沃地がよい。根に殺II根が少ない。

(管理と手入)

JLい庭なら放任しでも自然樹形でよいが、狭い庭なら高木になるハクモクレン、

サラサモクレンは 3-4年に一度花の終わった直後に太い校を切りつめて樹形を

つくり査すようにします。

萌芽力が強いので夏から秋にかけて新梢を多く発生するので、冬期的]に校を整

理する程度とします。移植はやや閤難な樹で、もし行う場合は前年に幹巻きをす

るようにします。

乾燥をきらうので夏期は敷ワラ、潅水を十分に行います。

(花つきをよくするコツ)

やせ地や臼l岳地では校があらく細く、花つきが悪くなるので適地に結え直して

やればよい。

花芽の形成は、 5-6月に行われるのでそれ以降の努定を行わないようにしま

す。

(利用)

公園樹、庭開樹、寺院に利用されている O 鉢棟、切り花にも多く使われる。春

の!定木として一本は欲しい木です。
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@ツバキ科

@本舛i関東以南、四盟、九州、沖縄、中国、

東甫アジアに分布する。

@庭木の王といわれ、とくに気品がありま

す。

@常緯広葉高木高さ 8~12m

(特徴)

業は長だ円形で互生し、縁に鋸摘がなく、業は厚い。葉柄は骨子紅色をしている。

7月に淡黄白色の小さい五弁花が長い柄の先に下向きに咲きます。果実は球形で

11月ごろ赤く熟し赤い種子がつきます。 I食樹で生長はやや遅い。移植ややlきI9l11'。

大気汚染に強い。

(扱い方の要点)

j定木としては、モチノキと同じ扱いがよく、モチノキよりやや寒さに弱く植栽

は;知11県の平野部は北|浪です。

植え付けは 5-10月で、真夏は避けたい。土質は粘質で、肥沃なiilEilMJ地へ植える

と枚も衡にしまった樹形になります。

(管理と手入〉

樹形は半ば放任しでもよく整えるが、小校が衛生するので校抜きを年 1-2匝

行いたい。

整校の時期は、 6-7月と11月の 2回行います。

(病虫害)

モチノキと同様ですが、ハマキムシが多く発生するので、注意します。

(利用)

この木は樹令を経るに従って風格がでて

くる木で、昔からモチノキと並んで庭木の

王とされる O 他の木との混植を避けたほう

がよし、。洋風の庭にもよく調和します。

校が横へ張るので狭い庭に向かない。校

l隔を狭く仕立てることはむつかしい。また

萌芽力があまりよくないので生垣には向か

ない。
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|ヤナギ類

@ヤナギ科

@北半球の温帯、亜寒帯に分布し、自本に

は約100種の品種、蛮種がある。

国シダレヤナギ

@中国中南部に分布し、我が圏全土に植栽されている。

@落葉広葉高木高さ10-15m。

(特徴)

中国から古い時代に渡来し、現在北海道からi'll縄まで造閤木として、湖畔、水

辺の風致樹、並木、街路樹として広く植栽されいます。雌雄異株、日本にはJltit*
はないO

業は、披針形で長さ 7~ 12cm、!隔4~lOmm、鋸歯があり禁裏は白っぽし '0

小校は柔軟で下垂する。樹形は銭形。

(扱い方の要点)

ヤナギは水湿地に適し、陽樹で生育が早い。大気汚染に弱く、夏落葉する O 植

え付けは11月から翌年4月までがよい。湿地にも強いが、適地はやや粘質で肥沃

な混潤地。日当たりのよい場所を好みます。移植はやや困難色。崩芽力があり強暫

定にも耐える O

(病虫害)

うどんこ病が発生するので、カラセン水和剤を 1 週間おきに 2~3 回散布しま

す。

5 ~ 8月に発生するハムシは業を食害するのでディプテレックス乳剤で駆除し

ます。そのほか、カミキリムシやアメリカシロヒトリの幼虫が発生するので、ス

ミチオン乳斉IJまたはデイプテレ 7クス乳斉IJを数布します。

〈湾て方のポイント)

4 ~ 5年自由に伸ばして幹を太らせてから校を切りつめればよい。校下 2cmく

らいにして枝を出させて長く垂らすと美しい姿になる。校は途中で切らず棋元か

ら切ります。

(利用)

公園、街路樹、並木などに多く利用され、盆:栽にも仕立てられる。庭にも努定

して入れることも可能です。
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(その他の種類〉

関コリヤナギ

朝鮮IJ;~iAri.で校は柳行李をつくる材料であることから名づけられた。

水辺に栽培されている落葉低木。校は直立して伸び、葉は対;:1ミまたは三輪生し、

IL線形で縁に鋸j~まがない。

ウンリュウヤナギ

中国からシベリアに分布するペンギンヤナギの閏芸棋で、校は上向きし、校や

:葉が屈IJtIし、ねじれるO 葉は線状で、披主l形で下而が白みを千ifびます。

(取り扱いの要点〉

臼当たりのよい水湿地を好むが、乾燥地でも良く育ちます。

(病虫害)

シダレヤナギ、にヰ主じる。

(利用〉

シダレヤナギ、に当主じるO

機ネコヤナギ

日本各地の川沿いに生え、アジア東北部に分布している落葉低木。業は瓦生し

て、披針形、縁には鋸歯があるO 裏而は灰白色で毛が残る。花は 3~ 4月業の出

る前に咲き、花穂に白い絹毛が密生する O 和名は花穏を狛の尾になぞえたもの O

n
H
U
 
nu 
l
 



型空軍ーゥシ
⑧別名ヤマグワ

⑧ミズキ科

コ
@日本、朝鮮、中国に分布している。我が

国全土に植栽されている。

@落葉広葉小高木高さ 5~10m

(特徴)

本県の低山地千ifの谷間にも自生している O 水一千に{ヰlひ守た校に春先上lI:iJきに白い
花をたくさんつけます。花に見えるのは也で4枚つけます。

葉は卵形で対生し、先端に向かつてわん118した葉JJ!Rが目立つ。業縁は前縁で波

を打っている。秋に紅葉します。果実も秋頃いちご状の突が赤熟し食用になりま

す。

(管理と手入〉

土地を選ばないが、日当たりの良い適ilMjな肥沃土がよい。弱定はできるが弱く

行つ O

(病虫害)

とくにない。ケムシ類には葉の食害がありますが発生したら、デイプテレック

ス乳剤を散布します。

〈利用)

努定による整形がむつかしいのであまり狭いところで植栽は閤難であり、公図、

添景樹、庭木などに多く使われています。古くから茶花として利用されています。
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ユリノキ
@別名 ハンテンポク、チューリップツ

リー

@モクレン科

@北アメリカ東部原産で、北海道陣部、本

州、四圏、九州などに植栽されている。

@落葉広葉高木高さ20~30m

(特徴)

幹は直立して大木になります。樹形が長方形で美しい。葉は長い一葉柄があって

瓦~!三し、大型で、花が 5 ~ 6月頃咲く。生長が早く適i様性を好むがやや耐乾性もあ
ります。業の形がはんてんに似ている。花はチューリップ形。!場樹。移植阿賀jfr。

(扱い方の要点)

ti~え付けは 10月中旬、 5 月上旬がよい。根が太くあらい。粘質で肥沃な地を好

み、日当たりのよい場所が理想的です。努定も可能で3月中がよい。放任すると

大木になるので広い場所でなければ植栽がむつかしい。

(病虫審)

とくにないが、テッポウムシ(カミキリムシの幼虫。)の被害を受けることが

あるののでιH殺するか、 6~ 8月にスミチオン乳斉IJを散布します。
(膏て方のポイント)

自然樹形で育てるのが最もよい。

庭木として取入れる場合はあまり小

さいうちから切り込まないで、樹高

が4~5m くらいになったときに整

校し、太い校を 1mくらいの間隔に

配置し小さい枝を切る O 自的の高さ

まで育ったところで稿、を切って芯を

とめるとよい。

(利用)

庭木よりも公屈など広い場所によ

く似合う O 街路樹にもよい。他にない明るい感じの木で緑陰樹にもなり、葉の形

もおもしろい。花もかわいいので、洋風の建物にもよく謂手f]します。緑陰樹。記

念樹、景観樹にもなります。
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|イチョウ
@イチョウ科

@中居館産で、古くからB本番地に植えら

れている。

@落葉針葉高木高さ30m

(特徴)

葉は扇形で先端に割れ目があり、柄が長い、校は短校からl洋がってつく。長い

校もあるがこの場合は互生している。雌雄異株。

生育が速く、寒さに強く、火にも強い。せん定にも強く、大気汚染にも強い。

稜子はギンナンとなり、それを包む果肉は忠臭を放っ。

(扱い方の要点)

移植は容易であるが、高木になるので庭木には向かない。値え付けは日当たり

のよいところがよく、土質を選ばない。

イチョウは自然の姿が最も美しい。しかし街路に植える場合等は、刈り込まな

ければならないが、細かい校が出やすいのでこまめに取ります。

施肥は、必要ありませんが、黄を美しくする場合は、リン酸、カリ肥料をやれ

ばよい。

(病虫害〉

ほとんど発生しない。

〈育て方のポイント)

ふやし方は、実生、挿し木、接ぎ木で行う O

緑化用は挿し木 (60cmくらいのもの深ざし。)、実生など。鑑賞用の斑入、鉢物

は接ぎ木による O

移摘は、 3-4月か落葉後の11月、この11寺JtJjは5mくらいのものまで根鉢づく

りをしなくてもよし、。

庭へ入れる場合は、 2-2.5mくらいのものがよい。下校を十分残し、小校を

出させる。大きくなると上長生長がよく、下校が伸びにくく、仕立てるのはむつ

かしい。

(利用)

公園樹、街路樹、神社、寺i涜など広い場所によく{交われます。

実はギンナンとして食用になり、材は、マナ板、手L1IJ員の仕立台、将棋盤などに

利用できる。

氷見市上日寺のイチョウ(天然記念物。)は有名である O
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|メタセコイヤ
⑧別名アケボノスギ

⑧スギ科

⑧中国田川省原産で昭和30年ごろ日本に入
り広く植栽tされている。

⑧落葉針葉高木高さ推定40m以上

(特徴〉

Pl錐形の整った形で、生育が絞めて速い。葉はさわやかな若草色の新緑、秋の
紅葉は赤褐色、黄色で美しい。葉lま扇平な針一状業で対tf三につく o 1;，射封。

(取扱いの要点)

余長が平く校が太くなりやすい。水温まtl!，で、よく育つ。乾燥地ややせ地では育ち

が悪い。潮風に弱い性質があります。風で折れやすいので強風の当たる場所は避

けます。

幹が直立して校もまばらで明るく、他の針葉樹にみられない特徴があります。

(病虫害)

とくにない。

(利用)

樹の特徴を生かして、玉12:地に群植、近代的などルデイングなどの並木植え、水

辺の桶栽によい。

狭い庭でも円筒形に刈込みを行えば使えるが 4般的ではない。

施設などで自然形で仕立てる場合は建物から 5m以上離すようにしましょう O

公開、学校、街路樹、記念樹などに多く利用される。
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「ガクレミノ
@別名ミツデ

⑧ウコギ科

コ
⑧本州の千葉以語、沖縄までに分布する。

本県でも植えられている。

@常緑広葉小高木高さ 2~3m

(特徴)

校は太くて緑色。葉は互生し広卵形の 6~ 12cmの大きさで、荒木の葉先は 2~

5裂し成木すると全縁の葉も混じる。 7~ 8月に淡い黄緑色の小花が咲き、秋に

黒熟します。

適i!雪地を好み、生長はやや遅いが、ElI塗に強い|重樹。大気汚染にも強く、せん
定に耐えるので庭木としても愛用されます。

(扱い方の要点)

i暖地系の植物であり、植え付けは 5~9 月がよい。

腐植質の富む肥沃な適il現地がよい。日当たりのよいところがよいが、日陰でも

育つ。日|設では葉量が少なくなります。

校をよく分岐し、自然に樹形を整える。植え付けは 1~2m ほどの枝のないも

のがよく利用されます。

2~3 年に一度、大きく切もどして萌芽を育ててゆくとよい。

(病虫醤〉

乾燥気味のところは、黒斑病、カイガラムシの発生があり、マンネブダイセン

M水和剤、石灰硫黄合剤の散布を行います。

(育て方のポイント)

生育中は水分を好み、冬の乾風を嫌い、風当たりの強いところは雪聞いを行う

必要がある。校が密生すると細かい校が枯れるので、早自に校抜きして通風をよ

くしてやります。

(利用〉

建物の北側、玄関わき、手洗いの目かくし、中庭など、狭い場所の日陰の利用

によい。狭い日当たりの悪い中庭によく似合います。
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!キンモクセイ
@モクセイ科

@中国膿産で、東北甫部以南、西国、九州

に植栽されている。

@常緑広葉中高木高さ 5~?m

(特徴)

葉は硬く、だ円形で、縁に鋸歯があるものが多い。雌雄異株。日本に植えられ

ているのはj俊樹で花がつく。

j盛潤な月巴沃地によく育ち、生長はやや遅い。大気汚染に弱く、花が咲かなくな

る。刈り込みにト分耐えます。

仲間にギンモクセイがあります。

〈扱い方の要点)

植え付けは、小苗は 4~ 5月、大きいものは 5月、 7~10月に植える。夏以降

の植え付けは、枝を多く切るため、その校が充実しないうちに開花期に入るので

花は少なくなります。

械え付け場所は日当たりのよいところがよしミo B陰地でも脊つ。
モクセイ類は、自然でも円形の形を作るから放任しでもよいが、狭い庭では刈

り込みを繰返して小さく仕立てます。刈り込みは10月の花後か、 3~ 4月に強く

切らないで毎年実施します。

(病虫害)

葉が宿生して風通しが悪くなり、カイガラムシ、ハダミの発生が見られ、スミ

チオン、機械{llJ乳斉IJなどで駆除します。

(育て方のポイント)

8 ~ 9月の乾燥に強い。寵山県では海抜400mくらいまでが利用できる O 寒い

!臣、Lの吹きさらしを防ぐために雪聞いが必要です。

(利用)

秋を飾る樹として庭や公留に多く取り入れられ、雪国である富山に冬の緑とし

て貴兎な樹である O 生;垣の利用については、 i隔が丘;くなるので狭いところはむり

です。

114 



[ゲ、ツケイジユ

@到名ローレル

@クスノキ科

@地中海沿岸の原産で、本州、四国、九州

に植栽されています。

⑧常鰻広葉中高木高さ 6~10m

〈特徴)

葉は長だ円形で、濃緑色O 革質でつやがあり、校葉に芳香があります。 ùti~雄異株、

4月に淡黄色の小花が集まって咲きます。植栽は雄株が多く雌株が少ない。果実

は10月に大きさ 1cmのだ|弓形暗紫色のものがつきます。

樹陰性があり、生長も阜く萌芽力があり根元からやごがでやすい。 潮害、大気

汚染にも耐えます。

(扱い方の要点)

I接地系の捕物であり、植え付けは 4-5月、 7-9月で適地は、排水のよい肥

沃な湿潤地で風が当たらないところがよい。

(智理と手入)

生:長がよいため雪害により枝折れの発生があり、放任樹形もよいが、円筒仕上

がよい。 萌芽力が強いので刈り込みを行ったほうがよい。整校は、 4月中旬か10

月中台jに行います。

(病虫審)

うどんこ病、ハマキムシ、カイガラムシが発生する O うどんこ病は 6月の新梢

の~I::長期に発少ーするので、カラセン水和斉IJ を 10 日おきに 2 -3回散布し、ハマキ

ムシ、カイガラムシは、 6月中旬よりディプテレックス乳斉IJを2-3回散布して

駆除します。

(膏て方のポイント)

冬の寒い風を嫌うのでこれを防げるような場所に椀えます。生長が減退してき

たら施肥と客土をしてやります。樹J¥)が乱れたら思い切って郭定をします。

(利用)

刈りこみできるので、球形、だ円形、円i奇形などに仕立てると見事になります。
生損もきれいになります。

日陰にも強いので、日陰用の水としても利用できます。

葉は乾燥して、肉料理の臭みとりに利用されます。
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⑧ツバキ科

⑧日本に生まれて育った日本特産の花木で、

多く植栽されています。

⑧常緑広葉小高木高さ 5~15m

(特徴)

冬枯れの庭に数少ない彩りを添えてくれる o 10~ 12月頃、枝先に筏 4~ 7 cm花

を開き、花弁は5枚で平にl咲きます。花色は豊富。

ツバキと違って花びらから散る。業は革質のだ円形で互生し、長さは 3~ 7 cm 

で、ツバキより小さい。下部の脈ヒや葉柄、小校に毛があるのでツバキと区別で

きる。

(扱い方の要点)

日陰でもよく育ち、大気汚染、潮風に強く強健な木。自生地は7](はけのよい湿

潤地が多いので、植え付け場所は有機質に富む、やや粘質のところがよい。乾燥

するところと乾風のあたるところは避けた方がよい。

(管理と手入〉

椋え付けは、サクラの開花が終わるころから 9月までがよいが、できれば新梢

の生長期を除いた方がよい。

鉢植の:l~言合は植え付けのとき、根鉢の士と植える場所の土が異なる場合は根鉢

の土を落として植えた方がよい。植え付け後十分海水をします。

仕立て方は、放任する場合と刈込んで仕立てる場合があり、刈り込みする場合

は、花後から 4月までの開に目的の形に切って整枝し、とくに徒長した校を切る

程度とします。 i第芽力が旺盛なのでいろいろな形に仕立てることができます。

(痛虫害)

虫は、 6月と 8月にチャドクガが発生するので、デイプテレ 7クスかスミチオ

ン乳斉IJで駆除します。病気はもち病が 5~6 月頃に発生するので冬期に石灰硫黄

合剤かダイセン水和斉IJを2回ほど散布して予防します。発生枝は切って焼却しま

す。

菌核病については、苦が開きかけたころ、膏が落ちたり、花に褐色の斑点がで

きる場合は校を切って焼却します。

(利用〉

庭への単植、日かくし;臣、生坦など用途が広い。鉢植、盆栽も可能であり、テ

ラスやベランダでも楽しめます。
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雪で緑の少ない富山にとっては、耐雪、耐寒性にも優れた冬の樹木の…つです。

(その他の種類)

一般にサザンカの改良種(サザンカ群)や、ヤブツバキの交雑種(ハルサザン

カj洋)、カンツバキの交雑離などがあります。

・品種としてはフジノミネ 花が白色八重咲き 0

・オトメサザンカ 花は以色八重咲き。

・カンツバキ(シシガシラ) 紅色八京中輪。1l ~2 月に咲く 0

・ショウワノサカエ 樹形が立つ。

・ハルサザンカ 2 ~ 3月頃に花が咲く O
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高さ 4~?m

(特徴)

業は革貿で対生し、だ円形、長さ 4-7 cm、

全縁で先が尖り光沢があります。 6月に多数の

小白花が円錐花房をなして咲きます。果実は長

だ円形で秋に紫黒色に熟す(ネズミの糞に似て

いる。)0 

日陰に強く、萌芽力があり、生長も阜く土地

を選ばない。刈り込みにも耐え、枝がよく茂り

病虫害にも強い。また浮gJ害にも強い。

(扱い方の要点)

常緑樹なので、植え付けは暖かくなったサクラの花の終わったころから10月下

旬まで扱いが容易である。放任すると相当繁茂するので刈り込みをします。

(管理と手入)

とくに萌芽力が強くよく伸びるので、たびたび刈り込まないと樹形を保てない。

刈り込みは厳寒期を除いていつでもよい。

(病虫害)

苗木や新梢にうどんこ病が発生することがあるので、

きに数回散布します。

(嘗て方のポイント)

乾燥の激しいところは潅水すると効果がある。

校が密生すると、細枝が枯死するので整校して枝を整理します。

仕立て方は一本仕立てか、数本による株仕立てかをきめて校を整枝します。

(利用)

鑑賞価値は他の樹種より劣るが、萌芽力や耐!陰性もあり、刈り込みが可能で、

防風、防火、目かくし用生垣や境界植等にも適しています。

トウネズミモチは、校業が大きく高木性なので公園などによい。
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ネズミモチ

@別名タマツバキ

@モクセイ科

@本州中部以南、四国、九州と沖縄、朝鮮

に分布する。

@常鰻広葉小高木
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(とサカキ

@ツバキ科

@本州東北南部以南、呂田、九州に分布し

ます。

@常緑広葉小高木高さ 2~3m

(特徴)

樹形は直立型であるが整わない。業は暗緑色、 :1(i質でつやがあり径 3-5 cmで、

縁に低い鋸歯がある O 花は葉のまわりに群がって咲くがあまり大きくなく、秋に

黒熟します。

富山では、神社の神事用に使われるので、神社や庭にも多く植えられています。

また、海岸地方の日当たりのよい尾紋筋に多く自生している一方、林内の下木

として自生しています。

(審理と手入〉

楠え付けは、 5月、 7-9Jlがよい。腐楠に富んだ肥沃地、半日陰がよい。刈

り込みは、 7月と11月がよいが、必要に!必

じて校を切ったりするので、整形の場合も

この時期に行う O

(病虫害)

カイガラムシとすす病が発生します。風

通しをよくすることと、冬期、機械油乳剤

または石灰硫黄合剤を、 6月からのふ化努i

にデナポン水和剤50を10日おきに 2-3聞

散布します。

(利用)

サカキはサカキ属、ヒサカキはヒサカキ

属と異なるが、一般的に庭木としてはヒサ

カキを多く使います。

ヒサカキの刈り込み俄i

一畳二~)
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サカキは、萌芽力がないが、ヒサカキはi:iA芽力があり、刈り込みができるので

庭や生援などにも使えます。

庭に 1本あってよい木です。
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|コノテガシワ
⑧ヒノキ科

@中国原震で、本州、四菌、九州に纏栽さ

れている。

⑧常緑針葉小高木高さ 4~?m

(特徴)

葉は直立した校から密主tし、表裏がはっきりしない鱗片状をしている。防総で、

生長はややJIAく、適itltl地を好む。刈り込みにも両tえる。

(扱い方の要点)

中国政の木であるが、日本に古くから定着し普及している。自然に樹形を保つ。

植える場所は日当たりのよい適itltl地。冬期は雪聞いをして樹形を保つようにしま

す。

(管理と手入)

とくにせん定、整校の必要はない。肥料ぎれすると業が黄色となり落葉する O

校もあらくなるので春先に鶏糞、化成肥料を与えるとよい。

(病虫害)

風通しの惑いところは、アブラムシ、カイガラムシが発生するので、デイプテ

レックス乳斉IJかスミチオン乳斉IJを古文布する O

(膏て方のポイント)

とくにないが、肥料ぎれに注意する O 乾燥を防ぎ敷ワラを敷いてやる。臼が十

分当たるようにしてやることが大切です。

(利用)

単植、列植、群植もできるし、洋風建築、芝庭、道路、公開などに広く利用で

きる O

媛性のものは鉢植もできます。
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|ウメモドキ
⑧モチノキ科

@本州、四盟、九州などの山地に自生する。

@落葉広葉器木高さ 2~ 3cm。

⑧代表的な小鳥の給関木です。

(特徴)

晩秋に細い校いっぱいに赤い実をつけます。果実は 5mmの小球形で、美しい。雌

雄異株。 6月ころ淡紫白色の小さな花弁がつきます。:柴は互生、長だ円形、長さ

4 ~ 8 cmで、縁に細かい低鋸歯があり、両面に細かい毛があります。

(扱い方の要点)

樹勢が強く、とくに土質を選ばない。しかし日陰では実つきが悲いので、日当

たりのよい場所を選びます。

植え付けは、 10月から翌年 3月までの落葉期間中がよく、根が非常に細かいの

で、根部を掘潤に保っと生育がよい。

(管理と手入)

樹形をよく整えるので、とくに整枝の必要はない。

やせ地では花つきが悪くなるので2月と 9月に油粕と化成肥料を 1~ 2振りを

恨元にやり、敷ワラを敷くようにします。

(病虫害)

とくにない。

(花つきをよくするコツ〉

Iltit樹であれば、日陰でない限り花芽のつかないことはない。植えた株が雄株だ

った場合は、よび接ぎか、切り接ぎをして結実させるようにします。

〈利用)

庭の単櫛のほか、玄関わき、地の端に使い、鉢植え、盆栽などのほか、生花材

料としても利用できます。

(その他の種類)

・キミノウメモドキ 果実が黄色0

・シロウメモドキ 来実が白色。

・コショウパイ ウメモドキの関芸穏で、木も小さく実も小さいが密に治

呆し盆栽によい。

・フウリンウメモドキ 赤い突が車HI長い柄の先について垂れ下がる。
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「五ォヂマ1)
@別名テマリパナ

@スイカズラ科

@ヤブデマ 1)の圏芸穫である。

@落葉広葉低木高さ 2~3m

(特徴)

アジサイを小~にしたような形をした、白い装飾花をつけます。葉は対生で、

丸形で鋸歯があり、葉の表

f[lI IこJ1JRがしわになっていま

す。

(扱い方の饗点)

寒さを嫌うが、富山では

とくに影響はない。樹勢は

強健で大低のところでよく

生育する。構え場所は腐植

質の富んだ湿潤地がよい。

日当たりがよいが半日陰で

も育ちます。しかし、やせ

地や極度の乾燥はきらいま

す。

古い校は、花が小さくなるので3年ぐらいで枝を切った方が花がよくなります。

整枝は校の途中で切ることを避け、付け根から切ります。春先新芽の出る前に大

枚を切り、花の終わった直後にかるい整校をします。

(病虫害〉

アブラムシがつく程度で、発生したらマラソン乳剤を散布すればよい。

(笥て方のポイント)

ふやし方は挿し木、取り木、株分けなどします。挿し木は前年校を 15~ZOcm に

切って、春先きに挿せばよい。

(利用)

この仲間は水揚げが悪いので切花には向かない。庭木として単植が映えます。

①
-47
年
の
新
檎

② 
翌
年
花
の
っ
き
万
ぐ一一一

このころが花序
も大きく、みご
とな花となる
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ハナカイドウ

@パラ科

@中国原産。花は薄虹色、半八重で素晴ら

しく美しい。中関ではボタンとともに美

しい花の双壁とされています。

@落葉広葉中高木高さ 3~?m

@本州、四国、九州に槙栽されている。

(特徴)

花は 5月、リンゴと同じ時期に開花する。樹形は不整形になりやすいので、せ

ん定をして形をつくる O 日当たりのよいところがよい。

比較的寒いところでも育つ。とくに夏は涼しいところがよい。土質は排水のよ

い腐楠に富んだ肥沃なところがよい。果実は小さい。

(管理と手入〉

あまり大木にならずせん定がき

くので、狭いところでも育てるこ

とができるので主木として用いま

す。

(痛虫審)

病虫害の多い木であり、防除の

徹成をはかります。うどんこ病、

腐乱病は被答部を取り焼却します。

防除はトップシンMベーストを散

布する O 黒点病、斑点病にはポリノックスを散布、アブラムシにはキルパール、

ハダニには、ダニの種類によって効果のある殺ダニ剤を散布します。

(利用)

樹形の悪さから、あまり公共的な椴栽には向かないが、庭に椋えて、花の美し

さを楽しみ、鉢植、盆栽などにもできる O 庭に l本欲しい木です。

(その他の種類)
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(ミカイドウ)中国原産、長崎に渡米したのでその名がつく O

花は上向き、果実は大きい。

(ホンカイドウ) 花の夜径 5cmと大きい。

本ナH中部以北にみらる野生種、白い花。秋には
紅い果実が沢LIJつく O
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|ハナズオウ
⑧マメ草ヰ

@中雷原産。北海道、本側、四臣、九州に

植栽されています。

@落葉広葉中高木高さ 3~5m

(特徴)

校が;fl~元から分校して上に伸び、ホウキ状の樹形になります。

4月ころ、葉に先立って紅紫色の蝶形の小さ

い花をびっしりつけます。

業は互生し、ハート形で長さ 5-lOcm、業縁

に鋸歯がない。

(扱い方の要点)

樹勢は強い。あまり土地を選ばないが、 81容

は花つきが悪くなるので日当たりのよいところ

を選びます。

耐寒性が強い。植えイ寸けは秋植えがよい。

(管理と手入)

整校はとくに必要ないが、根元からやごをた

くさんだして株立ちとなるので、幹を平日につ

くるようにするとよい。

冬期に少し
残して

一翌年の花芽

整校は、冬期間がよいが、花芽ができているので、混みすぎた枚や樹形を乱す

校をはずすようにします。

(花つきをよくするコツ)

臼陰は花つきが謹くなるのでB当たりのよい場所へ出してやる。 8月以降は整

校せん定はやめましょう。

(病虫害)

とくにない。

(利用)

庭木によい。鉢植えはできるが盆栽仕立てはむつかしい。切花にもできる。

(その他の種類)

・シロパナハナズオウ 花は白色。いくぶん花が小さい。

・アメリカハナズオウ 小高木となり花色がうすく、花は小さい。

花は、太い枝にもかたまってつく性質がある O
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曜語別名 ハチス

⑧アオイ科

⑬中国腰産。北海道から沖縄まで広く植栽

されている。

⑧落葉広葉大低木高さ 3~4m

⑧韓国の国花

(特徴)

7月中旬ころより 9月いっぱい、つぎからつぎと咲き続ける夏の代表的な花木

です。花は紫紅、桃、白、紫色五弁花で 5-6 cmの花がJI夫く O 花色も多く、八:[f.

のものもある O 葉は互生し卵形長さ 4-lOcmで3裂し、縁にあらい鋸fl&iがありま

す。非常に花つきのよい木であり、よほどのやせ地や日陰地でない限り注意を安ー

することはない。

(扱い方の要点)

総体的に強健な木であり、日当たりさえよければ土質をあまり選ばない。植え付け

は4月中がよい。植えf寸け後はあまり手がかからず自然に形をつくってくれます。

(管理と手入)

とくにない。

(病虫害)

丈夫な木なのであまり病虫害の被害がないが、アブラムシが発生したらマラソ

ン乳剤で駆徐します。

(利用)

育てやすいので庭木のほか鉢植か生:tl~にも使用できます。花は一日でしおれる

ので切花には不適です。

(その他の種類〉

-ヤエムクゲ 花が紅紫色の八重の花が咲く O

@シロパナムクゲ花は白色

・シロヤエムクゲ 花は白色の八重

・ヒノマルムクゲ 花が自く花弁の下1~ISが赤色

・その他関芸種で、高さ30-50cmの接性のものもあり鉢植えによい。
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!アオキ
@別名アオキパ

⑧ミズキ科

@本州、四国、九州、沖縄に分布する。

@常鰻広葉低木高さ 1~2 m 

(特徴)

株立ちとなり、校は太く緑色。業は対生して深緑色で革質、雌雄異株。 3~ 4 

月に紫褐色の小花が咲き、 fl・2春に円形の呆突が亦く熟する O 変積のヒメアオキは、

北海道、日本海側に分布し小型である O

(性質〉

耐i詮性強く I~会樹。適ìlMl1也を好み、大気汚染に強い。

(扱い方の要点)

常結樹でJl~葉のため水分の蒸発が激しいので、 4 月中旬から 10月までが植え付

けの適期であるが、真夏を避けた方がよい。

植え場所は、半日陰の腐植質の富んだところに大きめの穴を掘り、腐植質のも

のを多く入れ土壌水分を高めます。根のよくない場合は、枝抜き葉を落として、

本を植えるときに十分水を入れて水ぎめとします。施肥は通常では必要がない。

(病虫審)

病気もみられるが、とくに気にすることはない。アオキは日陰か風通しの悪い

ところに使われている木なのでカイガラムシが発生する O すす病を誘発し葉が汚

れているので、校抜き風通しをよくしてやります。スミチオン乳斉IJなどを 6月末

から 2~3 回散布します。

(育て方のポイン卜)

乾燥や、強い日差しを嫌うので、半日 I~のところがよく、 J!l\~当たりの強いとこ

ろは業を傷め葉が黄緑色になることがあります。

(利用)

身近に多く自生していて珍しくないが、年中かわらない緑と赤い突をつけ、建

物の北側、下木として利用しやすい。

アオキには、校のあらいものと、枝の衛生したものがあり、庭木としては校の祐:

生したものがよい。また、雌雄異株であるので、 utit樹を植えないと実がつかない。
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!イヌツゲ
⑧別名ヤマツゲ

⑧モチノキ科

⑧本~I 、四国、九件iに分布する。

@常線広葉小高木高さ 3~5m

(特徴)

葉は1.5-3.0cmのだ、円形か円形で、互生し、縁に小さく鋸歯がある O 雌雄奥株。

6月に淡紫白色の小花がl咲く O 果実は円形で秋に黒熟します。陰地やi場地にも耐

え、土地を選ばない。 生長が遅い。刈込みにも強く、公干さにも強い。

(扱い方の要点)

年中植え付けできるが、 4-6月、 10月がよい。植え場所は、日当たりのよい

JJ巴沃地がよい。日陰でも育つが、葉が落ちる。

肥料ぎれすると、冬期に葉が落ちる o 3月、 7月、 9月に講を摘り、堆肥、鶏

糞、化成肥料を 2-3年やれば回復します。

(檎虫害)

初夏に、ハマキムシ、シャクトリなとなが発生するのでマラソン乳剤を散布しま

す。

(育て方のポイント〉

刈込みは一度に強くメせると校枯れをするので、伸びたら少しずつ刈るようにし

ます。仲ぴすぎて樹形のくずれたものは、大きく切りもどし新しい穿を咲かせて

仕立腹す O

仕立て方は、丸刈り、散らし玉仕立てなどができ、基本に沿って刈込んでいく。

刈込みは 3-10月の開に随時行います。

(利用)

rllJげ物仕立てで玄関わき、根締め、生担にも使えます。

(その他の穣類)

・ツゲ(ホンツゲ) ツゲ科のもので、材はよい。クシなどに用いられる O 葉つ

きがあらく大きいので庭には向かない。
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@別名ウノハナ

⑧ユキノシタ科

⑧北海道、四国、九州、中国に分布する。

⑧落葉低木高さ1.5~ 2 m 

⑧旧鷹四月(卯月)に開花することから卯

の詑という。

(特徴)

5 ~ 6月頃、白色の五弁花が総状花房をなして咲く。小枝の先に円錐状に花が

つき満開u寺は美しい。
ウツギは大きくなるが、ヒメウツギは l如くらいで枝が下垂する O

(管理と手入)

庭木に適し、植え場所は日当たりのよい肥沃地がよく、樹勢が強健だ、か、やせ

地では十分な生育が望めない。

植え付けは、落葉期に行い、堆}J~又は腐葉土を十分入れて槌えます。花は前年

校の校から萌芽した新稿、につくため、切りつめると花が望めないので、春先から

伸びた校は切らないようにします。

放任すると、校が伸び乱れるので 3~4 年の古校は根元から切ってやればよい。

(病虫醤)

うどんこ病が6~ 7月頃発生しやすく、発生した場合は、カラセン水和剤を散

布し、さぴ、病は夏期に発生するのでダイセン水和斉IJ を 2~3 匝ほど散布します。

アブラムシがよく発生するので、マラソン乳剤かスミチオン乳剤を散布します。

(利用〉

和、洋どちらの庭にもよく似合う。芝庭でも利用しやすい。

秋には落葉するが~t混としてもよい。

・名前の由来 ウツギは斡が1=1:1空なため。ウノハナはウツギの花の111台。
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lキョウチクトウ
@キョウチクトウ科

@インド原産で、本鮒東北地方以南に植栽

されている。

@常緑広葉大低木高さ 3~4m

(特徴)

業の形が竹の:葉に似ており、花は桃の花にたとえて名付けられたものです。夏

に香りのある紅色や白色の八重の花をつけます。 代表的な夏の花です。

業は司王質で厚く、長さ 7-15cmくらいになる O 業は有毒なので注意します。

(扱い方の要点)

寒さに比較的強い常総樹であるが、マイナスlO.C近くになると地上部が枯れて、

殺年恨元から株立状となって校がでできます。

寒冷地では、寒暖を繰りかえすので火木にならないで中低水の株立状となりま

す。雪の多いところや、寒風のあたるところは雪'開いが必姿です。

土質をあまり選ばないが、乾燥ぎみのところがよい。根付いてしまえば樹勢は

強い。ばい煙や大気汚染に非常に強い。施肥は不要です。

(管理と手入)

放任すれば大きな球状の形になる O 枝葉が四方に張るので松当の而積を必要と

する。幹は放っておくと株立状となるので早い時期に整理する。萌芽力が強く、

どこからでも芽吹きするので細い校を整理します。整枝の時期は4月下旬頃まで

に行います。

(痛虫審)

キョウチクトウにだけつく、アブラムシが発生したらマラソン乳剤を散布しま

す。

(利用)

洋風の建物や芝庭に調和します。また道路や工場内に列植しでもよい。
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|クチナシ

@アカネ科

@本州障部、盟国、九州、沖縄、中雷、イ

ンドシナに分布している。

@策北以南で植栽されている。

@常隷広葉器木高さ 1~ 3 m 

(特徴)

6 -7月ころ、香りのよい径 5-8 cmの白い花が咲きます。葉は対生で、厚さ

のある長だ円形。果実が裂開しないので名付けられた。花は芳香を放っ。

(扱い方の要点)

暖地性の植物なので寒さを嫌う。強い乾燥と寒さを防いでやれば育ちます。土

質はあまり選ばないが、半日陰の肥沃な粘質の混潤ま!ltが現想的です。

(管理と手入)

普通は刈り込みは行わないで、とひず戸枝を整理する勇定をします。植え付けは、

暖かくなった 5-7月が適期です。堆JJe:、腐葉土などの有機質を十分入れて水ぎ

めでやや高構えとします。

(病虫審)

さぴ病、褐斑病が発生するので4月から梅雨頃までダイセン水利剤を 2-3郎、

オオスカシパの幼虫(イモムシ状。)が発生したら掠獲するか、ディプテレァクス、

スミチオン乳剤で防除します。

(花つきをよくするコツ)

普通はよく花をつけるが、やせ地や日当たりのよいところでは習が落ちてしま

うことがあります。条件の悪いところでは適地へ植えかえてやればよい。

(利用)

大型種は単植したり生垣状に使われ、切花にも利用できます。媛性援は池の端

や低い刈込み、縁どり、列植などに利用します。

(その他種類)

・ヤエクチナシ 八重種で九州地方に自生しています。

・オオヤエクチナシ(ガーデニア) 八重咲の大型花が咲く園芸種0

・コクチナシ 中国原産の八重咲で全体に小さい。

・ヒメクチナシ 葉が小さく細い。花は小型で=八重咲き。鉢植がよい。
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|シャクナゲ

⑧ツツジ科

⑧ヒマラヤ地方を中心に、北半球に広く分

布する。日本では花が?裂するものが中

部以南、 5裂するものが中部以北に、ま

た高山に育つものや、欧米で受配してつ

くられた西洋シャクナゲ(ロードデン・

ドロン)が栽措されている。

⑧常鰻広葉低水高さ 2~3m

(特徴〉

主枝は、幹の下部から株立状。葉は互依、深緑で光沢があり有柄。葉裳は褐色

で綿毛が密生する O

花は 5-6月、校のmに数片集まってつく。花色は淡紅、紅色で 5裂の分弁花
が咲く O

(扱い方の要点)

シャクナゲは高山に自生し、栽誌にも高度の技術が必要なことから高嶺の花と

して一般に扱われてきたが、植栽の適した環境をつくってやれば非?吉に丈夫な花

木です。

日本シャクナゲは、 I!室樹であるが日当たりのよいところでもよく生長します。

腐植費でTI!i風が当たらなければなおさらよく、空中j毘度の高いところを好みます。

(管理と手入)

椴え付けは根が非常に細かく、浅く広く張ります。根元にピートモスかワラを

敷き乾燥を防く二棟え付け時期は、 3月と 9-11月がよい。

整枝は、あまり行わず自然に伸ばします。ふところ枚は早巨に切り取ります。

品種によって花っきに差があり、花っきのよい品種は晋を適当に落として、花房

を大きくしてやります。鉢械えは 2-3年目に植え替え、夏はカンレイシヤを冬

は株をコモで巻けばよい。

(花つきをよくするコツ)

日本シャクナゲは、樹勢が弱いため隔年開花になりやすいので、根を肥培して

樹勢をつけます。春に太い校を出させ夏芽、秋芽を伸ばさないようにします。

(病虫醤)

・褐斑病、葉枯れ病 初夏から秋にかけて、葉に茶褐色または黒褐色の斑点が
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します。

-もち病 若葉が!享くふくらむ病気で、病葉を焼却する O ダコニー

ル水和斉IJを散布します0

・花くされ病 花に斑点がでて腐敗するので花を摘んで、焼却します。 Iji1

花前はジュネブ斉IJを散布します。

・チャハマキムシ 初夏から晩秋に発生するので、スミチオン乳剤を散布し

ます0

・アブラムシ オルトラン、ディプテレックス乳剤などでIi)j1徐する O

・ツツジグンパイムシ 初夏から晩秋まで発生する O スミチオン乳斉IJを定期的に

散布します。

(西洋シャクナゲの管理)

酸性土で、排水のよい土擦を好み、寒風を嫌う O また鉢の土と植栽地の土との速い

で根が伸びないことがあります。鉢土に合わせるか、鉢の土を少なくして、 11E沼土、

ピートモス、砂による用土をつくって椴えるとよい。根元にワラなどによるマルチ

ングをしてやります。また積雪地では枝折れをi坊ぐために雪囲いも必要です。

(剥用)

山の胞には、重要な花木で単植、植え込みの前づけ、池の端などによい。

日本シャクナゲは、姿も美しいので鉢植え、主主栽にもよい。

i治下手シャクナゲは、花が美しいが単調なので、切り花か鉢植えに使われます。

(種類)

-ホンシャクナゲ

;宮山、長野、愛知などに分布する。花は紅紫色で花冠は先が7裂する。業は!手

く、基部はくさび型をしています。

:葉の裏面は褐色の長いおii毛が生えています0

.アズマシャクナゲ

富山から北海道に主る地域に分布し、花誌が5裂し、淡紅色で雄しべが10本あ

るO 業の裏面に淡褐色の毛があります。

・ツクシシャクナゲ

本州、19'1き11以南及び九州、!に分布し、 5月に淡紅色の 7枚の花をつける O 雄しべは

14本、枝は太く葉は;託生し本質で厚い。裏面は褐色の綿毛があります。

-ヤクシマシャクナゲ

康久島に自生する穫で、葉の裏面、葉杯jなどに毛が他の種類より多し'0

.ハクサンシャクナゲ

潟111に自生する種で、黄符色の花がl咲き、葉の基部は浅いハート形となっている0

.ホソパシャクナゲ

愛知、静岡に分布し、葉はK:1Il長く、花躍は 5裂し、雄しべが10本で淡紅色の花

が 5J1に咲きます。
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-キパナシャクナゲ

高山のガレキの問に自生し、小規の黄色の花を咲かせる O

・西洋シャクナゲ

多くの原種から主に欧米で改良されつくられた関芸稜で、白、赤、黄、紫など

の花があり、ガクは 5裂し雄しべは 5~10本。

一般に西洋シャクナゲは、日本原産のものより生長が早く花は大型慕麗です。
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|ジンチ 2ウゲ
@ジンチョウゲ科

@中間、台湾原産で、本州、四国、九州に

棲栽されている。

@常緑広葉低木 高さ 1m内タト

(特徴)

3 月下旬~4 月ころ、香りのよい紫紅色又は自の花がかたまって咲く。ガク筒

の先が4裂した小花が内面で白いoutit雄異株で日本は雌株が多い。葉は互生し長

さ5~ lOcmで、厚い。

香りが強く、名香とされる沈香と丁字にたとえて名{すけられた。

(扱い方の要点)

暖地性の花木ですが耐寒性もあります。日当たりを好み、排水のよい砂壌土が

よい。樹勢は強健ですが、比較的に場所や土質を選ぶ樹稜といえます。)礼の当た

らない暖かい場所で午後日光をさえぎるところがよい。

〈管理と手入〉

植え付けは新梢の国まった 7月上旬頃が最もよい、植え付けは堆肥を多く入れ、

土中の温度を高めるようにして、排水の悪いところは高植えにします。また緑化

木でこれほど移植しにくい木はないので、前年から根切りして細根をださせてか

ら行うようにします。

自然、に放任しでも、小校を規則正しくだし樹形を整えるのでとくに整校の必要

はない。 萌芽力は強いが、一度に強く刈り込むことはあまり好ましくない。刈込

みは花の終わったころカfよい。

(花つきをよくするコツ)

普通の生育をしていれば花の咲かないことはない。嫌う場所は、粘質土、やせ

地、過湿なところ、アルカリ性土などで、このようなところは避けるか土壌改良

をします。

(病虫審)

アブラムシがつくので、マラソン乳剤で|坊除します。老令化すると自絹病など

の土壌菌が発生するので掘り取り、土ffl消毒のうえ他のものを槌える O

(利用)

庭木、鉢仕立てをして花と芳香を楽しめます。切り校の水揚げもよろしいので

切り花もできます。
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@別名フユシパ

⑧ニシキギ科

⑧北海道中部以薦、本州、四圏、九州、中

富に分布し、富山照にも多く植えられて

いる。

⑧常緑広葉大低木高さ 2~5m

(特徴〉

校が緑色でやや太く葉は革質で硬く対生し、だ円形で縁に鈍い鋸歯があります。

6 -7月に総白色の小花が集まって咲く O 果実は12月に熟し 3-4裂!t!!赤色の種

子が美しい。

耐陰性が強く、強健で生長が早い。土地を選ばず、 i初害、大気汚染に強い。刈

り込みに耐えます。

(扱い方の要点)

植え付けは、新梢発生j墳の 6-8月をi徐く 5-10flまでがよし、。

土貿を選ばないが排水のよい肥沃地がよい。1'Nがよく発達するので植えるとき

に土と根が十分張触するようにします。

(管理と手入)

刈り込み以外手入れの必要はない。刈り込みは年 2-3回行う。ある程度大き

くなったら強く刈り込んでfB:打診を整えます。

(錆虫害)

新梢のでるころから梅雨期にかけて、うどんこ病が発生するので、採光、通風

をはかり、カラセン水利斉IJを10日おきに散布します。黒いシャクトリムシが4-

5月と 8月に発生するのでデイプテレックス乳剤を散布します。

(嘗て方のポイント)

木が大きくなれば下校が枯れ上がるので、思い切って切りつめ、新しい芽をだ

させ、校を更新します。夏から秋に行うと日焼けを起こして太い枝も枯れますの

で、春先芽のでる前がよい。

(利 用) 生垣、玉づくり、生花材料など利用耐は大きい。

(その他の麗類)

-オオパマサキ

・ギンマサキ

・キンマサキ

葉が大きく 6-5 cmある。

葉の縁に不規則な白斑がある O

業の面に黄斑がある。

-キフクリンマサキ 葉の縁に黄斑がある O
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|ヤツデ

@別名 テングノウチワ

@ウコギ科

⑧本州(東北地方を除く。)四国、九州、

沖縄に分布する。

@常緯広葉低木高さ2.5~ 5 m 

(特徴)

株立状になり葉は長い柄があって互生し、大きな手のひら状になり 7-9に深

く裂けた葉で厚味があります。

適j信Jtl1.を好み、生長はやや遅いが日陰によく耐え、大気汚染にも強い。

(扱い方の要点〉

植え付けは、 5-6月が適期であるが10月頃まで植えることができる。日当た

りのよい乾燥地を嫌

い、半日陰の肥沃地

を好む。寒さに弱い。

日陰に強く、移I下

や建物の日の当たら

ない場所に適するO

普通の庭には 1-2 

株くらいがよし、。

放任しでも姿を撃
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えるのでとくに必要

はないが、校か混みすぎたときは校抜きをする O 狭い庭では校幹が3-5本くら

δい大きい株は枝ガ雑然としてくる。

いが適当です。

また長すぎた場合は、 6月頃に適当な長さに切って、萌芽をだして樹形を整え

ます。 12月頃黒色の実がつきますが、校ともに除去すればよい。

(猪虫害)

乾燥のはげしいときはカイガラムシがでやすいので、ふ化後スミチオン乳剤で

防除します。

(育て方のポイント)

乾燥を嫌うので、地中湿度を高めるために堆'l~などを施すとよい。

植え付けのとき、どんなに根がよくても葉が大きくては蒸散が大きいので、業

を落としてやる。また校が混み広がりすぎるときは、 6月頃に上音[1の楽を全部切

ると、その後楽はあまり大きくならない。
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ハイビャクシン
-別名イソナレ

・ヒノキ科

@替服、対馬、朝鮮南部の海岸に自生し、

本州、四国、九州に植栽されている。

@常緯針葉低木高さ 1~1.5m 

(特徴)

校が横にはう低木で、葉は針状をなす。 i湯樹で日当たりのよい乾燥砂地でよく

生育し、潮風に強い。

(扱い方の要点)

植え付けは接り土などをして高植えにします。

植え穴には堆肥などの有機質を多めに入れます。

(管理と手入)

刈り込み、校の整

理の必要もなく、ほ

とんど手がかからな

い。強く刈り込むと、

杉のような葉がでや

すいので、強いせん

定をさけます。

石灰岩地帯を好む

ので、年に 1-2匝

1握りの石灰をまい

てやるとよい。施肥

をすれば枝葉が美し

くなるので、油粕、

鶏糞や化成肥料など

をまいてやるとよい。堆杷、敷ワラをすると根が上がってくるので、根元はきれ

いにしておきます。

(病虫審)

さぴ病とハダニが発生します。

さぴ病(赤星病)が春から夏にかけて発生するので、 3月中旬から10日おきに

マンネブダイセンM水和斉IJを散布し、ボケ、ナシ、カイドウが開花するころ、キ

ノ 7クス600倍液を10日おきに 3回ほどやればよい。

肯
仕
立
て
方

添
え
竹

と
り
木
造

①芭の植え付けはまっすぐに樋え、 60~80an伸ばし
てから枝を伸ばすと後巳の扱いが容易。
②根元を盛り上げて償えると、校がま量れ、樹姿にふ
くわみガでて美しい。
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(膏て方のポイント)

日当たり、排水のよい所に植えます。植えるときは立てて植え、ある程度の高

さになってから校を張らせると樹形が美しくなります。

(利用)

地の端の石組み、庭石に添わせたり、単植して自然に伸ばします。建物の前や

堺、門柱の上などの植樹桝に入れてもよい。芝践の盛土にもよく調和します。
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|アジサイ

@ユキノシタ科

⑧臼本の在来種であるガクアジサイが、

ヨーロッパで改良された園芸種で北海道

から沖縄まで、告地に植栽されている。

@落葉広葉低木高さ 1~2m

(特徴)

6~7 月頃、テマリ状の装飾花が、赤、青、赤紫、自など種々の花をつけます。

めしべ、おしべが退化して小さい。葉は対生し広卵形で葉縁に鋸歯があります。

(扱い方の要点)

落葉の低木だが、校が叢生して大きい株になる。放任しでも半円状に樹形を整

える。植え場所は有機質に富む肥沃な湿潤地を好み、日陰にもよく育ち、やせ地、

乾燥地を紛れ、ます。耐雪、耐寒性もあります。

(管理と手入〉

自然に半円形の形をつくるので、特別な樹形づくりは不用です。花芽が今年枝

の尖端につくので、花後は 2~ 3校を残して努定するのが理想的です。

日当たりの強いところ、赤土、砂まじりの土は客土を行い、西日を避けるよう

にします。

肥料は、化学肥料よりも堆肥、油粕、腐葉土などを根の回りに埋めてやり、敷

ワラをしてやるのが効巣的です。

(病虫審)

とくに気にするほどのものはない。

(利用)

庭木として大きな木の下や池の端、建物の北側などによく楠えられています。

また生花の材料や、鉢植などにも利用される。

また、県民公菌太閤山ランドの、l.6ヘクタールのアジサイの団地は見ごたえ

があります。

鉢植には、ハイランドジヤという名で市販されています。楼化剤をかけて小さ

くしたかわいらしいものがあります。
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アベリア
⑧別名 ハナゾノックパネウツギ

@スイカズラ科

@中雷原産のアベリアの仲間と受配してで

きた園芸種

@常緑または落葉広葉低木高さ 1~ 3 m 

(特徴)

7-11月まで淡灰白色の小花を咲きつづける O 花の形は釣りがね状のかわいい
花をつける。大正末期に我が国へ導入され植 ¥¥¥ *Pベリ戸の釜校

ボ~\ 、 ，a絞〈徒主主枝〉
栽されています。 でさ

一般に使われるようになったのは、昭和39

年に開催された東京オリンピックのころから

です。

土質を選ばず、とマんなところでもよく育つ

非常に強健な樹木です。新葉と秋の紅葉が美

しい。花に香りがあります。

(管理と手入)

植え付けは、半常緑であり 4-10月がよいo 、

また樹勢も旺躍で生長も早い。せん定、整校もできます。狭い場所では切りつめ

てもよい。

しかし、花は新梢の先端に着くので、新梢が伸びはじめてからは、校を切らな

いようにします。従って整校は11Jlから翌年3月まで行い、その後は、従長校を

切る程度でよい。施肥は、やせ地で植え付けるときは堆肥や腐葉土をやりますが、

一度活着じたら土質が悪くても施肥をしなくてもよい。刈り込みをすればするほ

ど美しくなる O

(病虫害)

とくにない。

(利用〉

公聞などで多く使われています。最近、生垣などにも使われるようになってき

ました。生長も早く樹形の復元も早いので積雪地昔でも十分利用できます。
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!エニシダ
@マメ科

@ヨーロッパ原産で、北海道中部以南に植

栽されている。

@落葉または常緯広葉低木高さ 1~3 m 

(特徴)

4-5}j頃、鮮やかな黄色の蝶形の花を一杯つける O 白花、紅花などの種類が

ある。生長は;綴めて早いが10年程の寿命です。

(扱い方の要点)

初夏の庭に木全体が黄金をふりかけたように花をつけます。この水は放任する

と2-3mになり、校が垂れて樹形が乱れます。

日i設に植えると花つきが悪くなります。恨はあまりはらないが地上部が大きく

なり風で倒れやすいので、風の当たらない場所に植えます。陽樹で、多i揺を嫌い、

排水のよい土がよい。

萌芽力が強く、小枝が多くつくが校抜きはできないので刈り込んで仕立てる O

整校は花が終わった直後がよい。

(病虫醤)

とくにない。

(花つきをよくするコツ)

日当たりのよいことが総対条件です。花は前年枝につくので、 8月以降に枚を

切ると翌年花はつかないので避けるようにします。

(利用)

芝庭によく調和します。またi弱i寄に強いので海辺や、工場、道路沿いの植栽に

適しています。大気汚染にも強い。

(その他の種類)

アカパナエニシダ、シロパナエニシダ、ヒメエニシダなどの種類もあります。
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|キンシパイ
@オトギリソウ科

@中国原産で、本州、四毘、九州に樟栽さ

れている。

@半常緯広葉低木高さ O.5~ 1 m 

(特徴)

常緑性で、すが寒地で、は…部落葉します。 6~7 fJごろ、黄色の五弁花がつぎか

らつぎと咲きます。葉は対生し、卵状長だ11J形で葉質は薄い。

(扱い方の要点)

樹勢強健で大低のところで生育するが、午後の日差しのない方がよい。土質は

あまり選ばないが、粘質!肥沃なi'¥EiIMJ土がよい。

(管理と手入)

植え付けは 4刃サクラの咲く頃がよし、。有機質の堆肥、鶏糞などをやります。

放任しても樹形は百しれないし、とくに大きくならないので認定の必要もないが、

列械などの場合、或一定の高さで切って整えてもよい。

(病虫醤)

とくにない。

(花つきをよくするコツ)

日当たりの悪いところややせ地では花つきが悲いので、日当たりで肥沃なとこ

ろへ出してやればよい。

小さな株でも 2~ 3年肥培すればよく花をつけます。

(利用〉

和.U'-どちらの庭にも績えられます。芝庭にも調和するし、建物沿いに列絶し
でもおもしろい。

切り花としても利用できます。
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Lコヂマリ
@別名スズカケ

@パラ科

@中国際産で、北海道、本州、四国、九州、

に植栽されている。

@落葉広葉低木高さ 1-2m

(特徴)

4-5月頃、弓なりに長く仰ぴた校の上に、半球形の白い花の固まりをいくつ

も並べてつけます。一つの花は小さい花の多く集まったものです。業は互生し、

長だ円形で長さが2-4 cmの先の尖った葉で裏面はやや白い。

(扱い方の要点)

樹勢は強健で、大低のところで育ちます。

理想的な場所は、有機質に富んだ肥沃な湿潤地で、午後あまり日の当たらない

ところカfよい。

放任しても樹形を整えるので、とくに整校の必要はない。校先がゆるやかに湾

rll1する性質がある。枝先を切ることは避けたほうがよい。

整校は、 3-4年生の校を元から切るようにする。

(痛虫害〉

うどんこ病が春から夏にかけて発生するので、校を整理して風通しをよくし、

花の終わったあと、カラセン水和斉IJを2-3問散布する。アブラムシが発生した

らデイプテレックス乳剤を散布します。

(花つきをよくするコツ)

普通に栽培すれば花がつかないことはない。土質の悪いやせ地や日陰地などが

花つきを悪くする。植え替えか客土をして肥培すればよい。 8月以降の枚切りは

絶対避けましょう O

(利用)

庭木として単植より数株の群稿、列植が美しい。切り花や、主主題もおもしろく

鉢植でもよい。
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Lシジミバナ
@別名コゴメバナ

@パラ科

@中露中部原産で、我が国全域に植えられ

ている。

@落葉広葉低木高さ 2m

(特徴)

春先に、ユキヤナギに似たやや大きい八重の白い花をたくさんつけます。同属

のコデマリより大きく、若枝や花柄に軟毛があります。花期は4月下旬。

日当たりのよい適潤地を好み、生長も早く移植は容易です。大気汚染にも強い。

(管理と手入)

春先きに咲く花は、夏以降校を切ると花芽を切る

ことになるので切らないようにします。

枝は上方に向かつて伸びるため、多雪では株が乱

れるので冬は結束して雪の防止を園ります。

(病虫審)

とくにないカ人カイガラムシ、ロウムシカfつくの

で、ブラシで払い落とすか、ディプテレックス乳剤

を6月下旬から 2-3閏散布します。

(利用)

避こ
け乙

可→
る
の
は

一m.3~5年生の!J可受を多く出し疋校
は根元から切り取り、授をそろえ

てやる0
.コデマリは枝先ガ軟らかく湾曲"9
るのが特徴なので、途中かう切る
のは避ける。

公園、庭園に単植、列植し、大株仕立にするとよい。

また、生垣にも利用でき、盆栽、生花などにも利用できる O
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直型'T
⑧別名キシモツケ

@パラ科

@北海道、本州、四菌、九州のほか、山地

のがれき地に自生する。

⑧落葉広葉低木高さ 1~1.5m 

(特徴)

5 -6月頃、淡紅色または白色の五弁の小花を集めて咲き、花弁よりおしべが

長い、業は互生し長だ円形で長さ 5-8 cmで、先が尖り、下部は白い。

樹勢が強健でつくりやすい花木で、日当たりのよい場所の方が樹形をよく整え

ることができます。やや臼陰でも育ちます。

(管理と手入)

樹形は放任しでも小枝を密生してよく整えるので、あまり手を加えないでもよ

い。枝もあまり長くならず、枝先に数十の花房を咲かせるので見事である。樹高

を低くしたいときは、花の終わった後に強く切りつめて校を更新します。

(痛虫審)

病害はない。虫害ではアブラムシ、カイガラムシの被答があります。アブラム

シは、デイプテレックス乳斉IJかエストック乳斉IJを散布します。カイカ。ラムシは、

冬期に機械泊乳剤か石灰硫黄合剤を散布します。

(花つきをよくするコツ)

14三通栽培で花がつかないことはない。日陰は花つきが悪くなるので、校を切り

つめて日当たりをよくしてやればよい。

(利用〉

単植、群楠どちらでもよいが、他の樹木との混槌は避けます。

芝庭に11]形に仕立てると美しい。

(その他の種類)

・シロパナシモツケ 白花をつける。

・サキワケシモツケ 紅花と白花とが混ざって咲く。

・コシモツケ(チリメンシモツケ)葉にしわができる。

・ホザキノシモツケ 校の先端に淡紅色の小花が円錐花房をなしてつけます。

寒さに強い。
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|シャリンパイ
@別名 タチシャリンパイ

@パラ科

@本州西部、問題、九州の海辺に自生し、

日本海側は山形以南に植えられている。

@常緑広葉低木高さ 3~5m

(特徴)

小枝は車輪状にでる O 業は互生し、{主ú~I~ lli!で、縁に鋭的があります。

5月に小さい白い花が円錐花房をなして咲き、果実は筏 1cmで、10月黒紫色に熟

す。

植え場所は砂質の肥沃地を好むが、刈り込みは不用です。潮風、大気汚染に強

し、。

(管理と手入)

校は規則正しくだし、自然に樹形を整えます。ただ若木のうちには、新梢が長

く伸びるので、この芽を摘つみとり樹形を整えます。なお、マルパシャリンパイ

はその限りでない。

新梢の摘みとりは、新梢の出始めたときか、伸びきったときでもよい。施)j~ ，土、

窒素を多くやると寒さの筈がでます。 3月始めと 9月に化成肥料をパラまきにす

るO

(病虫醤)

カイガラムシのためすす病が発生するので、 6月始めころにスミチオン乳斉IJを

散布します。

(宵て方のポイント)

枝はできるだけ切らないこと。樹勢が強くても萌芽力が弱い。

直射日光で、業を傷めるので、乾燥地は、根元に敷ワラをしてやります。

葉が落ちたり、樹勢が弱ったら、根元に堆肥を十分担め込み、 i径水をします。

過湿のところを嫌います。

(利用)

シャリンパイは中高木になるが、マルパシャリンパイは校が密生し、球形の形

をつくるので、芝庭の単植、庭石の根じめ、前つけ、混植、寄せ植えなどにも利

用できます。

5月下旬に白い花をいっぱいつけると美しい。黄色、紅色のシャリンパイも出

回っている O
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ドウダンツツジ
@ツツジ科

@本州中部以帯、九州に分布している。北

海道から九州まで広く植栽されている。

@落葉広葉低木高さ 2~6m

(特徴)

幹は多数分校し葉は茎につき互生している。!湯樹でとくに土地を選ばないが、

生長が遅い。刈り込みにも耐え、紅葉はとくに美しい。

(扱い方の要点〉

椴え付けは、根の伸びる 4月下旬-5月下旬と真夏の 7月中旬-8月を避けれ

ば年中植えられる O 槌え付け場所は日当たりのよい肥沃地で排水のょいところが

好ましい。植穴を大きく堀り、堆肥、腐葉土をスコップに 2-3杯入れて、やや

高植えにします。

(響理と手入〉

仕立て方としては、玉仕立、円錐仕

立、生垣、寄せ植等があるが基本形を

くずさいように、刈り込みを多くしま

す。遅くなって刈り込むと紅葉がきれ

いにならない。

〈病虫害)

カイガラムシが発生するくらいであ

り、冬期に、機械油乳剤30倍液を散布

し、 5月、 7月にデナポン乳斉IJを散布

します。

(育て方のポイント)

乾燥の激しいところでは、有機質をすき込んで、土中湿度を高めてやり、夏期に

は十分潅水をする。整校は、表面を軽く刈る程度とします。

(利用)

庭では生援によく使われます。自在に刈り込みができるので、玉仕立、円錐仕

立ができます。また、公園や建物の前躍に寄せ植えするとよい。

ー
ハ
〕
HIT-
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@ツツジやサツキは開属の同科で広い意瞭

では同じ仲間です。

一般にツツジの中にサツキを含んでいま

す。

我が国では古くから愛され、人々と生活

に密着した花木です。

@常緑広葉低木高さ1.0~5.0m

(特徴)

ツツジ類は種類が非常に多く、花色も白、桃、紅朱、紫紅、黄などがあり、樹

勢もそれぞれ異なっているが、総体的に樹勢は強い。あまり土質を選ばず大低の

ところで育ちます。しかしツツジは根が非常に細かく密生しているので、腐植質

にも富んだ肥沃な軽い土がよい。粘土質の場合は腐植質を多く入れます。

植え場所は、保水性のある排水のよい酸性土壌 (pH4.5-5.5)がよい。また、

連作障害があるので、問じ場所に植えるときは土を入れかえるようにします。

(管理と手入)

植えつけは、完熟堆肥やピートモスを入れやや高めに植えます。 H長期は 3月か

ら花の終わった頃と、 10-11月だが、常緑のものは年中扱いができます。

ツツジは、とくに整校の必要はないが、サツキやクルメツツジは、刈り込みも

のとして使われます。整校の時期は花の終わった後、できるだけ早く行います。

とぴ校は発生しだい平めに切ります。

梅雨明けに、ワラか、ピートモスでマルチングをします。

施肥は、普通は行わない。施肥する場合は追肥として花の落ちたあと、梅雨明

けと、晩秋に、油粕に化成肥料を等量に混ぜたものを根元にパラまきします。

(病虫害)

いろいろな病虫害があるがほとんど気にならないが、病害では褐斑病は 4月、

9 -10月に発生し、芽に/f'整形の褐斑がでる。

もち病は 4-6月に若葉が肥大し、もち状になる。花ぐされ菌核病はつぼみや

花弁が褐色になって腐る。いずれも発生前よりマンネブダイセンM水和剤1000倍

液を散布します。
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害虫は、グンパイムシ、チャハマキムシ、シンクイムシには、スミチオン乳剤

を定期的に散布して駆除します。

夏に発生するアカダニにはマラソン乳剤を散布します。

(花つきをよくするコツ)

日陰地に植栽しないこと。シンクイムシに食害されないように管理すること。

8月以降開花までの問、せん定を絶対やらなければ花の咲かないことはない。

(利用)

庭では単植、群植、刈り込みにしてもよく、実に使いやすい花木である。クル

メツツジやアザレアなど促成できるものは、暮れから翌年 1-2月にかけて切り

花や、鉢植えに利用され、サツキは盆栽に仕立てられ古くから楽しまれている。

ツツジは花が美しいばかりでなく樹姿がよいので、公閣や庭園にひろく使われ

ています。

(ツツジの種類)

・ヤマツツジ 北海道、本州、凶回、九州に分布する高さ 1-3mの半常緑低

木。 4-5月に赤の花をつけます。白、紫紅、八重咲き品種など

があります。

・キリシマツツジ 霧島山系に自生するヤマツツジの一つの系統から選びだされ

たものと考えられる。ヤマツツジに比べて夏葉は丸形で小虫、業

面に光沢があり、春に花が咲いてから新薬が開きます。花は紅色

小輪て多花性。

・クルメツツジ 夜見島県大隅半島の自生種を、江戸時代久官米で改良が続けら

れてきたもの。現在300以上の!日1種があります。花数は多く、花

の色彩も鮮やかで、紫赤の濃淡、白、絞りなどがあり、一葉は厚く

表面に光沢があり、冬は美しく紅葉するものが多い。校は上伸し

ます。樹姿は縦長となりやすい。

・ヒラトツツジ 長崎県平戸市に自生種株があることから、地名をとってつけら

れた大形ツツジの品種群です。現在まで改良されて300品種くら

いあります。

高さ1.5m-2m半球状になり、葉は大業で葉肉が!手く、濃緑

で光沢がある。多花性。巨大輪では花径が13cmに逮するものがあ

ります。

・サツキツツジ 本州関東以南、問園、九州、|に分布し、 5-7月に紅赤色の径

3.5-5 cmの花をつけ表面に光沢があり、花が陰歴の 5月にl咲く

ので皐月という。

4種類以上の閤芸種があり、キリシマツツジに比べて花期が遅

く、葉につやがあるO

・モチツツジ 静開県以西と四国に広く分布し、 5月上旬ころ、淡紅色、紫色
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の佳5cmの花が咲く。ガクは披針形で大きく、花柄につく綿毛に

は粘りがあり、若校にも毛が多く、葉の両国に毛が密生します0

・リュウキュウツツジ(シロリュウキュウ)

4 -5月に径 4-5 cmの白花が咲く。

・オオムラサキ 紫紅色の径 6-7 cm、ヒラトツツジ系統で、最も寒さに強い0

0洛葉性のツツジ

ミツバツツジ 本ナトiの関東から近畿に分布し、 4月、葉が聞く前に紅紫色の径

3 -4 cmの花が咲き、業3枚が輪生状につき、葉は菱状広卵形。

レンゲツツジ 北海道中部から九ナ，-，に分布し、 4-6月頃、指赤色、径 5-7 cm 

の花が咲く。黄色のものもあります。

151 



@メギ科

@本州の中部以西に自生し、本州、九州、

四留に植栽されている。

@常緑広葉低木高さ 1~ 3cm。

(特徴)

果実は球形1l~12月に赤熟し、円錐状に多数ついて美しい。花は六弁の小谷な

白花を 6月ころ茎の頂に大形の同調t花房をなして咲き、葉は互生し三国羽状複葉

で、全体に関節があり、小葉は披室1-形で長さ 3~ 7 cmで、すO

(扱い方の要点)

寒さにやや弱いが、富山県では植栽可能です。

樹勢は強い。名が難を転じるに通ずることから、縁起物として玄関先によく植

えられている。日i塗や半日陰でもよく生育するので陰樹として扱われるが、日当

りのよい場所は実のつきがよい。土質は粘土質がよい。

(管理と手入〉

放任すると丈が高くなり過ぎるので整校する。庭木としては1.5mの高さがよい。

実をつけた校は諜年開花しないので、正月前に生花用として切りつめます。キ!日い

枚、混み過ぎた校は適宜切り取ります。冬期間に着花を促すため断根をし、堆肥、

鶏糞を入れ、 8月下旬に過燐酸石灰をやるとよい。

(病虫害)

カイガラムシのつく程度で病虫害は少ない。

(花つきをよくするコツ〉

日当たりのよいところで、あまり乾燥しないところへ櫛える O 窒素質をおさえ

て、株を大きくするとよい。

(利用)

玄関脇、通用口によく用いられる。鉢柄、盆栽にもよい。

(その他の種類)

・シロナンテレ 果実が黄白色

・フジナンテン 果実が淡紫色

・キンシナンテン 茎が短く、節間がつまり、小葉は細長く糸状

・シナナンテン 小葉が卵形で小型
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@別名 ヤハズニシキギ

@ニシキギ科

@日本金土、朝鮮、中国に分布している。

@落葉広葉低木高さ 3m

(特徴)

校は1211方に広がり寄生します。業はだ円形で、 4月に萌芽し、夏は緑が濃く秋

に紅葉し赤い突が美しい。 5-6月は黄緑色の花をつける。

土壌は排水のよい肥沃地を好み、耐陰性が強いので、高木のドにも椴栽が可能

です。校に翼がついている。

ニシキギは、紅葉のいいもの、翼のあるもの、実つきがよいもの等個体差があ

るので、株を見分けて栽培します。

〈管理と手入)

ニシキギは何といっても紅葉をみる木であり、日当たりのよいことが大切です。

木は放任していても形をつくるので、とび校を整理してやる程度でよい。 時期は

いつでもよい。

移植は、落葉中がよいが、部11根性であり、年中あまり時期をこだ、わらなくても

よし、。

(病虫醤)

マユミに準ずる。

(利舟)

庭木としても珍重され、盆栽、生垣などにも利用され、生花材料としてもよい。
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@別名ヤマハギ

@マメ科

@北海道、本州、九州の山野に自生する。

@軟の代表的な花で、秋の七草の一つです。

@落葉広葉低木高さ 2~2.5m

(特徴)

8 ~ 9月にかけて、紅紫色の蝶形花を校いっぱいつけて美しい。葉は互生し、

葉が 3 枚の複葉で、長さ1. 5~ 4 cmの広だ円形、裏而に綿毛があります。

(扱い方の要点)

樹勢が強く扱いやすい木です。腐植質に富んだ肥沃な日当たりのよい場所を好

み、やや臼!塗でも育ちます。

〈管理と手入)

植え付けは萌芽期間中がよい。寒さには強いが、

地中の芽出しが早いので、春は平日に植え付けた 責務枝

し、 O

枝を切らないでおくと、大きくなりすぎ見苦し

くなるので、毎年秋から春にかけて地上部を切っ

て、新校を伸ばすようにします。

(花つきをよくするコツ)

付1びた新柏、を切らないこと。日i監は花つきが悪

くなります。

(病虫審)

↓ iこ根元から切るo
J肱11o~

アブラムシがつくので発生したら、マラソン乳剤を散布します。

(利用)

庭では単植がよい。!よい庭では大株仕立ても見事です。芝庭にもよく合います。

列植、群植は株防を十分離した方が美しく仕上がります。

〈その他の種類〉

-ミヤギノハギ 根元から株立状になり校は垂れる O 花は赤、白花があり多く

つくので見ごたえがある。葉先が尖っています。

・ヤクシマハギ 淡紅紫色の花をつけ、葉が小さい。鉢植えによい。
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υ竺?と空空Jf 二J
@アカネ科

@沖縄、台湾に自生。東北甫部以高、四闇、

九州などに植栽されている。

@常緩広葉低木高さ 1m 

(特徴)

校は細く密生し、葉は小さしミ。初夏のころ小さな白色六弁花をつけます。花期

は 5-6 月 O 葉は革質でiß~緑色。

(管理と手入)

樹勢も強く、病虫害にも強く、臼当たりを好むが、平日陰でも育つ。土質とし

ては腐植質のある適潤な肥沃土がよい。

(育て方のポイント)

校の伸長が早いため、形がくずれるので刈り込みをくりかえし行う。刈り込み

を続けてゆくと、葉が小さくなって揃ってくる O

(病虫

とくにない。

(利用)

低い生垣によい~三です。また花壇の縁取りや寄せ捕えにも適し、f1J形仕立して

玉物にしてもよい。

原種より、業の縁に白い縁取りの入ったフイリハクチョウゲの方がよく使われ

ます。
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⑧パラ科

⑧中国原産だが、日本には平安時代に入り、

本側、自国、九州!などに檀栽されている。

@落葉低木高さ 2~3m

(特徴)

4~5 月ころ、赤または白色の筏 3 cmの五弁花が咲く O 果実は円形で大きく 7

~8 月に黄色に熟す。小校にはトゲがあり、葉は互生し、縁に鋸繭があります。

(扱い方の要点)

樹勢は強く土質をあまり選ばないが肥沃な日当たりのよいところがよい。植え

付けは 9~1l刃に堆肥を十分に入れて、根元に敷ワラをして乾燥を防ぎます。

(管理と手入)

放任すると校が乱れるので、秋から冬にかけて強いせん定をします。 11月以降

花~~がはっきりしてから、花芽を残して切りつめ、好みの形に仕立てます。

(花つきをよくするコツ)

夏に校をきると花五ーとなるべき芽が葉芽となって伸びてしまいます。せん定は

夏にやらないことが大切です。

日陰に植えたり、夏乾燥が続くと花芽がつきにくいので、数ワラをして、潅7)(

を十分することが大切です。

〈病虫

ボケは根にがんしゅ病(伎に大EZ大のコブができる。)ができやすく、重症な

らば抜いて焼却し、軽症なら切口に石氏硫黄合斉IJを塗っておきます。発生した場

所には 3~4 年間ボタン、サクラなどこの病気にかかりやすいものは梢えないよ

うにします。

(手利5 用) 庭に単単勾植として人

花、生垣にもなります。

(その他の種類〉

・ヒボケ 花がうい紅色0 ・シロボケ 花が純自色。

I!m芸積としては、
・トウヨウニシキ 紅白咲き分ける大輪積。

・チョウジュラク 朱紅色の八重大輪。樹勢が強い0

・オオヤンマ 乳白色の八最大輪種。

・キンジシ 朱紅色の一足、ときに半八京大jl恥樹勢強い。
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|ボタン
@キンポウゲ科

@中雷原産で、我が固に古くから広く植栽

されている。

@百花の王と称賛される。

@落葉広葉低木高さ 1~2 m 

(特徴)

5月ごろ、径約20cmにもなる美しい花を開く O 花弁は 7-9枚で縁に不規則な

歯芽がある。葉は互生し、大型で卵形で先が2-3裂し、下回は帯自色である。

世界中で古くから改良され多数の閤芸種があり、花色も紫、紅、淡紅、白、黄

などがあり、一重、八重、千重咲きなどがあります。

(扱い方の要点)

樹勢は割合強い。条何二がよければ長年生育します。

土資は、腐植質に富んだ肥沃な砂壌土または粘質土がよく、風の当たらない日

なたカfよい。

(管理と手入)

植え付けは10-11月がよい。完熟堆肥や腐葉土、鶏糞などを入れます。根に直

接堆把などがさわらないようにし、高植えにします。

整校は、とくに行うことはないが、放任すると小枝が密生して通風、採光が悪

くなる。整校するときは、花芽は充実枝の先につけるので、太い校は大切にし、

細い校や混みすぎた校は根元から整理します。整校は11-12月に行います。

施肥は、冬期間に堆肥、腐葉土、鶏糞などを根元に埋め込みます。花の終わっ

た直後と 9月に、窒素分の少ない化成肥料をパラまきします。骨'粉を 5-9月に

ー探りずっ根元にばらまきします。

(病虫審)

土壌線虫の被害を受けると、葉が萎縮したり、葉脈に黄白色の斑がでたりする

ので、植える前に土壌消毒をすればよい。これをしなかった場合はネマナックス

粒剤を散布します。

アブラムシは、 4月一 9月まで発生しエストックか、デイプテレックス乳斉IJを、

カイガラムシには冬期間石灰硫黄合剤を、 6月下勾ころにデナポン乳剤を 2-3 

回散布します。

(花つきをよくするコツ〉

春に横えないこと。枝先をむやみに切らないこと。日陰や湿地に植えないよう

に気をつけ、呂当たりや排水のよい肥沃地に植えるとよい。
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ボタンは接ぎ木でふやすし、ボタン台とシャクヤク台がある O シャクヤク台の

場合は短命なので、深植えしてボタンから根をlれさせるようにします。

(科用)

広い場所に単植するのがよい。数本航える場合は株防を1.5m くらい IIJlf~ して植

える。また鉢植の場合は花、業とも大きいので大きい鉢を使って調和をはかると

よい。
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|マユミ
@別名ヤマニシキギ

⑧ニシキギ科

@北海道から九州まで分布している。

@落葉広葉低木高さ 2~8m

@マユミの名は自の木ということから名付

けられたものです。

(特徴)

紅葉も美しいが、実をたくさんつけた様はなお美しい。果実はやや四角形で径

1 cm位、 9-10月ころ紅色に熟し、仮種子が4裂して赤い種子を露出しますo Jltfl 

雄異株。 5-6月ころ淡緑色の径8rnrnくらいの四弁花が校の下部に咲きます。葉

は対生し長だ円形で長さ 5-1Zcm。縁に低い鋸l的があり、両Hiiはほとんど無毛で

す。

(扱い方の要点)

樹勢が強く、やせ地でもよく生育します。マユミは紅葉をみる木でないので半

B陰でもよい。

(管理と手入)

植え付けは落葉期に行います。放任しでもある程度の樹形を保つので、整校の

必要もないが、とぴ校や多少の枝抜きを落葉期に行う O 土壌は排水のよいj釘植に

富んだ湿潤地がよいので、土中湿度を高めるため堆担、腐葉土を入れ夏期に敷ワ

ラを行います。

(病虫害)

とくにない。

(実つきをよくするコツ)

マユミは個体差が大きく実っき、業の色などに差があるので、突っきのよい、

色の美しいものを選んで植えるようにします。日当たりの惑いところは突っきが

思く、根元を乾燥させると実どまりが悪くなります。また、むやみに校を切らず、

とくに長く伸びたものを切るとよい。

(利用)

盆栽や鉢植えに利用されることが多い。盆栽は幹を根元から切り萌芽させ、丈

を低く仕立てます。

庭では、植え込みの前づけや、大株の単植がよい。
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[ムラサキシキブ

@別名ヤマムラサキ

・クマツヅラ手当

@北海道南部から沖縄、台湾、中圏に分布

し、広く檀栽されている。

@落葉広葉低木高さ 2~3m

(特徴〉

秋が深まるころ紫色の小さな実がたくさんついて美しい。

果実は、径3mmの小さな核果が集散状に集まってっき、 11月頃に紫色に熟しま

す。花は 6-7月ころ淡紫色の小花を多くつけます。葉は対生し、長だ円形で長

さ6-12cmで縁に鋸歯があります。

〈扱い方の要点)

紫色のつやのある小枝は野趣に富み秋の庭木といえます。樹勢は強く、乾燥を

嫌い腐植質に富んだ湿潤地を好みます。

植え付けは、 3月から 4月がよく、植穴に腐植質のものを十分入れ土中湿度を

高くしてやるとよい。

〈管理と手入)

とくに整校の必要はないが、茂りすぎることもあるので校すかしをします。校

すかしは途中から切らず根元から切って、自然に垂れ下がるような樹形にします。

(掲虫審)

とくにない。

(花つきをよくするコツ)

乾くところや、大きな木の影では枝が軟弱になり花つきが悪くなります。また

花芽は前年に校につくので、秋以降の努定は花芽を落とすので絶対避けます。

(利用)

茶庭、池の端などによく、和風の庭によく似合う。そのほか鉢植、設栽によい。

また小鳥もこの実を好んで食するので、給能木としての利用もよい。
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lγ空空宇
-バラ科

・北海道、本州、四国、九州、朝鮮などに

分布してる。

・落葉広葉低木高さ 1~2m

(特徴)

4 ~ 5月ころ、新葉とともに黄色五弁の花をつける。花筏3~ 5 cmの花を小枝

の先につけます。花は広だ円形。枝は緑色で捌く、葉は互生して卵形、長さ 3~

7 cmで、葉質は薄く、先が尖り、縁には重鋸歯があります。古茎は数年で褐色とな

り枯死する。

(扱い方の要点)

樹勢はあまり強いとはいえないが、適地であればみごとに生育します。山聞の

谷川沿いの湿ったところに、見事な群生をみます。このことから、半日陰の肥沃

な適潤地がよい。

庭木としては、高木の下木として植えることが多いが、常緑樹より落葉樹の下

がよい。

(管理と手入)

植え付けは10~ 1l月、 3 月がよいが、地上部を切って植えればいつでもよい。

元肥に堆肥、腐葉土を入れて高植えにします。根元に地下茎枝を多数発生するの

で、早自に切り取ります。

枝は古くても花をつけるが、 3~ 4年に 1回は校を強く切りつめて、株の更新

を図った方がよい。

(病虫害)

とくになし。

(花つきをよくするコツ)

日当たりや、やせ地は花つきが悪いので、土液改良か移植をします。 7月以降

の努定は、萌芽の形成に悪影響があるので避けたい。

(ふやし方)

ヤマブキは挿し木、株分け、シロヤマブキは種子を取りまきにします。 z~ 3 
年で花がみられます。

(利用)

庭木として単植、群植、下木、前付けなどに用いられます。水辺、斜面によい。

生垣にもよく、一部切花としても利用されます。

161 



|ユキヤナギ
@バラ科

@本州中部以南、四国、九州などに分布し

ている。

@落葉低木高さ 1~ 2 m 

(特徴)

春垂れ下がった校に、白い花が雪が積もったよう叢生した小校に、白色五弁花

が咲き、校全体が花の穏になって美しい。校はり形にやや垂れ葉は互生し、長さ

2 -3 cmの披針形で、縁にキ111鋸lllilがあります。

(扱い方の要点)

樹勢は強く、あまり土質を選ばないが、日当たりと排水のよい有機質に富んだ

肥沃土がよい。

(管理と手入〉

捕え付けは10-11月、 3月がよく、堆肥や落葉を入れ高植えとします。

放任しでも樹形を整えるが、古い株は花後に更新してやるとよい。また樹形を

小さくする場合は、花の終わった直後に根元から切り新梢をださせます。この;場

合は、生長期間中であり断根を行い肥培をします。

(病虫害)

うどんこ病が発生したらカラセン水和剤を散布する。通風、採光をよくすれば

ある程度防げます。

アブラムシがつけばエストックかデイプテレックス乳斉IJを散布します。

(花つきをよくするコツ)

環境に合わないと花つきが悪くなるので、日当りのよい適地に移してやりたい。

また夏以降の努定は花芽を切るので行わない。

(利用)

公園や道路に列植や群植すると見事です。芝庭、池の端、前付けなどにもよい。

古くから切花にも利用されています。
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L空空竺7
@別名 ムラサキハシドイ、リラ

⑧モクセイ科

⑧ヨーロッバ原産で、北海道、本州、四国、

九州に植栽されている。

⑧落葉広葉小高木高さ 1~?m

(特徴)

4 -5月ころ、枝先に狭いILJ錐花房をなして多数の紫色などの小花が咲き、香

気があります。花冠は長さ 1cmの細長い筒状で、先が4裂し平関する O 葉は対生し、

やや三角状の!l~卵形で長さ 5 -lOcmo 

花色は白、淡紫色で一重、八重があります。

(扱い方の要点)

ライラックは暑さに弱いとされているが、関芸flT[で耐ミ毒性のものもあります。

植え場所は、肥沃な排水のよい粘土質がよく、単植やl財政がよい。他の木との

混植を避けるようにします。

植え付け時期は11月から惣年3月中に、接ぎ木前[は半分くらいに切りつめ高値

えとします。

(智理と手入)

放任しでも船形を整えるが、花が小枝の先端につくので、 3-4年に l回強い

せん定をして樹形を整えてやります。枯れ校、続11枝、からみ校などは冬期間に切

り取ります。枝を少なくした:んのf花房が大きくなります。 vtiい碍定は花後にしま

す。

施肥は冬期間に鶏糞をスコップに 1-2杯i恨め込み、花後の 5-6月と 9月に

一一二握りほどの化成肥料をパラまきします。

(痛虫害)

こうやく病が発生します。カイガラムシの分泌、物に胞子が付着してつくので、

カイガラムシの紡除をします。

テッポウムシは根元をきれいにして、もしも侵入したらスミチオン乳剤原液を

穴の中へ入れて穴をふさぐとよい。

(花つきをよくするコツ)

咲き始めるとその後はよく花をつけます。

日陰は避け、太い短い充実した枝を多く出させるように肥培します。花は枝先

につけるので、 7月以降の枝切りは避けます。
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(利用)

庭木として多く利用されているが、鉢植、切り花にも利用されます。

(種類)

・トラゲン 灰紫色で花は大きくないが、花つきがよい0

・マダム、レイモン 白色八重咲きで花房が大きく、やや立候性。

チャーレズ・ジョリー 紫紅色八重咲き、枝は細く、花は中くらい。

A、高木は、高さ、 60cm内外のものを、 1m当たり 3本の計算で用意しま

す。

植付時期は、雪どけ直後がよい。外側が公道の場合は、境界より、 30cmほ

ど内側に植えます。これは生長すれば校巾が40cmほどの校張りに仕上がるた

めです。

ドウダンツツジは、紅葉が美しいので、 9月にせん定をすれば紅葉がきれ

いになります。花を目的とするのならば9月せん定をやめます。

勾百均百均百勾百%百均百均百有田町両町田有田町田有国有町有田均百町田均百均百有田均百有百句百均百勾百均百勾百持百句百有田町田均百均百町田
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|レンギョウ
@モクセイ科

@中畠顕産で、北海道から沖縄まで広く植

栽されている 0

・半つる性落葉低木高さ 2~3m

(特徴)

3~4 月に業のでる前に黄色の花が咲きます。校は長く弓状に伸び地上につく

と発根します。ズイは中空です。葉は対生し卵形。長さ 4~ 8 crn上半分鋸歯があ

ります。

(扱い方の要点)

樹勢も強く、耐暑、耐寒性もあり、大抵のところでは育ちますが、日陰を嫌い

ます。日当たりのよい肥沃地がよい。

植え付けは、 10月から翌年3月まで楠え付けられる O 堆肥を十分入れ、高椋え

にします。

(管理と手入)

放任すると枝を四方へ出してからみ合うので、 1m位の幹を立て、そこから枝

を伸ばすように樹形をつくります。

レンギョウのうちでも、校が細く長く伸びるものをツルレンギョウといいます

が、放っておくと幹が地をはうので、支柱を立てて誘引します。チョウセンレン

ギョウは、大きく湾曲する校を叢生するので円形刈り込みがよい。

整校は、冬期間と花後がよい。冬のせん定は花芽を切るので間ヲ|く程度としま

す。強いせん定は花後に行う。

(痛虫害〉

カイガラムシがいくらか発生する程度です。多発したときは、花後根元から切

り取り焼却します。

(利用)

庭木として、日当たりのよい場所に単植か列植し、生垣、玉仕立や幹を立てた

スタンド仕立てもよい。

(種類〉

・シナレンギョウ 黄色の花が下向きで、やや花が小さく、開花期はやや

遅い。葉は狭だ円形。

・チョウセンレンギョウ 花は大きく、花色はやや紅みがかった黄色、ズイに小

さな仕切りがたくさんあります。
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@ソテツ科

⑧九州南部、沖縄、中匿などに分布してい

る。

@関東以南の暖地に植栽されている。

@常縁広葉小高木高さ 3~?m

(特徴〉

茎は太い円柱形で、茎全而に葉の落ちた跡、があります。:葉は大却の羽状複葉で、

菜に集まってついています。葉質は硬く、線形をしています。雌雄呉株。花は 8

月に開花し、雄花は円柱状に直立し、雌花は球状に集まり貰褐色の毛が密生して

います。

湿地を嫌い、日当りの良い乾燥地を好む。ま

た、寒地に弱く、 i暖地に良く育つ。 i~1l胤に強く、

大気汚染にも強い。生長がillEく、寒さに弱い。

(扱い方の要点)

i暖地系の植物であり、椴え付けもi暖かくなっ

た5-9月がよい。混植を避け単植にします。

植え付けは、穴を大きめに掘り、堆肥や鶏糞

をスコップ l杯入れ、土をlOcmほど入れ、よく

踏み囲めた上にソテツを立てて、さらに土を入

れ突き榛でよく突き間める。排水のよい場所で

も30-50cmくらい高捕えにします。植え付け後

は支柱をして倒伏を防ぎます。 海水は植え付け

の時だけでよい。

(管理と手入)

努定、整枚の必要がなく、初夏に新しい葉が

出たら古い葉を切ります。冬は!幼主主を要するの

でワラ、コモで包むが、葉を会部切ったほうが

寒さに強い。
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(病虫害)

とくにない。

(育て方のポイント)

過混によって根ぐされが起きた場合、腐った部分をナイフで切り取り、業を落

として 2-3日後切り口が乾いてから植え直す。

(利用)

庭に単植がよい。一本ではさびしいので、大小数本組み合わせて;fj!(えます。芝淀

や洋風建築にもよく調和します。鉢植や、生け花にも使えます。
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@パラ科

@北半球の温帯や亜寒帯iこ 100~200種が分

布し、日本でも十数種類があります。

@土手常緯または落葉つる性低木

・5000年前の音から栽培され、支配を繰り
返してすばらしい花がっくり出され「花

の女王」とまで醇ばれ、その種類が数千

種といわれます。

(特徴〉

品種が多く環境や管理の状態にもよるが、総体的に樹勢は強いとみてよい。栽

培は、日当たりのよいところで腐植に宮んだ粘質土壌がよい。しかし、軽い土で

も管理しだいでよく育ちます。

植栽は他の樹木との混植を避け、同じ種類を数本まとめて植えた方がよい。

(管理と手入)

植穴は大台く掘り、完熟堆肥、鶏糞、落葉などを多く入れ高植にし、根元に敷

ワラをして保護します。

植え付けは、芽の動きが早いのでできるだけ春先早く植えるようにします。

種類によって、一季咲きのものと四季咲きのものがある。整校はその違いによ

って差がある。一季咲きは、今年伸びた枝の先端に花をつけるのでとくに問題は

ない。四季咲きは、花が終ったらすぐ整校します。

強いせん定は冬期間行い、花後のせん定は、小葉の 5枚の葉の上で切る程度で

よい。

(施肥)

よい花をつけるポイントは、施肥と薬剤散布であるといわれるくらい肥料を要

求します。元肥とともに追肥として、 6月と 8月に油粕と化成肥料を等量混ぜた

ものを二~三握りパラまきをします。

(病虫害)

-うどんこ病 春から秋にかけて、カラセン水和剤を 7-10Bおきに散布し

ます。

・炭そ病、黒星病 葉に黒褐色の斑点ができる病気で、病葉は;焼却し、ダイセン

ステンレス水和剤、マンネブ剤などを一週間おきに散布しま

す。

・カイガラムシ 冬期間に石灰硫黄合剤を 2-3回、または、 6月、 8-9月
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にデナポン乳剤を散布します。

・アブラムシ マラソン乳斉IJやエストック乳剤などを散布します。

〈花つきをよくするコツ〉

施肥と病虫害の防除を行います。放任すると花つきが悪くなります。またB当

たりをよくしてやりましょう。

整枚は、小枝を切り充実した校を残すようにします。

(利用〉

庭では、}J:;いところに単植するか群植すると美しい。芝庭によく調和します。

つるパラは垣根に仕立てたり金網のフェンスにからませるとよい。その他、ポー

ル仕立て、アーチ仕立などもできます。

鉢植えもよく、切花にも多く利用されます。

女パラの仕立て万のいろいろ (1¥ィフリツド糸、 70ソパンタ糸パラの仕立て万)

官vu戸ーテ仕立て可ミミ『

劇団A間内.~Yw出2375214330
〔つるパラ立仕立て万

フェンス仕立て

出一躍辺地
ポーjレ仕立て
どうしても土

Cつきやすくなる。 花は元から先まで平均につくようになる。

(種類)

パラは、パラ属のものを総称してパラと称しており、一般には西洋パラをさす

場合が多い。

-ノイノfラ

・サンショウバラ

-ハマナス

日本在来で、 5-6月に白い五弁花をつけます。

静岡県に多く自生し、 i炎紅色一重の花を 5-6月につけます。

本州中部以北の海岸砂地に生え、 6-8月に紅色の五弁花を

つけて、校にトゲが密生します。

・セイヨウバラ 雑種性の悶芸種で数千種があり、つるパラと木パラがあり、

一季咲きと四季咲きがあり、花色、花の大小など変化に富ん

でいます。
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@別名 ノダフジ、ムラサキフジ、ヤマフ

ジ

⑧マメ科

⑧本州、四国、九州の出野に自生する。

@つる性落葉低木

(特徴)

4 ~ 5 月ごろ、下垂した長さ 30~60cmの総状花房をなして、淡紫色の蝶形花を

つけます。つるは右巻きになり、業は互主主し、卵状長だ円形で若葉のとき毛があ

ります。花は、房が長く下垂し30~90cm になる。

(扱い方の要点〉

樹勢は、極めて強く、刈り込みも自由にできます。

土質は肥沃な粘土質で混i問地を好む。日当たりのよいところか、半日陰がよしミ。

〈管環と手入)

植え付けは、落葉期間中ならいつでもよい。植え穴は

大きめに掘り、堆肥、落葉などを入れ高植えにする O な

お、フジの根の搬り l隔は、先端まで丁寧に掘って根を巻

いて植えるようにします。

フジの花は、前生校の短校に花芽ができます。花が咲

けば花房の元の部分にもつきます。春から夏にかけて伸

びたつるは切らずにおき、 11月以降に整校をします。徒

長校や混んだ小枝も取り、採光通風をよくしてやります。

(花つきをよくするコツ)

花がつかないのは栄養生長が旺盛なためです。そのと

木竹
の符
大以
き降
さに
に切

~ド
る
が
10 

20 
叩

く
ら
し1
で

きは断根して窒素成分をおさえ、リン酸、カリなどを施し、大枝を抜いてやれば

花がつきます。

〈病虫審)

とくにない。

(利用)

棚仕立てが一般的であるが、空地や軒先に仕立ててもおもしろい。切り花、盆

栽も可能です。

(その他の種類)

・シロハナフジ 純白色の花をつけます。

・アケボノフジ 淡桃白色の花をつけます。
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-シダナガフジ 花穂が長さ 1m以上になります。

・一歳フジ 幼木で開花し、花穂は30cmくらいになります0

・ヤエフジ 花が八重咲きになります。

5 

; 繁鰍猫川灯叩川…5強航虫以く 一一一千一一4古唱ムa子住a子佐正生住~~懸射齢蜘，~怒M凶附L怒M凶凶5吋消市前命制Tけi自尚削…3手羽恥町い…!リh山…J"?山山川つ♂川川て引吋4も〉 ま山てき討ま
5 には全く閤つた雑3卒幕戸存Lです i
E これを退治するには、食酢がよいでしょう O 筆や、ボロキレに食酢を染み 5
主 込ませ、セゼ、ニコゴ守ケの表面から蒜拭¥Vしい、てやれば 1-2日でで、黒変します。周囲に影 ELγ響紗がな的カつたら 熱湯叩幻

勾百町右百苫均τ百旨世9日E勾苔百>~日世H苛吋町均百勾百勾百均，，%百均百~百9日吉世9日万有百勾司均百9勾杏τ百旨勾百可苔百首勾万百首世忽H吉勾百9日志町両勾両勾柄方古世9日首匂百9日世刊古

171 





E楽しい緑づくり



サツキ



フジ



フェニックス



(1 ) 楽しい庭づくりのために

庭の歴史は非常に古く、人類の狩猟生活が終り、住居生活に入る頃から庭

が始まりました。

その頃は、庭に薬草や野菜や花を植えたりして、いわゆる家庭菜悶的な機

能をもつものでした。

そのような庭づくりの起源がその後、変遷をたどり現在のような多機な庭

づくりになってきたものであります。

ここでは、金沢の兼六公菌のような大庭園には触れないで、せいぜい200ぱ

くらいの一般住宅の庭を考えてみます。

山は、東京や大阪と違い、冬は寒気が強く雪が降ります。

しかしながら、このような気候風土も、富山の庭づくりには決定的なダメー

ジを与えることはありません。とくに冬の雪吊りの風情などは、かえって雪の

降らない地方に比較して、変化に乏しい冬の庭にアクセントを与えてくれます。

また、 Z雪が溶けて春になると、長い冬から開放されて樹木の事rr芽立ちと復

活の喜びを感じます。

このような気象条件が、庭の形や樹木、主主などの種類にも影響して、富山

の庭の特徴を創り出しているものといえます。

庭の形のうえからの種類として、池や築山のある山水庭と、 itl2があっても

築山のない平庭に大別されます。

また、眺める位置から庭の中を回って見る回遊式か、または小面積の洋庭

などに分けられます。

日本には、古来から日本独特の国有文化があったはずです。それは、種々

の考証から、非常に開放的で途方もなくにぎやかで楽天的なものでなかった

かと推祭されます。

それが、仏教伝来、とくに禅僧の渡来により変化があり、明治に入って商

洋文化の伝来も、今日の呂本文化に大きな影響を及ぼし、その投影が今日の

庭園や建築に具体的に表れております。

今日の日本庭園は、桂離宮の庭園に代表されるように、日本人独特の自然観

による洗練された形が、世界に誇る庭閏美として今日まで保存されています。

私達が、庭の形を考えるとき、今までどこかで見たことのある庭毘美が、

いつしか心の底に残っており、その形を自分のものとしながらこれからつく

ろうとする庭の形を決定します。

その形は、何等約束ごとはありません。自由に、その家独特のものを考え
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ればよいわけです。流派などに係わる必要は全くありません。

ただ、庭は樹木や主主などを材料の一部とします。したがって、これが永遠

の生命を保つようにしなければなりません。さらに、今日まで、試行錯誤を

繰り返しながらでき上がった、*~の美しさの法則のようなものがあります。

それらを利用しながら、その家特有の庭をつくりましょう。

(2) 庭づくりの知識と条件

ア現況を考える

これからつくろうとする敷地や建物が、どのような間取りで、どんな形で

できているか、その家に住む家族の構成はどうなっているかたしかめます。

立派な淀をつくろうとすればするほど、考えがまとまらないのが現実です。

しかし、種々の要素や条件を系統的に分けて考えてみると、案外よい結論

がでるものです。

イ地形

まず、第一に考えたいのは敷地の地形です。最近の住宅団地では長方形が

多いようですが、建築家は大抵地積を有効に使うという考えから、建物の一

辺を敷地の一辺に平行にします。

その結果、淀の敷地が細長い形となること

が多いのです。

建物の最大の開放面が南向きとなり、奥行

の浅い庭が多くなります。

富山では、春から夏にかけての強風は、ほ

A 

地割図 f風

道

茶ノ間

銘
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とんど南西の風であり、この防風のため、敷地の南西隅に常緑樹を植えるこ

とが多い。

このような形は、まとめるのがいちばん困難です。反対に奥行の深い敷地

はまとめ易い庭となります。

ウ土質

山県の土質は、 )11の漁積土が多く、砂質壌土で一般に植物が育ち易く、

やや酸性土が多い。

最近、 111手に住宅団地をつくることが多くなってきましたが、粘土質が多

く、重粘で排水の惑い場合も見られるようになってきました。

このようなところでは、砂土を入れ土壌改良剤を入れ、粘土質に強い植物

の選定をすることを考えねばなりません。

また、粘土質では、高低差のある庭がっくり易くなり、地表が、砂質と異

なり、間が降っても移動しないのでコケが発生し易く、芝庭がくり易い。

工道路

敷地周回の道路も、!定でまとめる一要素です。

造問資材の搬入路にもなります。門から玄関までの前庭の形が、道路によ

ってきまります。玄関への入口は、東南隅から北西隅までが福門入りといっ

て縁起が良いといわれています。

また、反対に束北11国と西南11同は、鬼門入りといって嫌われます。

オ日照

隣接する土地に高いピルがあって一日中ほとんどgの当たらない敷地があ

ります。

植物は、概してB陰地を喜ぶ種類は少ないが、耐陰性の強い植物を使わな

ければならない。

また、陰地はジメジメしているものですが、陰地でも乾燥する敷地があり

ます。こんな場所は造園し難い敷地といわねばなりません。

カ地下水

樹木を椋えるには、横穴を掘らなければなりません。少し掘ると地下水が

しみだす地下水の高いところがあります。こんなところは、普通の植え方で

は根腐れを起こして生育しないので、盛土をして植えます。

また、地下水位が低過ぎて乾燥しすぎるところもあります。最近冷暖房の

普及で地下水を汲み上げることが多いため、樹木や草花が衰弱する現象がみ

られます。

いずれにしても、耐湿性、樹乾性の強い樹稜を選ばなければなりません。

キ借景と目癒し

{昔景とは、自分の庭に外部から何かプラスになるような景色がないか。例

えば富山では北アルプスが見えるとか、富山湾や森林を、自分の庭の延長と
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して設計することです。

せっかく、良い山の景色が見えるのに大木を植えて、外部の紫色が見えな

いという例があります。

積綴的に敷地外の景色を、自分の!をに取り込むようにします。

これに反して、外部に見せたくない風景がある場合、これを臨すことを目

指しといいます。

問地などの場合では、隣家の台所が見えたり、便所や勝手口が見えること

があります。

このようなとき、見えないように工夫しなければなりません。付近に高い

ピルがあり、いつも見下ろされている状能では、目隠し方法を考えねばなり

ません。

難しいのは、嫌な風景とL1Jや海などの好ましい風景が同時に見えるところ

で、いずれかを犠牲にしなければなりません。

(3) 庭づくりのプラン

以上の条件を、できるだけ合理的に考えながら庭の平岡形を考えます。

まず、方眼紙の一白を90cmとして敷地の形を写し、建物の形や方角線を入

れて庭の形をどうすればよいかを考えます。

また、忘れずに車F下の線も入れます。軒下は雨露が当たらず、植物の生育は
不Injきです。よくこの部分を忘れて設計して、木を植えることができないことが

あります。造問では、この部分を軒内といい、建物と庭を結ぶZ重要な部分です。

ア前庭
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門または、入口から玄関までの部分を前庭といいます。

道路を通行する人とともに挑める部分で、一見しただけで、その建物に住

んでいる人柄がしのばれる大切な部分です。

通路が主役になりますので、通路を中心に考えます。とくに前庭の中が狭

い場合、通路を中心に考えますと、狭い部分を二分することになり左右どち

らも使いにくくなります。

このときは、通路を曲線にするか、片方に通路を車線に寄せて一方を犠牲

にします。通路は、できるだけ歩き易い構造にします。

イ主庭

この部分は、庭で最も大切な部分です。

住む人の個性が、単的に表れる部分です。機能的には、跳めを中心にした庭

座敷。老人には茶庭の形、子供には遊具などのある子供庭に分けて考えます。

座敷庭は、住んでいる人と来客が共に眺める部分です。池や流れのある庭、

水のない枯れ山水。地表のコケを楽しむ植え込み庭。築LlJにするのか平庭に

するのか、庭の平面形では様々です。

{昔景、目隠しも忘れてはなりません。



富山では、 Z雲南の池を嫌います。これは南は火の性で、相性が悪いという

俗説からいわれたものです。

しかし、庭づくりには何等約束ごとはありませんO 自由に考えたいものです。

池や流れを考えるときに、それを横切る橋や庭百をどうするか、橋などは

縦に見えては面白くありません、横に見て水の上に浮かんでいるように池や

流れの形を考えます。

また。護岸の石組みでは、水面が狭く見えるようでは感心しません。手前

はなるべく小さい石を用います。

流れの庭も、流れが縦に見えるようにしますと、奥行が強調され、 i完さの

変化もっくり易い。樹木も流れの方向に傾いた形がよく用いられます。

雪見;際龍を設置する 11寺は、なるべく水面iに近く設援します。

ウ勝手庭

庭の部分を機能的に考えるとき忘れてならないのは、主婦の縄張りになる

勝手庭です。

前庭と主庭をi除く部分が勝手庭です。日常の生活で最も大切な部分です。

洗濯物を乾かす物干場、簡単な切花用の花畑、新鮮な野菜畑、カキ、クリ

などの果樹畑など主婦の使い易い形で考えます。

(4) 設計のまとめ

これまで、庭の機能や形について主に考えてきました。

以上の目的に沿って、樹木の位置や石の形を平而図に書き込みます。樹木

の枝11闘は円形に書き込み、真i直ぐな木なら円の中心に、傾いた木なら[llの中

心から傾いた反対側の幹の中心を書き込みます。どんな庭でも、庭は生き物

です。 除草、水やり等の管理は常に要求されます。手入の行き届かない庭ほ

ど見苦しいものはありません。逆によく手入の行き届いた、コケも見事な庭

には白然に頭が下がります。

宮頭に、庭の広さは精々200m2位と述べたのはこの理白からです。家族で

管理できるのはlOO-200m'の範聞で、す。それ以上広くなると専門職の手伝い

が必要になります。
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(1 ) 生垣とは

生垣は、 i娩地との境界や進入防止、防風、防音、白隠し、あるいは住宅や

農地、工場などの囲いや仕切りとして、また気温の調節、空気の清浄化、市

民にうるおいを提供するなど、その効用、役割も広い分野にわたっています。

このように生垣は、実用面とともに、美観からもすぐれたものでなければな

りませんので、計閥的に進める必要があります。

生垣をつくるときに、まず第一に敷地全体の空間の中で、どのような種類、

却にするかを考えます。第二に、環境条件を十分調査して樹種を決定します。

地下水の高い所や、逆に乾燥の激しい所、日陰の所、風当たりの強い所、場

所の狭い所、海辺に近いところなどがあり、これらの条件がいくつか重なっ

ていることもあります。

(2) 樹木を選ぶ

ア 生ie用樹種として望ましい条件

・芽吹きが旺盛で、強い刈り込みに耐える萌芽力の強い木であること。

・枝や葉の分岐が密で、隙間がなく、さらに下校の枯れ七がりが少なく長

く保つ木であること。

・気候や土壌などの環境条件に適した木であること 0

・樹勢が強く、病虫害に強い木であること。

イ よい苗木の選定

・根を見たとき発育が旺盛で玉、とくに細根が密生しているもの。

・校の量は比較的少ないが、均整がとれており、葉は著しく大きくもなく

小さくもなく、標準型をしているもの。

-節の間の発育がよく詰まっており、病害虫の加害がないもの。



ウ、生垣に使用れる樹種

区 ノJJ、 十事I 干重

常緑豊|葉樹 アスナ口、イチイ、イヌマキ、イチョウ、カイズカイブキ、カヤ、

クジャクヒノf、コノテガシワ、シノブヒノペスギ¥タキ、ヨウショウ、

タマイブキ、ニオイヒパ、ヒノキなど。

常緑広葉樹 アオキ、カナメモチ、アセビ、アベリア、アラカシ、イヌツゲ、ウ

ノfメガシ、オオムラサキツツジ、カンツノfキ、キリシマツツジ、キ

川パイ付ナンー……ュ…|

シャリンパイ、シラカシ、ジンチョウゲ、チャノキ、ツゲ、ツバキ、

ネズミモチ、ハクチョウゲ、ヒイラギ、ヒイラギモクセイ、ピラカ

ンサ、マサキ、モチノキ、モァコクなど。

落葉広葉樹 アジサイ、イホ、タノキ、ウメモドキ、カエデ、カラタチ、コデマリ、

シモツケ、ドウダンツツジ、パラ、ヒュウガミズキ、ボケ、マユミ、

ムクゲ、ユキヤナギ、レンギョウなど。

てコ る植物 スイカズラ、セイヨウキヅ夕、ツ夕、ツルウメモドキ、ツルノてラ、

テイカカズラ、ビナンカズラ、ムべなど。

タケ、ササ類 オカメザサ、カンチ夕、クロチク、ホテイチクなど。

以上のほかに、海岸地に適する樹種、花や実の美しい樹種、枝葉にとげが

ある樹種、秋の紅葉の美しい樹種、新芽の美しい樹種などがあります。

(3) っくり方

ァ っくり方による区別

・校梢誘引生垣…まず竹額(四ツ日垣)をつくって、高木の枝稿liを竹坂に

誘引します。

・押縁締め生垣…苗木と立予を胴縁とではさむように結び付け苗木を囲定

します。

仁〉

u、 十/
①~③⑦続柱 ③胸縁 ②閤柱

親柱、間柱の打ち込みおよび鯛縁の取り{す
けは、凶つをヨ垣のっくり方とほぼ同じ。
網縁はくぎで取り伺ける。

，/~白木を30仰筒潟に稽え{寸ける。

枝梢誘引生垣

場命令移@fff
⑤立三子を30αn間隔に打ち込む。
ふIJt 響甲縁をあて、シュロ縄で結束する。

告立ささ合ささ発言
j甲縁締め生垣
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イ 単植生墳と混植生垣

.1詳桶生垣… 1種類の樹稜でつくられた生垣です。

・1昆植生垣… 2種類以上の樹種でつくられた生垣で、混ぜ、起ともいいます。
(4) 手入れ

生績の管理には、苗木を構え付けてから一応、の完成をみるまでの手入れと、

完成後の維持管甥があります。

ア 箇木植え付けから完成をみるまでの手入れ

・一般に庭木は、頂部優勢といい伸長する力が上部が強く、下者1¥が弱いと

いう性質をもっています。このため予定の高さに生長したら、なるべく

平自に梢青1¥をせん定します。

イ整枝、せん定

生垣は全体をかなり強く刈り込むため、生長の疎んな時期に刈り込むと樹

勢が大変弱ります。そこでその時期を避けて、 1年に 2由行います。

・1回目…春の新柏、が伸び切って組織が充実した頃の梅雨期に行います0

• 2回目…夏から秋のはじめ頃に徒長校、土用芽が伸びて樹形を乱すため

晩秋に軽く刈り込み、不揃いを整えます0

・生垣の111を大きく修正する;場合は、早春の新芽が活動をはじめる前の休

眠中に行います。

ウ 生躍の刈り込み願序と刈り込みパサミの使い方

エ根切りと施肥

先に側[ajのJ二部より
下部に向って刈る。

上弱在先に刈る。

J 次に側爾そ刈る。

上部より広くする。

←一ぅ穏を下部より狭くする。

生煩は年数が経っと列植方向の根が交錯し、また道路側

に寄ってつくられることが多いので、根が片方にのみ伸長

し、ついに老化し、地中養分も欠乏してきます。そこで生

取に沿って講を掘り、根切りをします。溝には堆肥や腐葉

油粕などの有機質肥料を施して新根の発生を促進しま

す。実施は秋から早春の新芽の動く前に行います。できれ

ば 2~3 年に一度行いたいものです。



オ枝の誘引

校がまばらであったり、虫や病気などで枯れて穴があいている場合は、

近くにある校を引っ張り、穴をふさぐ作業をするなど、病虫害防除ととも

にi常に手入れが必要です。
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盆栽は、老若男女を問わず、大衆的な健全な趣味として、 命般家庭にまで進

入し、庭先や窓辺などによく見かけられます。銑栽は手がかかり過ぎるし、ご

揺居様かお金持ちの道楽だと考え、 一般には縁遠いものという一昔前の考え方

をすてて、だれでもできるものです。

お祝いに盆栽をー鉢いただき、手入れを知らないため、枯死寸前の状態にな

りどうしたらよいか、よくこのような棺談があります。

盆栽の育て方は、現代人の常識としてぜひ心得えて欲しいものだと思います。

そのためには、 l鉢か2鉢でも自分で育ててごらんになることです。最低の

知識があれば、当初案じていたほど育てにくいものではありませんO 盆:栽のよ

さがわかって、おもしろ味も自然に加わってくるものです。

(1 ) 背てやすい樹を選ぶ

盆栽は多種多様ですが、そのなかで自分の好みにあうものを選びましょう O

まづ選ぶときは、性質が丈夫で育てやすく、あまり手のかからない小担の樹を

選ぶことが大切です。

高さ30cm以下で、場所をとらず、持ち運びゃ管理が容易で多年にわたり楽し

めるものを選びます。

ア 四季を通して緑の葉があるもの。ゴヨウマツ、クロマツなど。

イ 花の美しいもの。ウメ、カイドウ、サツキ、サルスベリ、ザクロ、ツバキ、

ボケなど。

ウ 春の芽出しと秋の紅葉の美しいもの。(秋)ニシキギ、カエデ、モミジ、(春)

ケヤキ、ブナなど。

エ 美しい実が楽しめるもの。ヒメリンゴ、ベニシタン、ウメモドキ、ピラカ

ンサなど。

(2) 輩栽を育てるポイント

ア植え付け
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前にあげた種類の樹を盆栽に育てるには、まず小苗の若木をこぶりの鉢か、

浅鉢に植えます。小鉢には l本、浅鉢には 2~ 3本群植します。植える時期

は、春芽出しのころがよい。

椋えたら、ジョウロで水を十分やります。しばらく j孔当たりの少ない日の当

たるところに置き、乾いたら水を与えるようにします。半月ほどたったら、

日当たりのよい風通しのよいところへ移し、水ぎれのないように海水を続け

てやりましょう。

肥料は、植え替えした 3週間くらいから、間形の油粕を少しづっ与えます。



液肥は薄いものをやり、 j農いものはいけません。時期は春から梅雨ころまで

と秋です。

イ保護対策

新芽が伸び始めるころから、アブラムシ、アカダニ、カイガラムシ、シン

クイムシなどが発生しますので、見つけ次第殺虫剤で退治します。

伸びた新芽は、 6月上旬ころ芽先を摘みとり、混みすぎた校をすかしてや

ります。

主事摘みのやり方

新芽ガ伸びきっI三ときに、長いも
の定け皐めに手で折る。

夏の暑いときは、マツ以外は、午後日の当たらない涼しい場所において、

毎日、日没後に業の先から水をかけてやります。

植え替えは、マツ類は 3 年に 1 回、その他は毎年春先に行って、 3 王手 ~5

年と日がたつうちに自然、に樹姿がまとまってきます。

ともあれ、盆栽はけっしてむつかしいものではありません。素人でも、け

っこう育てられ楽しめるものです。

(3) 盆栽の管理

盆栽は、そうやすやすと枯れるものではありません。愛情をもって必要な手

入れさえしていれば、私達よりはるかに寿命が長く一生の友になるのです。

ア 植え替えの仕方

鉢に長く植えたままにしておくと、鉢いっぱいに根が張り、それ以上根が

張る余地がなくなるので、健全な生育は期待できませんから植え替えが必要唱

になります。

まず、十討を立て、正面から樹形全体をよく見て、混み過ぎた小校や長過ぎ

る枝、枯校などを切りすかし樹形を整えます。さらに裏側から見ていらない

枝を切り取ります。

そのあと、樹を鉢からすっぽり抜き、竹ハシで73'ほど土をほぐして落とし

ます。古い土からはみ出している根を、ハサミで全部切り取ります。

植え土は、水はけと水もちがよく、あまり肥料分のない清潔なものを使い

ます。
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根の切り込み方
車宇の曲げ方

複を切り込んたさところ。

マツ類なら、赤王土6、粗砂4の配合、雑木なら赤王土 6、腐葉土2、中11

砂 2くらいの割合です。サツキだけは鹿出土 2-3、赤王土 1、水ゴケを混

ぜた土が最適です。

まず、鉢の底に自の細かいビニール網の小さく切ったものを入れて土どめ

をし、その土へ小砂利かゴロ土を入れます。次に植土を少し入れ、樹の表と

鉢の前後を合わせてがっちり止め動かないようにします。

占土の回りに棺土を 2-3回に分けて入れ、そのつど竹ハシでよくっつい

てすき聞のないようにし、コテなどで上から押さえて植え終わりです。

水を植土から十分やり鉢底から水が流れるまでやります。 2-3B風当た

りの少ない日当たりのよいところに置いて、一般盆栽と同じに扱います。

(4) 水の与え方

盆栽の置き場所には、必ず水ガメとジョウロを用意し、いつも汲みおきの

水があるようにしておきます。

鉢の土の乾き具合をみて、乾いたつと'7](をやるのが理想的です。次のよう

に朝夕定期的にやってもかまいませんO

1 -2月 2-3臼に 1悶昼に少量づっ。

3月 上旬は 2-3Bに一回少量づっ、中一下旬 1B 1回少量づっ 0

4 -6月 1 B 2回普通に。

7 -8月 1 B 2回 多量に、日没後葉水を与える。

9月 上旬は 1B 2間多量に、中~下旬 1日2回通常に。

10月 1日2田普通に。

11月 上旬は 1日2回少量づっ、中~下旬 1日I間少量づっ。

12月 1 B 1国少量づっ。

(5) 肥料の与え方
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生育条件や肥料の種類によって違いますが、一般的に使われる液肥は、油

粕 1、水10の割に混ぜて、水ガメで十分腐熟させた上ずみ液をさらに10倍



の水に薄めて使います。

施肥田数は、 4月に 1問、 5月に 2園、 9jjに2回、 10月に 2回与えます。

一聞の最は、 30cm内外の小盆栽 l鉢に0.15e 、普通盆栽は0.2e与えます。
玉Jl~は、 il:ll粕の粉末を水でよく練り、 3 -4 cmのダンゴに丸めて平箱に

並べ、雨のかからない薄暗い場所で発醇させたものを使います。花木や実物

に与える場合は、液肥でも玉肥でも 2割くらいの骨'粉をまぜると花つきがよ

し'0

玉肥の与える時期は、液と同じです。 1鉢に 1閤の最は、小盆栽2個、普

通のもの 3-4倒与えます。

(6) 置場所

なるべく日当たりと風通しのよい場所に丈夫な棚をつくり、その上に開i認

をあけて霞くのがよい。とくに雑木類は夏の西日を嫌うので、なるべく日陰

になるところを選びます。

風当たりの強いところは、鉢を台や棚にしっかりしばりつけておきます。

ときどき鉢の向きを変えて全体に光が当たるようにします。

冬は鉢土や枝先が凍らないように、軒下や縁側や霜よけの下へ入れてやり

ます。

(?) 上ヘ進もう

今までは、盆栽の初歩のことについて書きましたが、幼稚関から大学まで

あります。老樹大木の樹姿を、盆栽上に再現するのは夢だと思います。

人はそれぞれ、素質とかいろいろの事情があり、どこまでやるかは自由で

す。しかし、初歩段階でやめるのは、普通の鉢楠えと大差がなく、芸も妙味

もありません。幼稚闘で積んだ体験を、もう少し進んで、小学校を終え中学程

度までつめて、盆栽の名にはじない樹姿をつくるようになりたいものです。

別にむつかしいことではなく、幼稚園程度の手入れのできる人ならどなた

でもできることです。ぜひ一歩、もう一歩進めて、よい盆栽を育ててみまし

ょっ。
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私達の日常生活の中で観葉植物は、家庭では、玄関、応接間、居間、食堂、

廊下、 トイレ、ベランダまたは、オフィスのロビー、庖のショーウインドーな

どに多く利用されています。

現在、一般的に使われている種類は、約 2千種を下らないといわれています。

その代表的な種類について、楽しみ方や管理について説明します。

(1 ) ゴムノキ(クワ科)

我が国で栽培されているものは、約30稜で一般に普

及されているものは10種ほどです。

ア栽培管理

・温度 熱帯原産ですから、 5.C位までの低温に

耐えます。適温は10~15.C です。

・日照 日光を好みますが、梅雨明けから 9月初

めまで日陰に置きます。低温期は十分日

光を当てます。

・用土 肥沃な土 6に腐葉土 2、)11砂 2位とします。

・ふやし方 淑り木や挿し木によります。時期は 6~ 7月に行います。

・水やり 土の表面が乾いたら、水を十分やります。夏は毎日やります0

・肥料 夏の生育期に 2~ 3囲置き肥をします(油粕、骨粉)。

・植え替え 生育が盛んで、すぐ鉢が根でいっぱいになります。 2年に 1回

は必ず鉢を大きくして植え替えします。時期は 5~ 6月に行い

ます。

-害虫 アカダニにはアカール粉剤、カイガラムシにはスミチオン乳剤、

アブラムシにはオルトラン乳剤により駆除します。

イ 代表的な種類

・インドゴムノキ(フィカス・エラスティカ)

斡はまっすぐに伸び、葉は長だ円形で葉肉は厚く、光沢のある濃緑色で、

新薬を包む砲が赤くて美しい。

この変種に、斑入りインドゴムノキがあります。葉はやや丸味をおぴ、葉

の縁や葉脈にそって黄色の斑が入ります。

・口ブスターゴムノキ(フィカス・エラスティカ・ロブスター)

インドゴムノキに比べ、生長が早く葉肉は厚く、しかも湾曲し、幹のとこ

ろどころから根を出し繁殖は簡単です。



-デコラ、ゴムノキ(フィカス・エラティカ・デコラ)

葉は濃緑で、丸味がある。

・カワイゴム(フィカス・リラータ)

業は軍配形で波状をしており、 f也の穏類より寒さに弱い0

・ベンジャミンゴムノキ(フイカス・ベンジャミナ)

葉は他のゴムノキに比べ小さく、校がたれる性質があります。斑入りもあ

ります。

ウその他

・下葉が落ちるのは、光線の不足です。また、冬の低温見IJは肥r-'I-は不要です。
(2) シュロチク、カンノンチク

シュロチクもカンノンチクも、古くから観賞

用として栽培されている常緑性低木です。熱帯

系の植物ですが、樹姿全体が和物的な感じがあ

ります。性質も強く、県内では鉢植えとして楽

しまれています。

ア特徴

・シュロチク (やし科、中国南部原産)

一枚の葉は 5-10枚に分かれ、莱葉111幅p隔l届面は細く 2一3c叩mで
シユロチクの斑入り穣があり、観賞価値が高く圏芸品種があります。鉢で

観賞する場合は、 5-15号鉢で、樹高は50-150cmぐらいが良い。

・カンノンチク(ラピス・フラベリフォルミス、中国南部原産)

葉は、手のひら状で光沢のあるつやつやした濃緑色です。茎は竹のような

節があり、毛のようなもので、覆われています。約100種近くの閑芸品種があり、

葉形、斑入りなどに特徴があります。

イ栽培智理

・温度 冬は 3
0

C以上あれば良い。高温の時は良く生育します。

・日照 夏場は半日陰に置きます。寵射日光に当てると葉焼けを起こし

ます0

・用土 荒い)11砂植えで良く、腐葉土を 1割位混ぜても良い。

・ふやし方 株分けでふやしますが、葉が4-5枚でた子株を使用します。

時期は 5-6月が最適です。

・水やり 川砂植えであるため、いつも水切れにならないようにします。

夏の晴天の臼は 1日2回、それ以外は、土の表面が乾ききった

ら水やりをします。また時々業水をかけてやります。

・肥料 川砂を主体とした用土のため、油柏の置き肥または 1B化成肥

料を 5月、 7月、 9月に施します。またハイポネックスの液肥

も施します。
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-害虫 カイガラムシがつくことがあるので駆除します。

・その他 シュロチクの業先が黄色くなるのは、冬の寒さのためです。き

びしい寒さにあわせないようにします。

ウ 代表的な種類

・小判(こばん)葉は、濃緑色、葉肉が厚く幅が広く下に垂れきがります。

葉の形が小判に似ています。

・達磨(だるま)葉は、光沢のある濃緑色で円形状になり、風車のような感

じです0

・姫達磨(ひめだるま)実生からでた変種で葉肉は簿く、葉先は尖って、内

側に巻きこみ、しとやかな感じがします。

・太平殻(たいへいで、ん)幹が太く、節開がつまり、業幅が広く濃緑色で、す。

(3) ヤシ類〈ヤシ科)

ゴムノキとともに観葉植物を代表するもので

す。種類は3000種以上で、南九州にも自生して

います。鉢用のものは小型の種類が多く、葉が

~~状のものが人気があります。

ア栽培管理

・温度 種類によって差があるが、観賞用は

7 -lO.C位で、最低温度は一時的ならばo.C近くでも枯死しない。
菌は低温に弱いので注意しましょう O

・日照 日光に良く当てますが、感夏H寺は直射日光を避け半日陰に置きま

す0

・用土 排水の良い土に、腐葉土と)11砂を20-30%混ぜ、たものを用います。

ハi砂だけで捕え込んでも育ちますが、肥料不足になります。

・水やり ヤシ類は生育が盛んで、、夏の生育期は、 1日2囲、春と秋は 1閥、

冬は土の乾き具合を見てかけます。

・肥料 油粕の置き肥を生育期の 5-9月に、他の観葉植物より多めに与

えます0

・害虫 カイガラムシがつくことがあります。カルホス乳剤を 6-7月に

2-3囲‘散布して防除します。

イ 代表的な種類

・フェニックス(フェニックス・カナリエンシス、原産地カナリー諸島)寒

さに対しでもっとも強い。幹は太く短く、業は頂部でそう生します。葉は

やや硬く、下部の葉は退化してトゲのようになります。

・アレカヤシ(クリサリドカルプス、原産地マダガスカル)高さは 3-6m

の綾性穏です。校は根元から分岐して株立ちになります。業は羽状で淡縁

色、葉柄は長さ40cm、黄色の池に褐色の細かい斑点があります。



-ケンチャヤシ(ホウエア・ベルモレアーナ、原産地オーストラリア)高さ

4~5m。葉の美しさはヤシ類で最高です。葉は長さ 80~90cm 、 i陥 2 ~ 3 cm 

で業の先は尖り、色はil縁色で、すO 生育はi匡い 0
・テーブルヤシ(コリニア・エレガンス、原産地メキシコ)高さが2mくら

いの楼性種です。幹は細い。業は長さ 50~70cmの羽状で、小葉は;長さ 20cm 、

幅 2~ 3 cmで、長だ円形。葉色は光沢のある濃緑色です。

・フェニックス・ロベニー(日本名シンノウヤシ、原産地インド、アァサム

地方)室内装飾用として人気があります。繊細な羽状葉で、葉がやわらか

く女性的な優しさがあります。寒さにも強い種類です。

・その他 ワシントンニア・ロブスター(しゅろに似たヤシ)、マスカーナ・

ラゲニカウリス(幹がとっくり状になる。)

(4) シュフレラ(別名カポック、ウコギ科)

和名はヤドリフカノキというように、他の木により

かかって生育します。葉はヤツデを小型にした感じで、

最近非常に人気があります。

ア栽培管理

・温度 沖縄から台湾へかけての原産なので、高

j昆を好むカf、比較的1117晶に強く 3~ 50C 

で管理をします。モミジパアラリアは、

10
0

Cが必要です。

・日照 臼当たりでよいが、夏は臼陰に龍きます。

.mニた 水はけが良ければ、土を選びません。粘質土が多い場合はパー

ライトかパーミキュライトを混ぜ、ます。砂質土では腐葉土か

ピートモスを混ぜます。

・肥料 生育期 (5~ 9月)に、油粕置き肥を 3聞はど施します。

-水やり j居った状態にすると生育が良い。夏は葉水をします。冬は温度

が保てない場合乾かし気味にします。

・植えかえ ノj、株の場合は、毎年鉢を大きくします。時期は 5~ 7月に行い

ます。根が屈まった状態になれば、間まった根は切り捨てま

す。

・病虫害 ほとんどありません。

イ その他 自立で直立する性質が弱いので、必ず支柱をたてます。芽吹き

がよいので、どこで切っても、根が弱っていない限り間違いな

く芽をだします。

ウ 代表的な種類

・シュフレラ・アルボ・リコーラは、細長い茎が立ちあがり分岐して株立ち

になる。葉は互生して濃緑色の掌状の葉は葉柄が長く、小業は10枚位に分
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かれ細長い0

・デイジゴテヘカ・エレガンテイッシマは、直立する茎にモミジ葉状の葉が

つき 7-11枚に分かれる(モミジ、パ・アラリア)。

(5) ヘデラ

つる性の常椋低木種で、茎の節から気根をだして、

他の植物などに付着して上に伸びていきます。熱帯植

物でないので寒さにも強く、日陰でも徒長せず、支柱

にはわせた鉢や吊り鉢にも向くため根強い人気があり

ます。

ア栽培管理

・温度 特に保誌の必要はないが、冬の間は室内に

入れます0

・日照 日当たりでも、日陰でも良く育ちます。

・用土 土質を選びませんが、 )11砂 7、腐葉土 3にします。苗のときは水

ごけ単用植えにします。

・肥料 油粕の置き肥と液肥を月に 1回追肥します。

イ 代表的な種類

・ヘデラ・ヘリックス(日本名セイヨウキヅ夕、別名アイビ-2) 

葉は長さ10cmで、 3-5に分裂して、アサガオのような葉です。葉の色は

光沢のある濃緑色です。耐寒力は強く、冬は保温の必要はありません。

なお、変種にヘデラヘリックス・ト J)カラー(ニシキヅタ)があり斑入

り種です。

・ヘデラ・ヘリックス・グレーシャー(ダイヤモンドヅタ)

葉は長さ 2-3 cmほどの小さいもので 3-5に分裂して、葉色は緑色の

地に淡黄色の斑と覆輪がはいり、葉肉は薄く、茎も紺iい。

・ヘデラ・ヘリックス・ゴールドハード 小型種の代表的な葉は、濃緑色で

葉の中心部に黄色いハート形の涯が入る。

(6) クロトン(コーデイーム・パリエガーツム、 トウダイサ科)
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観葉横物のなかで、最も色彩の変化がありま

す。葉の色が原色で模様が変化に富んでおり、

業の形もいろいろあります。

葉の色は緑、桃、控、赤紫、;筒、黄色なとcが

あります。

業の形は、広菜、細葉、らせん、飛ぴ葉、針

葉系などがあります。

ア栽培管理

・温度 年間をとおして日光に良く当てます。また温度の急激な変化は良



くありません。冬を越すにはlOOC以上を必要とします。生育適温

は20
0

C以上です。

・用土 肥沃な土8に腐葉土 1、川砂 1の割合とします。幼苗の時は水ゴ

ケ植えがよい。

・水やり 夏は十分水をかけ、冬は少なくし、夜は土が乾いている状態にし

ます0

・肥料 高温時期によく生育するので、 5~ 9 月に抑粕の置き肥を 2~3

回のほか、液肥で追肥を施します。

・害虫 高温、乾燥時期に、葉のうらにダニが発生します。スミチオン乳

剤で消毒するか、葉水をよくかけると防ぐことができます。

イ 代表的種類・系統

・アケボノ・ク口トン 広葉系の優良種で、株は大きくならず、業は長さlOcm、

11I話5cmで、業は薄く、周辺が濃緑色、中央が淡紅色で新築は黄緑色で美しい。

日本でつくりだされた。

・ハーベス卜・ムーン 広葉系で株は大きくなり、葉は15cm以上で、切り葉

は生け花の材料に良く使用される O 業色は濃緑色で葉脈だけが黄色くなる 0

・インデアン・ブランケット 大型で業はやや細長く 20cm以上になり、黒緑

色で主脈周辺が赤樺色となります。

-細葉系 葉が長い系統のもので、長さ 20~40cm 、 11届 2 ~ 5 cmになる。色彩

は変化に富み美しい。

・らせん系 細葉系に似た葉で、下垂してらせん状にねじれる O 葉色は濃緑

色で、葉の縁が桜色になるものや、黄、紅、紫などの斑が入るものもあり

ます。

・針葉系 葉の形が鉾に似ており、長さ 10~25cm 、 l隔 3 ~lOcmで、葉脈が黄

や赤色になるものがあります。
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(1) マンリョウ(万両) (ヤブコウジ科、常緑小低木)

biE緑色の業に鮮紅色の実が映え、冬から泰ま

で果実がつきます。

日本では、江戸時代すでに斑入り品種が多数

栽培されていた。

・自生地 関東以西から四国、九州、沖縄の

樹陰に自生する。

・性 質 l援地性で、包|絵を好み、夜射日光

を嫌います。本県では戸外で越冬させるのは困難で、室内で管

理します0

・ふやし方 品種ものは、接ぎ木、挿し木、取り木を行います。

-用土

・施肥

普通は 3月から 4月に種子を採取し、果肉を良く洗い、すぐま

きます(取りまき)。用土は特に選びません。 l年自はそのま

ま管理し翌春に鉢植えにします。 3年か4年で開花結実します。

湿った肥沃な土を好みます。赤玉土7、腐葉土3程度とします。

油粕と骨粉を混ぜ、発酵させた肥料を、 4Jlと 6月に施します。

生育期間は肥切れしないようにします。

・水やり 生脊期間は、表土が乾かないようにします。冬は 3日に l回で

よいでしょう 0

・害 虫 アブラムシ、カイガラムシが発生します。エカチンかカルホス

乳斉IJで防!徐します。

・植え替え 4月から 6Jlに行います。鉢の底から根のでているものは、ひ

とまわり大きい鉢に棋をほぐし1/3くらい切りつめて植えます0

・種類 マンリョウ(赤い実)、キミノマンリョウ(黄色の実)、シロミ

ノマンリ 3 ウ(白い実)、オオミマンリョウ(大きい実)など

があり、業に白い斑の入るものや、波状のものなどがあります。

斑入りなどの品種ものは、性質がやや弱い。

(2) ピラカンサ類(パラ科、常緑低木)
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ピラカンサ類はトゲがありますが、突のつきが良く鉢物として多く利用さ

れています。その他、庭木、生垣、切り校として利用します。

・性質 樹勢は盛んで耐寒性があります。日当たりを好み、日陰では実

つきが悪くなります。他にローズデール(大笑の間芸種)もあ

ります。



-ふやし方 さし木は春先には前年生の校を、

6月から 7月に今年の校を挿しま

す。実生は果肉を取り除いて春に

まきます。

・尾土 土質を選びませんが排水を良くし

ます0

・施肥 油粕や配合肥料を施します。

・水やり 生育期間中は十分にやります。冬の間も常緑樹ですので、 3日

に1自午前中にやります。

・害 虫 アブラムシ、カイガラムシが発生するので、スミチオン乳剤か

カルホス乳斉IJを、発生初期10日間に I度散布します。

・その他 生長が早いので、放任しておくと樹形が乱れます。崩芽力が強

いので強い努定をしても、どこからでも芽を吹きます。

ムクドリ等が果実を餌にします。

代表的な種類

・タチバナモドキ(別名ホソパトキワサンザシ)中国際産で、日本へは明治

時代に渡来した。高さは 2-4mになります。来実は樫黄色に熟します。

葉は細長く革実です。

・トキワサンザシ 西アジアの原産で、日本へは明治時代に渡来した。果実

は鮮紅色に熟します。業は卵型で濃緑色で光沢があります。

・ヒマラヤトキワサンザシ(別名インドトキワサンザシ)ヒマラヤ原産で、

日本へ昭和初期に渡来した。高さは 2m位になります。葉は長だ円形で革

質である。果実は糧紅色に熟します。

(3) ミカン類(ミカン、ユズ、キンカン)

・植え付け 4月から 5月に植え付けをします。

深植えにならないよう、苗木の接

ぎ*=部を必ず地表にだします。

・温度 年間をとおして日光を良くあてま

す。また温度の急激な変化は良く

ありません。冬を越すには10'C以

上を必要とします。

・肥料 植え付け、植え替え30日後ぐらいに、有機配合肥料 (N.P.Kを

合む。)を10号鉢で109ほど置肥します。

・水やり 春から秋まで乾かさないように十分に水やりをします。

冬は10Bに1田ほど行います。

・隔年結果 ミカン類は隔年結果がおき易いので、豊作の年は、あまり多く

実をつけさせないため摘果します。摘果の目安は采実 l個当た
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り葉が25~35枚必要で、生理的な自然落果が終わる 8 月上旬以

降に行います。また果実を収穫後、お干し肥として化成肥料を施

します。

-その他 春落葉するのは、冬の寒さか乾燥によることが原悶です。

代表的な種類

-ミカン(ウンシュウミカン)

温暖な気候を好み、最低温度-5 oc以下になると栽培が困難です。
鉢物の場合室内に入れるようにします。果実は食用になります。

・ユス

ミカン類のなかで、耐寒性があり、冬屋外でも栽培できます。

結実は10年たっても実がならないこともあります。ただしカラタチ台木

に接ぎ木したものは早く結実します。

-キンカン

ユズ同様鮒寒性があり病気、害虫もほとんどありません。食用だけでな

く観賞用としても優れている。

(4) ヒメリンゴ(パラ科リンゴ属)
鉢物として栽培されているヒメリンゴは、中閣僚、

産で、別名イヌリンゴと呼ばれています。このほかエ

ソノコリンゴ、アルプス乙女等の小型のリンゴを総

称していうこともあります。果実がさらに小却のミ

ヤマカイドウがあり、ハナカイドウを含めてカイド

ウ類を区分します。

ア 実つきを良くするために

ヒメリンゴで花つきが悪く、実がならない原因は

次のようなことが考えられます。

・短枝がない。 木が若いか、強弱定のため徒長校ばかりになっている。鉢

が大きすぎるため、水や肥料が豊富で生育が践んである。

・短枝があっても花が咲かない。 日照不足か、花芽分化期(7月から 8月)

に水不足。

・実った短枝には花芽がでない。

・花が咲いても実がならない。 1鉢しかないか、昆虫がいないので受精しな

い(自家不和合性が強いため。)。

イ ヒメリンゴの実つきを良くする方法

・開花期がほぼ同じで、花粉の多い異種または異品種を近くで栽培し、開花期

に薬剤散布を止めて、昆虫の活動を活発にします。

・人工受粉を行います。リンゴの仲間であれば、どんな花粉を用いても良い

わけでなく、他家受粉(別の種、別の品穏で受粉する。)が原則です。ミ



ヤマカイドウの花粉は優れています。

ハナカイドウは花粉の不能なものが多く、受粉樹にはむきません。

・用 土 赤王土、桐生砂、鹿沼土を中心に川砂、ピートモス、腐葉土を

加える O 肥料は秋から冬に元肥を施し、開花期には施しません0

・寵き場所 日当たりの良い場所に置きます。夏は葉焼けを防ぐため、やや

遮光します0

・水やり 水を好み乾燥を嫌います。とくに開花から実止まりまでの 1ヶ

月間は、絶対に水をきらさないようにします。
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。鉢植の詑が咲かない

鉢を買ったとき花芽があったが葉が落ちてしまった。 l努の家では花がき

れいに咲いているが私の家のものが咲かない。このようなことをつきつめ

て花の咲かない原因を整理してみると、

(1 ) 蕗定による原鴎

花芽の分化期以降に勢定や整校をすれば、花芽を切ってしまうので咲か

ないのがあたりまえです。

花芽の分化期に算定や、切りつめるのでなく、校を間引くようにして行

います。ツツジ、ツバキ、アジサイ、アザレヤなどがよく失敗します。

(2) 肥料が顕因

一般の肥料とくに、窒素質肥料を多く与えると花芽がつきません。植物

は弱ってくると、子孫を残さねばならないため花を咲かせ種子をつくるわ

けです。肥料のやりすぎは生育が旺盛になり花芽分化をする状態にならな

しミ O

対策として一年間肥料をやらない。分化期前に根を傷める。鉢土を乾燥

させて鉢土を老化させたりします。

(3) 水やりが顕園

鉢花が咲かない、花つきが悪い場合の原閣の一つが水やりです。真夏、

真冬に水切れさせたり、年開通してやり過ぎによって花芽が飛んでしまう、

ロードテンドロン(凶洋シャクナゲ)の花飛びの涼因です。

(4) 置き場所が原国

光が不足して花芽ができない場合が多い。また低温の場合もあり、アザ

レヤ、ツツジで花飛がありますので、日の当たる場所へ移し替えます。

(5) 病虫害の原因

ツツジ、サツキなどに、シンクイムシが発生し、つぼみの中を食害する

ためつぼみを枯死させますので、殺虫剤を散布します。

均百有田均百均百有田均百町田勾司有田均百有百句司有町均百%õ世日世相吉町両町田均百有田均百有司~町均百句õ>~日吉均百町時均百有百勾百~百勾両町吋
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Nその他



東洋でも西洋でも、古くから花にまつわる神話や伝説があり、花の形に思いを

よせたり、色や香り花の性質などから湧きでるイメージから、詩文、逸話、故事

来歴から花ことばが生まれました。

そのほとんどが、jJl3i羊で中世の騎士が愛する女性に贈った無言の意思や感情を
伝える言葉が、今に伝えられるようになったものと考えられます。
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rJ:t 種 ィと Z工3 来

ア ケ ピ 才能

ア ン サ イ 移り気、冷たい人

ア セ ピ 犠牲、あなたと二人旅をしましょう

イ チ イ 悲哀、死

イ チ ヨ ウ 鎮魂、長寿、粧厳

イ ボタ ノ キ 禁IIjU

ウ メ 忠実、高i紫、上品、忍耐、独立

ウ メ モ ドキ 明朗

ウ JLノ ン 変動に耐えよう

コニ 一 ン
夕、、
謙遜、卑下

オ オ デマ 約束、天国

カ イ ド ウ 大IIQ、無遠慮

キ イ チ コ 嫉妬、後悔、羨望

キョウチクトウ 深刻な友情、親友(赤)、恵まれた人(白)

キ、ョウリュウ 犯罪

キンモクセイ 初恋、謙遜

ク チ ナ ン j奇i争、純i認

ク 尋常で、はない

ク レマチ ス i%i村氏1} 

ゲ ッケイジュ 名誉、勝手IJ、戦勝の表彰

コ ア マ 努力する

コノデガシワ 一生変わらぬ友愛

コ ブ ン 友情

サ ク フ 純潔、淡白、精神美

斗F、 ク ロ 円熟した優美、子孫の守護

サ ザ ン カ 理想の恋(白)、謙遜(赤)

サルスベ 雄弁

サ ン ザ ン ただ一つの恋、希望

サ ン ン 二L ウ 持続、耐久

ン ア 装飾

ン モ 、y ケ 無益
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桔t 種 イiニ ヱ仁ネコエ 3与さ

ン ヤ ク ヤ ク 内気、はじらい、はにかみ、憤怒

ン ニL ロ 勝利

ジンチョウゲ 光栄、永遠、不死、快楽を求める。

ス イ カ スラ 友情、献身、愛のきずな

ス ギ 堅閏

ス モ モ 忠実、貞節、約束を守って下さい。

セ ン ヨ ウ 可憐

チ ヤ 追憶

ツ ゲ 克己、禁欲、冷静

、y 、y ン 節制、愛する喜び、初恋

、y タ 美しさが唯一の魅力

ツ ノf キ 気どらない俊美さ(紅)、申し分ない魅力(自)

ト チ ノ キ ぜいたく

ナナ カ マ ド 用心、慎重

ナ ン ア ン 良き家庭

ン キ ギ 危険なあそび

ニセアカシヤ 友情、親睦

ワ ト コ あわれみ、同情、熱心

ヌ 1レ ア 巧妙

ネ コ ヤナギ 自由

ネ ム ノ キ 歓寄

ノ、 ギ 想い、思案、内気

ハクモクレン 壮麗

ノ、 ン ノt 、、、 仲なおり

ノ、 ゼ ノ キ 真心

ハナ ズオ ウ 裏切る、疑惑、不信用

ノt フ 愛、恋愛(赤)、純潔(白)、愛の告白(つぼみ)、うすれゆく愛(黄)

/、 lレ レ 威厳、愛国心

ヒ イ フ ギ 剛直

ヒイラギナンテン 激しい感情

ヒ ノ キ 不死、不滅
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経f 稜 イIニ aコ 葉

ヒマラヤシーダ 強さ(思い切ってあなたのみに生きます。)

フ ン 恋に酔う、歓迎

フ ヨ ウ 繊細な美

フラ タ ナ ス 天才

ボ ケ 熱'11守

ボ ダイ ン ニL 熱情の恋、結婚(花)、夫婦愛(樹)

ボ タ ン はじらい、富貴、壮麗

ボ フ フ 悲嘆、哀惜、勇気

てず サ キ 厚遇、知恵

てず 、y 不老長寿、慈悲

マ ニL 、、、 艶めき

勺7 lレ メ ロ 誘惑

てr ン サ ク I児文、霊感

、、、 ズ キ 耐久力

ム ク ゲ 繊細な美、信念

ムラサキシキブ 聡明

モ ク セ イ 議遜

モ ク レ ン 自然、への愛、荘厳、恵、窓

モ 、、、 時、昇進、高尚

モ 、、、
ン 自制、ひかえ目、謹慎、隠退、保有:

ヤ ツ ア 分別

ヤ ナ ギ 悲哀、追悼

ヤ フコ ウ ン 明日への幸福

ヤ マ フ、 キ 気品が高い、待ちかねる

ユキヤナ ギ 回閣の幸福

フ イ フ 、y ク 初恋の感動

レ ン ギ ヨ ウ 希望、逮せられた希望、深情け
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古くから、松竹をはじめ、縁起木のよい木とされてきたものがいくつかあります。ゲ

ンをかつぐのではないのですが、よく観祭するとそれなりの魅力があるものです。

女マツ

四季を通じて紋を失わず、老木の姿は気tihがあります。縁起木でも筆頭絡ですo

* タケ
どんな強い風設にあっても折れることのない強さ、繁殖ブJの強さ、成長の速さが畏敬

の対象になったものO I!1A米中閣でも清雅やJ~，t情が愛されてきた。

女ウメ

生命力が強く、老木になって樹皮一枚だけで生きている姿は崇高です。寒風のなかで、

ふくいくとして咲きほころぶ様は感動的です。

女ナンテン

革IEを転ずるの訪日合わせもあって、玄関口によく梢栽されてきました。:栄，;士解毒作用

もあり、料Jif!にも添えられます。

* センリョウ、マンリョウ
純物分類上は全く関係がないが、縁起のよい名称からであり、寒い冬の!乏に、真っ赤

な突をつけて彩りを添えてくれます。

女フクジュソウ

まだ雪も消えやらぬ早春の山野辺に、業に先立って光りit'~Iゃく黄金色の花を咲かせま

す。正月用の寄せ植えにも使われます。別名「元旦草」ともいいます。

* ダイダイ
柑橘類の一種で、熟してからも一年近く実を落としません。前年の実が自然落下する

ころには、今年の突が色づきますから年中美しい果実がみられます。

女ユズリハ

ゴムノキに似た大却の菜を茂らせる常緑樹です。新しい繋が生長するのを待って、 I~Î

葉が落ちることから名付けられました。

正月のしめがfiりは、ダイダイの実とユズ、リハの枝をあしらわれるのは、「代々談る」

の語片にちなんで、一家の繁栄を祈る願いがこめられています。
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庭の手入れは、一般的に四季おりおりの樹木の努定や、肥料やり、生長{の刈り込み、

芝刈りなどであり、 4月から淳司王手3月までの、主な庭木に対する手入れについて整理し

てみました。

4月

作業の稜類 桔t種及び作業のポイント

楠え付け、移椴 (常針)キャラボク、コウヤマキ、コノテガシワ、ヒメコマツ、

イトヒパなど。

(常広)シイ、ネズミモチ、ナンテン、イヌツゲ、カナメモチ、

モチノキ、モッコク、カシなど。

(献)カキ、イチョウ、シラカバ、サルスベリ、エニシダ、

アジサイ、サクラなど。

挿 し 木 ナンテン、アオキ、カイズカイブキ、イヌマキ、レンギ、ョウ、

サルスベリなど。

1J~ 定するもの ウメ、カイドウ、ジンチョウゲ、アオキ、ヤツデ、コデマリなど。

病 虫 呈c三z うどんこ病の防除は、ジネブ剤。アブラムシ、オピカレハなど

をDDVP乳剤で防除をします。

そ の 他 雪吊りの取りはずし、ブドウの皮むき、生坂の修理

5F.1 

作業の種類 樹穏及び作業のポイント

植え付け、移植 アオキ、カシ類、カナメモチ、ツツジ類、ツバキ、サザンカ、

モチノキ、モッコクなど。

整 枚、 野 定 アセピ、ツバキ、コデマリ、ユキヤナギ、レンギョウ、ニワウ

メ、ウツギなど。

J前 し 木 ヒパ、カイズカイブキなど。

五三 J商 み マツのミド'H高み、カイズカイブキ、ヒパ類など。

薬 剤 散 布 病気の予防に 2週間おきに 3回くらい殺菌剤を散布。かび類(か

び病、さび病、褐斑病など。)にベノミル剤、マンネブ剤が効

来がある O

追肥 (お干し肥) ウツギ¥ハナミズキ、ライラックなど
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6月

作業の種類 樹稜及び作業のポイント

植え付け、移植 落葉樹は行わない。常緑樹も一般に適期でないが、ヤシ類、サ

ツキ、シイなどの一部は司令官巨

整枝、努定、茅摘み ヒパ類の芽摘み。下旬以降は常緑広葉樹の整校、勢定、生垣の

刈り込み。

挿 し 木 ツツジ、サツキ類、アジサイ、ハナミズキ、ウツギ、ベニカナ

メ、ツバキなど

薬 剤 首士 布 カイガラムシ、アメリカシロヒトリ、チャドクガなどには、ス

ミチオンかマラソン斉IJを発生時に集中的に散布。うどんこ病の

防除

追月E (お礼肥) 花木は、花の終わった直後に施す。

7月

作業の稜類 樹種及び作業のポイント

整枚、 せん定 シイノキ、シラカシ、アラカシ、マテパ:シイ、ウノてメガシ、イ

ヌツゲ、キャラボク、ゲッケイジユ O 生垣の刈り込み

挿 し 木 ツバキ、サザンカ、カナメモチ、カイズカイブキ、ヒパ類など

:築 剤 古文 布 アメリカシロヒトリ、チャドクガの幼虫、カキノヘタ虫、ツジ

グンパイ虫、ハダニ類、赤屋病、黒斑病などが発生

マルチ ン グ ツツジ、シャクナゲ類にはピートモスを、パラには土佐般かワラ

を敷く。

土用干し(鉢物) ウメやカイドウの花芽のつきをよくするため水を控える (2-

3週間)

乾 燥 防 止 一般には水やりの必要はないが、今春栂えたものは潅水しますc
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8月

作業の種類 樹種及び作業のポイント

移 植 (常広)ツバキ、サザンカ、モチノキ、モッコク、カシ類

整 枚、 勢 r疋~ シイノキ、シラカシ、アラカシ、ウパ;メガシ、イヌマキ、キャ

ラボ夕、モッコク、ツバキ、サザンカ、針葉樹など。

挿 し 木 ツバキ、サザンカ、カナメモチ、イヌツゲ、アベリア、ヒパ類

など。

薬 斉リ 古文 布 アメリカシロヒト!人チャドクガの2回目の発生。ハダニ、ツ

ツジグンパイなど前月に引続き発生する。うどんこ病の防除

rすとLー 燥 I坊 11: 今春植え付け、移摘したものは潅水します。

そ の 他 台風前に樹木の支柱補強

9月

作業の種類 総種及び作業のポイント

植え付け、移植 シイノキ、カシ類、ツバキ、サザンカ、モチノキ、モッコクな

どの常緑樹、イヌマキ、ヒパ類、カイズカイブキ、ヒマラヤシー

ダなどの針葉樹、ボケ、ボタン、シャクヤ夕、シャクナゲ、ア

メリカハナミズキなど。

挿 し 木 ボケ、ツバキ、サザ、ンカ、クルメツヅシなど。

接 ぎ 木 (芽接ぎ)モクレン類、モモ、パラ、サクラなど。(腹接ぎ)

カエデなど。

栄ー・士争一ー 斉サ 数 布 モッコクハムシが発生する。サツキ、ツヅシのシンクイ虫にD

DVP乳斉IJを散布。その他は 8月と同じ。

"Ei、 風 対 策 校ぬき O 支柱の取り付けなど。

4良 国 し ~春移植したい木は根回しを施し、細根をよくつくっておく。
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10月

作業の穏類 樹種及び作業のポイント

植え付け、移植 針葉樹全般。ウメモドキ、マユミ、ニシキギ、ボタン、シャク

ヤクなど。

タネの l奴りまき ハナミズキ、ナッツバキ、マユミ、ニシキギ、ウメモドキ、コ

ブシ、カリン、カシ類など。

整枚、 せん定 ウメ、サクラ、カイドウ、ロウバイなど。

挿 し 木 ボケ

十只 回 し 翌春移植したい木を行う。

マツのコモ巻き マツ類につくマツケムシは、冬地樹におりて越冬するため幹に

コモを巻き、誘い込んで越冬させ若手焼却する O

11月

作業の種類 樹種及び作業のポイント

械え付け、移植 針葉樹全般。常緑樹は行わなし、。落葉樹はウメ、カエデ、コブ

シ、ニワウメ、ムクゲ、フヨウなど。

株 ノJ、J、 ~t ボケ、ユキヤナギ、レンギョウなど。

務 枚、 前ソミ打J 
r疋"-. カシ類、モチノキ、ウメ、カエデの徒長校の{rllびたものO 生iぜ

の刈り込み。アジサイ、レンギョウの間引き O タケ類の台竹の

切り取り。

タ 午、 11Y. り カエデ、サルスベリ、ハナミズキ、ムクゲなど。

防 寒 士j 策 マツ類、マキ類、カエデなどの雪吊り O サツキ、ツツジなど低

木の雪闘いを行う。
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12月

作業の穏類 樹種及び作業のポイント

植え付け、移地 (常緑)コノテガシワ、スギ、ヒパ類、マツなど。(務広)コ

ブシ、ガクアジサイ、ニシキギ、イチョウなど。(常広)アオ

キなど。

!被 枚、 募 疋 ヒパ類、マツ類の校すかし。樹形1:1:玄て水の従長枚、秋芽がl'ド

びたものの刈り込み。ウメ、カエデ、サルスベリ、モクレン、

ボケなど。ハギ、フヨウの地際での更新

タ 不 取 り カシ類、ナンテン、ピラカンサス、マンリョウ、カエデ、ハナ

ミズキなど。

タ ケの整理H クロチク、マダケ、モウソウチクなど、古株のこんだところの

|尚ヲlきO

防 ~l!:、 同f 雪 マツ類、マキ類、カエデなどの雪吊り、ヤシ、ソテツなどのコ

モ巻き O

そ の fむ アカマツ、クロマツなどのもみあ11'。

1月

作業の種類 樹極及び作業のポイント

植え付け、移植 雪がなければ、マツ類、 トウヒ類、カエデ類、サクラ類、ハナ

ミズキ、マンサ夕、ハナモモ、パラなどが可能

1を 枚、 93 
r疋i 噌 サクラ類、モクレン類、ハナミズキ、ヤマボウシ、ナッツバキ、

カエデ類、シラカパ、ハギ、ブナなどの落葉性の庭木

薬 予測 古文 ;(fi カイガラムシの防除は、マシンirb乳斉IJ。病気のIljj除に石灰硫黄

合斉IJを20日おきに3回くらい散布する。サクラのてんぐす病の

被筈校の切取り。冬期こぶ:Jrilの防i徐

|坊 雪 雪 fi~ り、械類の|坊雪

jjIli 日巴 花木、実ものに寒肥を施す。
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2月

作業の種類 樹種及び作業のポイント

揃え付け、移植 マツ類、 トウヒ類、ヒパ類の針葉樹、落葉性の庭木の植え付け。

整 枝、 里3
r疋ム、，
落葉樹、針葉樹は可能

ヨ定 剤 散 布 カイガラムシ、アブラムシは前月にiJl続き行う。

挿 し 木 レンギョウ、ユキヤナギ、コデマリ、パラ、ナンテンなどの務

葉樹

タ ケ の務理 庭に入っている小型のササ、タケの刈り込みや校の切りつめを

1TうO

方面 月包 花木、実ものに行う。中旬までに終わらせたい。

3月

作業の種類 樹種及び作業のポイント

植え付け、移植 落葉樹、針葉樹、タケ、ササ類など

3を 枝、 勢
r疋ムー， 落葉樹は上旬までに終わらせる。

挿 し 木 (常緑)タマイブキ、カイズカイブキ、キャラボク、スギなど。

(落広)ユキヤナギ、コブシ、サルスベリ、イチョウ、エニシ

ダなど。(常広)マサキ、ゲッケイジュ、ヒイラギナンテン、

ハクチョウゲなど。

薬 斉リ 散 布 石灰硫黄合剤は樹の芽出し前に行う O

防寒呉の取りはずし マツに幹巻きしたコモなどの焼却。雪吊りの取りはずし。

接 ぎ 木 ウメ、サクラ、フジ、ハナミズキ、パラ、カイドウなど。

212 



参考文献

最問 名 若 者 発 行 所

実 用 医l τ仕 百 科 園芸文化協会:I>ご

365 B の園芸百科 主婦の友社

樹木アートブック(高木編) アポック社

雪国の植栽樹木図鑑 北陸建設弘済会

原色樹木大図鑑 北I~社

園芸大百科事典 講談社

庭 木 1、 2、 3 主婦の友社

庭木のふやし方、育て方 船越亮二 文化出版局

原色庭木貧栽の病虫害の診断 t主文thh

富' はj 。コ 4鹿 物 進野久五郎 富山文庫

号交 庭 。〉 間 ゴi' 小学館三民

庭 木 d議 化 核J 叙烏亮 誠文堂新光社

寓山県道路緑化マニアル 富山県土木部

定司時 関 の f喧 栽 北陸建設弘済会

緑化技術ハンドブック 全国林業改良管及協会

とやま花づく り 花と緑の銀行

花ことばファンタジー 中村俊子 保育社

観 葉 植 物 文研出版

観 芸誌 鉢 イむ 山と渓谷社

イi二 木 山と渓谷社

植木 100穫の努定 日本放送協会

緑化樹木の病筈虫 上小林三子夫 日本林業技術協会

下小林富士夫

213 



さくいん

樹木名 ページ 樹木名 ページ 樹木名 ページ

ア オ キ 127 シャリンノfイ 147 ボ ケ 156 

ア オ ギ 78 ン フ カ ノt 93 ボ タ ン 157 

ア ン サ イ 140 ジンチョウゲ 135 ポ フ ブ 103 

ア ベ ア 141 ス ギ 70 てr キ ~Jj 74 

イ チ イ 68 ソ ア ツ 166 守' サ キ 136 

イ チ ヨ ウ 111 タイザンボク 62 守7 ツ 安兵 75 

イ ヌ ツ ゲ 128 タ ブ、 ノ キ 65 マ 二L 、 159 

ウ ツ ギ 129 ツ カ、 71 ム タ ゲ 125 

ウ メ 79 ツ ツ ン 149 ムラサキシキブ 160 

ウメモドキ 121 ツ ノt キ 類 63 メタセコイヤ 112 

コニ ン 夕、 142 ドウダンツツジ 148 モ ク レ ン 105 

J二 ン ン ニL 81 ト チ ノ キ 94 モ チ ノ キ 66 

オオデマリ 122 ナッツノf キ 95 モ ツ コ ク 106 

カイズカイブキ 69 ナナカマド 96 ヤ ツ ア 137 

カ コ二 ア 1演 82 ナ ン ア ン 152 ヤ ナ ギ ~Jj 107 

カクレミ ノ 113 一 ン キ ギ 153 ヤ マ ブ キ 161 

カ ン 類 58 ニセアカシヤ 97 ヤマボウシ 109 

キョウチクトウ 130 ネズミモチ 118 ユキヤナギ 162 

キンシパイ 143 ハイピャクシン 138 ニL ズ ノ、 67 

キンモクセイ 114 ノ、 ギ 154 二L ノ キ 110 

ク チ ナ ン 131 ハクチョウゲ 155 ライラック 163 

ケ ヤ キ 85 ハナカイドウ 123 レンギ、ョウ 165 

ゲッケイジュ 115 ハナズオウ 124 

コ ア マ 144 ハナミズキ 98 

コノテガシワ 120 ノt ブ 168 

コ フ ン 86 ノ、 lレ 一 レ 99 

サ ク フ ~Jj 88 ヒ サ カ キ 119 

サ ザ ン カ 116 ヒ ノ キ 72 

サルスベリ 91 ヒマラヤシーダー 73 

ン イ ノ キ 61 フ ウ ノ キ 100 

シジミパナ 145 フ ン 170 

ン モ ツ ケ 146 フ。ラタナス 101 

シャクナゲ 132 ホ オ ノ キ 102 
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@編集委員の方々

委員長 笹倉康造 県自然保護協会事務局長

委員 金問 トモ子 富山女子短期大学助教授

イシ 加茂正三 県緑化造図土木協会副会長

ク 高木直秋 県立中央農業高等学校教諭

イシ 平 一敏 県農地材務部農林管理課長

。 績江敏郎 (開花と緑の銀行専務理Il事

@執筆していただいた方々 (五十青}11i'i 敬称略)

石 I~奇 力 県立有機高等学校長

I;'I;J本益男 県立中央農業高等学校教諭

制林秀雄 県林業試験場造林課長

久指!日正基 久郷一樹国主

高木直秋 県立中央農業高等学校教諭

mJ ED 光春 県立中央農校高等学校教諭

安田 i;~ 県林業試験場経営特産課主任研究員

牧野光六 マキノカメリア悶主

野上寿明 11青香問主

@写真を提供していただいた方々

Ivifi 谷広司

山本手[] M~ 

稲脱 党

編集後記

かねてから当銀行では、グリーンキーパーの活動の手引書として、花や緑のハンドブ

ックの作成に対しての要望が多く、その必要性を痛感していました。

総にi渇しては、本県は積雪地滑という気象的なJ21条件下にあり、緑化樹の生産量も少

なく、また緑化技術も手さぐりの状態にありますが、県内の緑化関係の先達にお願いし、

分担して作成しました。

何分にも単年度で作成しなければならず、写真、その他資料の収集に苦労いたしまし

たが、ょうやく発行するまでにこぎつけました。

この冊子の作成に当たり、編集委員および、執筆者の方々に多大の御苦労をおかけい

たしました。心からお礼を申し上げます。 (tjllli奇)
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